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私
は
先
に
資
本
制
生
産
の
褻
展
と
商
業
の
闘
係
に
就
い
て
考
察
し
、
綾
い
て
滴
業
機
能
學
詑
の
痰
展
さ
題
し
て
、
か
4
.

る
資
本
制
生
産
疲
展
上
の
事
賓
は
商
業
の
機
能
に
闘
す
る
如
何
な
る
思
想
ご
な
つ
て
現
は
れ
た
が
を
研
究
し
た
。

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制
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結

ま
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が 論

き

四
、
重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制
の
現
段
陛
に
於
け
る
意
義

、
重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制
に
到
す
る
批
判
者
ご
そ
の
吟
味
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軍
商
主
義
の
固
内
商
莱
統
制

論
に
於
て
は
進
ん
で
そ
の
裳
時
商
業
の
機
能
ご
考
へ
ら
れ
し
所
の
も
の
は
如
何
に
し
て
如
何
な
る
條
件
の
も
さ
に
寝
揮
さ

れ
る
ご
考
へ
ら
れ
た
か
を
研
究
し
た
い
と
思
ふ
。
蓋
し
従
来
外
國
貿
易
に
就
い
て
は
自
由
と
統
制
の
墜
は
服
々
耳
に
し
、
多

く
の
有
盆
な
る
研
究
が
な
さ
れ
て
来
た
所
で
あ
る
が
、

國
内
商
業
に
就
い
て
は
こ
の
方
面
の
研
究
は
比
較
的
に
忽
せ
に
せ

時
ま
さ
に
外
に
配
給
糾
織
の
改
造
•
第
二
産
業
革
命
の
到
来
・
商
店
法
案
の
要
望
の
院
喧
し
苔

折
柄
、
こ
の
方
面
の
研
究
に
一
指
を
染
め
、

か
＼
る
思
想
の
登
展
過
程
の
跡
を
辿
り
、
そ
の
基
礎
的
考
察
に
衰
せ
ん
ご
す

、
。
、
`
•
、
、
、

る
こ
さ
も
必
す
し
も
無
意
義
な
企
で
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。
思
想
や
政
策
は
そ
の
社
會
的
背
景
の
産
物
で
あ
る
。
私
の
本

、

＂

ヽ

｀

ヽ

ヽ

｀

、

、

、

研
究
も
務
め
て
そ
の
賞
時
の
社
會
経
消
的
脳
係
に
即
し
て
褻
展
的
に
考
察
し
て
見
た
い
。

第
一
、
重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制
（
本
琥
）

第
二
、
國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
思
想
の
為
以
展

第
三
、
國
内
商
業
に
於
け
る
マ
ル
ク
ス
の
必
然
観

第
四
、
國
内
商
業
統
制
の
現
段
階

本
稿
に
於
て
は
主
ご
し
て
第
一
の
重
荊
主
義
の
國
内
商
業
統
制
を
中
心
こ
し
て
考
察
す
る
。

一
、
重
商
主
義
の
國
内
商
業
観

ヽ
冒
｀
畜

私
は
先
に
資
本
の
先
つ
成
立
す
る
は
生
廂
過
程
に
先
立
つ
て
流
通
過
程
に
於
て
ゞ
あ
り
、

私
は
大
儒
以
下
の
順
序
に
従
っ
て
研
究
を
す
4

め
た
い
さ
思
ふ
。

ら
れ
た
問
題
で
あ
っ
て
、

J
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廂
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の
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>

一
前
提
た
る
事
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
特
に
封
建
的
社
會
よ
り
近
世
査
本
制
祉
會
へ
の
過
渡
期
に
於
て
は
こ
の
流
通
過
程

‘̀ 

に
於
け
る
資
本
ー
特
に
商
業
査
本
の
黙
倒
的
な
勢
力
を
占
め
た
時
代
で
あ
り
、

益
し
土
地
そ
れ
を
基
礎
ご
せ
る
社
曾
制
度
の
も
さ
に
於
て
は
安
本
の
最
初
の
形
式
た
る
商
業
査
本
も
そ
の
痰
展
の

い
。
然
し
生
産
力
の
疲
展
は
領
主
賀
族
の
倉
庫
に
於
け
る
餘
剌
の
蓄
稜
ご
な
り
、
交
換
へ
の
要
求
と
な
り
、
こ

L
に
飽
な

か
く
て
交
換
経
溝
の
登
展
ご
共
に
社
會
的
重
心
が
土
地
よ
り
交
換
用
具
と
し
て
の
貨
幣
へ
向
け
ら
れ

ス
ミ
ス
も
巧
に
洞
察
せ
る
如
く
従
来
従
者
ビ
共
に
消
費
を
楽
し
ん
だ
『
大
地
、
王
の
小
供
ら

、
、
、
。
、

『
行
商
人
主
義
』
の
後
展
の
前
に
克
服
さ
る
L

に
至
っ
た
の
で
あ

一
方
か
4

る
市
場
の
撰
大
に
封
應
す
る
生
産
者
側
の
事
情
を
見
る
に
、

訊
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

性
こ
小
規
模
は
そ
の
特
徴
を
な
し
、

、
、
、
、

管
理
者
又
は
最
高
の
組
緑
者
さ
し
て
行
動
し

し
い
虚
榮
心
の
満
足
』
や
彼
等
の

3
 

る。

先
づ
商
業
資
本
の
最
初
の
活
躍
が
初
る
の
で
あ
る
。
勿
論
商
品
の
債
格
の

滴
人
の
氣
檻
に
定
ま
る
所
で
あ
り
、
最
初
の
商
業
利
潤
は
か
く
尚
人
の
専
断
的
支
院
の

『
椛
力
櫂
威
』

資
本
の
未
痰
逹
は
前
述
の
如
く
で
あ
り
、
分
散

然
る
限
り
生
産
の
祉
・
質
・
債
格
等
は
商
人
の
命
す
る
所
と
な
り
、
商
人
は
生
産
の

或
者
は
信
用
を
典
へ
ら
れ
材
料
を
供
せ
ら
れ
て
商
人
の
為
に
努
慟
し
、
か

き
領
主
の
咲
澤
品
へ
の
満
足
を
中
心
さ
し
て
、

為
に
大
き
な
拘
束
を
受
け
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

は

第

六

巻

七

二

九

第

四

戟

-
0七

て
来
た
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。

如
き
も
そ
の
購
買
力
に
應
じ
て

、’2
 

も
と
に
成
立
し
た
。

自
給
自
足
経
消
の
上
に
は
商
品
流
通
も
貨
幣
流
通
も
痰
展
を
見
な

し
て
か
し
る
時
代
の
要
求
の
代
辮
さ
し
て
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。

所
謂
重
商
主
義
は
か
＼
る
時
代
の
産
物
ご

1)拙応賓本制生産の後展と商衆の脳係
2) K. Marx, Das kapital, Bd.直， T.I, s. 2'32 (Herausgeben von Fried-

rich Engels.) 
3) A. Smith, Wealth of Nations, Vol. I. p.389, 390. (Cannan版）
4)拙稿、 安本制生産の疲展と商業の瀾係。
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、
、
、
、

o

o

.

。
、
＂

て
の
蕉
祉
曾
に
封
す
る
産
婆
な
の
で
あ
り
、

0

0

0

ヽ
の

そ
れ
は
一
の
経
清
的
力
」
な
の
で
あ
る
。

賞
時
の
國
家
の
任
務
は
封
外
的
に

資
本
制
生
産
方
法
へ
の
轄
化
行
程
を
、

。
、
、
、

た
る
強
力
な
る
闊
家
椛
力
が
利
用
」
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

、
、
、
、
、
、
"
＂
、
、
、
、
、
、
＂
"
、
"
‘

J

の
場
合
「
強
力
な
る
も
の
は
新
な
る
一
社
會
を
牢
め
る
紬
ベ

温
室
的
に
助
長
し
そ
の
推
移
を
早
め
る
た
め
に
、
社
會
の
集
精
さ
れ
た
組
織
さ
れ

ま
さ
に
「
封
建
制
生
荏
方
法
の

こ
の
経
憫
的
要
求
を
表
現
し
た
政
治
形
態
が
、
賞
時
の
専
制

れ
る
の
は
そ
の
必
然
の
一
蹄
結
で
あ
る
。

ふ
さ
わ
し
い
如
く

菫
商
主
義
の
國
内
商
業
統
統

く
て
商
人
は
一
方
消
費
者
（
購
買
者
）
よ
り
一
方
生
産
者
（
販
賣
者
）
よ
り
の
二
重
搾
取
の
地
位
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

賞
時
の
商
業
利
潤
が
か
く
資
本
の
直
接
支
配
外
に
あ
る
親
惰
罷
間
の
搾
取
に
成
立
っ
た
こ
さ
は
必
然
利
潤
の
成
立
を
流
通

過
程
に
於
て
補
足
せ
ん
ご
す
る
見
解
を
生
む
ご
共
に
、

既
に
貨
幣
流
通
が
或
程
度
普
及
し
て
ゐ
た
所
か
ら
、

そ
の
初
期
に

彼
等
は
こ
の
利
潤
を
金
銀
な
る
貨
幣
の
中
に
見
出
し
、
利
潤
の
追
求
は
金
銀
の
追
求
に
あ
り
さ
考
へ

「
貨
幣
を
生
む
貨
幣
を
示
す
G
I
G
こ
そ
資
本
の
最
初
の
通
繹
者
た
る
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
典
へ
ら
れ
た
資
本

。
、
、
"

の
定
義
」
さ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
餘
剰
債
値
が
最
も
目
に
つ
ぎ
易
い
貨
幣
の
姿
で
現
は
れ
る
貿
易
差
額
が
軍
ぜ
ら

商
業
資
本
の
活
躍
の
為
に
は
従
来
の
封
建
的
生
赤
脳
係
社
會
制
度
は
―
つ
の
栢
桔
で
あ
る
。

惰
よ
り
統
一
経
清
へ
の
要
求
は
一
の
時
代
的
要
求
で
あ
る
。

重
商
主
義
が
土
地
絆
滸
よ
り
貨
幣
経
清
へ
の
過
渡
期
に
生
れ
た
一
見
解
で
あ
る
こ
さ
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、

こ
れ
の
打
破
さ
共
に
分
徹
親

國
家
で
あ
っ
て
、
重
商
主
義
政
策
は
こ
の
名
の
も
さ
に
後
見
の
も
さ
に
遂
行
せ
ら
れ
た
。

は
強
固
な
る
自
給
自
足
的
國
家
の
建
設
で
あ
り
酎
内
的
に
は
封
建
勢
力
の
駆
逐
分
散
的
勢
力
の
統
一
に
あ
り
、

以
て
脊
本

第
六
巻
七
―
―

lO

第

四

撃

1
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5) K. Marx, Bd. I. S. 112. 
6) K. Marx, Bd. I. S. 680. 



註

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

重
商
主
義
は
以
上
の
如
き
背
景
よ
り
生
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
國
内
商
業
観
も
必
然
か
＼
る
客
観
的
事
賓
の

7
 

制
生
産
の
基
礎
を
確
立
す
る
に
あ
り
し
こ
さ
は
云
ふ
迄
も
な
い
が
、

第

六

巻

七

第

四

披

-
0九

J

れ
は
彼
等
の
理
論
の
あ
る
も
の
＼

り
、
封
建
制
度
に
封
す
る
自
然
法
則
の
擁
設
の
主
張
さ
な
り
、
軍
商
主
義
の
學
説
>こ
し
て
反
映
し
た
の
で
あ
る
°
兎
に
角
我

゜
｀
｀
ヽ
畜
＂

等
は
先
づ
封
建
制
度
よ
り
資
本
主
義
へ
の
轄
換
の
た
め
に
は
強
力
或
は
國
家
椛
力
が
非
常
に
軍
き
を
な
し
た
こ
さ
を
知
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
。
重
商
主
義
的
政
策
は
云
は
ゞ
封
建
制
度
よ
り
の
自
由
ご
衰
本
制
祉
會
の
建
設
を
目
椋
さ
し
た
固
家
的
統
一

£
 

‘
~
、
"
、
、
.
。
ヽ
壱
＂

主
義
で
あ
り
國
家
的
統
制
政
策
で
あ
る
。

然
ら
ば
賞
時
の
國
家
は
具
骰
的
に
は
如
何
な
る
任
務
を
持
つ
た
か
？
・
ボ
ゲ
ダ
ノ
フ
は

①
蕉
封
建
主
義

ハ
歿
骸
の
破
壊
②
麿
民
一

③
農
民
の
解
放
こ
れ
等
と
共
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
會
の
衰
滅
を
艇
げ
て
居
る
が
、
農
民
の
解
放
は
國
内
市
場
疲
展
の
た
め

に
も
重
要
な
意
義
を
持
つ
こ
と
は
後
に
述
べ
る
通
り
で
あ
る
(
)
私
は
然
し
こ
の
ボ
ゲ
ダ
ノ
フ
の
皐
例
は
國
家
の
任
務
の
消
極
的
一
方

的
部
面
を
云
ふ
も
の
に
し
て
衰
本
主
義
商
工
業
の
秩
極
的
作
育
と
い
ふ
一
大
使
命
が
賞
時
の
開
家
に
課
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
を
見
逃
し

ゐ
る
と
思
ふ
。
上
迦
の
三
例
の
如
き
は
こ
れ
が
鯰
の
一
工
作
に
過
ぎ
ぬ
)

反
映
さ
し
て
生
れ
た
。
曹
迎
軍
滴
主
義
は
國
内
廂
業
を
靭
親
し
た
さ
考
へ
ら
れ
る
。

必
然
的
馘
結
で
あ
る
。

「
一
國
は
他
圃
よ
り
の
賠
典
又
は
購
買
に
よ
っ
て
富
む
事
も
出
来
る
が
斯
の
如
ぎ
は
不
確
賓
で
あ
り
、

ヽ

0

畜

〇

て
も
大
し
た
璽
要
性
は
も
ち
得
な
い
。
そ
れ
故
に
富
さ
貴
金
薦
を
増
す
一
般
的
方
法
は
外
國
貿
易
で
あ
り
、
こ
の
外
國
貿

易
に
つ
い
て
は
、
鉦
年
外
國
の
も
の
を
消
費
す
る
以
上
に
之
を
外
國
に
輸
出
す
る
様
な
原
則
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

L」

揆
の
鎖
豚
一

重
商
主
義
の
馳
特
ト
マ
ス
マ
ン

(
T
h
o
m
a
s
M
u
n
,
 1
5
7
1
-
1
6
4
1
)

の
如
き
も

若
し
起
る
さ
し

゜
~
畜
ヽ
。

こ
の
賓
践
的
要
求
は
直
ち
に
貿
易
差
額
尊
重
論
さ
な

7)竹内謙二著＂貿易統制論、 15頁。
8)ボク・ダノフ、稗浣科學概論、 205-210頁。
9) Thomas Mun, England's Treasure by Foreign Trade. (Printed : And 

sold by F. Morphew.) p. 7. 



商
主
義
の
一
般
思
想
で
あ
っ
た
こ
さ
は
否
定
出
来
な
い
。

内
國
商
業
は
國
内
に
貨
幣
を
持
来
る
も
の
に
非
す

重
商
主
義
の
国
内
商
業
統
制

英
國
を
富
裕
な
ら
し
む
も
の
で
あ
る
と
の
思
想
が
あ
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e
v
e
r
 
o
b
s
e
r
v
e
 
this 
R
u
l
e
;
 
t
o
 
sell 
m
o
r
e
 
to 
S
t
r
a
n
g
e
r
s
 
y
e
a
r
l
y
 
t
h
a
n
 w
e
 c
o
n
s
u
m
e
 o
f
 theirs 
in 
V
a
l
u
e
.
 

T
r
e
a
s
u
r
e
 
b
y
 F
o
r
e
i
g
n
 
t
r
a
d
e
"
 

所
有
者
は
愛
つ
て
も

さ
の
べ
、
貿
易
差
額
論
を
高
唱
し
、
そ
の
著
占
＾
E
n
g
l
a
n
d
、S

、
、
"
ヽ
・
畜
ヽ
、
、
＂
、
、

言
及
す
る
所
は
甚
だ
少
く
、
國
を
富
ま
す
常
逍
は
外
國
貿
易
に
あ
り
さ
考
へ
た
様
で
、
こ
れ
ス
ミ
ス
を
し
て

ノヽ

ヽ

。

T
r
e
a
s
u
r
e
 
in 
F
o
r
e
i
g
n
 
T
r
a
d
e
"

な
る
マ
ン
氏
の
著
害
の
表
題
は
管
に
英
蘭
の
み
な
ら
す
、
叉
他
の
凡
ゆ
る
商
業
國
の
経

畜
"

.

0

0

畜

＂

、

、

、

、

、

畜

。

、

＂

冨

ヽ

ヽ

畜

ヽ

、

、

▼

ヽ

、

、

、

溝
政
策
の
根
本
原
則
さ
な
っ
た
。
内
地
即
ち
内
同
商
業
は
、
凡
ゆ
る
裔
業
の
中
最
も
重
要
な
る
商
業
は
、
同
一
の
資
本
が
最

「

"
E
n
g
l
a
n
d
、S

大
の
所
得
を
輿
へ
固
民
に
最
も
多
大
の
仕
事
を
つ
く
り
出
し
て
く
れ
る
商
業
は
、
箪
に
外
同
貿
易
の
従
物
さ
看
倣
さ
れ
た
。

又
何
等
始
を
自
國
外
に
持
去
る
も
の
に
非
す
さ
云
は
れ
た
。
故
に
國

は
内
國
商
業
に
依
り
、
ー
内
國
商
業
の
盛
装
が
間
接
に
外
國
貿
易
の
朕
態
に
影
響
せ
ざ
る
限
り
ー
よ
り
富
み
も
或
は
よ
り

貧
し
く
も
な
り
得
な
い
さ
さ
れ
た
」
さ
云
は
し
め
し
所
以
で
あ
っ
て
、

ダ

プ

ナ

ン

ト

(
C
h
a
r
l
e
s
D
a
v
e
n
a
n
t
,
 1656

—

1714) 

に
も
國
内
商
業
は
丁
度
地
所
の
賣
買
の
様
な
も
の
で
一
方
の
利
得
す
る
所
は
他
の
失
ふ
所
で
あ
り
、

地
所
は
同
一
に
止
ま
る
に
似
る
が
、
外
國
貿
易
は
こ
れ
ご
異
り
、

大
個
ス
ミ
ス
の
批
判
せ
る
如
ぎ
思
想
が
骨
日
時
の
重

第

六

巻

七

に
於
て
も
、
國
内
簡
業
に

第

四

披

の
如
き

―1
0
 

10) inは byの誤なり。
11) A. Smith, ibid, Vol. I. p. 401. 



を
よ
し
と
す
さ
云
ふ
の
で
あ
っ
て
こ
れ
重
商
主
義
の
一
般
的
考
へ
方
で
あ
る
。

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

加
な
り
や
否
や
は
必
然
問
題
さ
な
る
所
で
あ
っ
て
、

第

六

巻

七

第

四

蒙

こ
の
貼
に
闘
し
従
来
の
設
明
の
形
式
を
破
っ
た
の
は
サ
ー
・
ヂ
ェ
ー

失
で
あ
る
、

た
ゞ
外
國
に
賣
つ
て
初
め
て
利
得
が
生
す
る

依
之
観
之
に
ダ
プ
ナ
ン
ト
の
思
想
の
中
に
は
い
國
内
消
費
は
何
等
の
利
得
を
齋
さ
な
い
、

一
方
の
利
得
は
一
方
の
損

.

.

.

.

.

.
 、、

.

.

.

.

.
 
、
、
、
、

「
國
内
で
の
消
費
は
一
方
は
た
ゞ
他
の
得
る
所
の
も
の
を
失
ふ
の
み
で
あ
る
。

•••••••••• 
い
。
然
し
外
國
で
消
費
さ
れ
た
も
の
は
綿
て
、
明
白
な
確
寅
な
利
潤
で
あ
る
。
故
に
羊
毛
製
造
業
に
於
て
英
固
は
國
内
の

國
は
一
般
に
少
し
も
富
裕
と
は
な
ら
な

よ
く
調
べ
て
見
れ
ば
、
多
分
非
常
に
正
し
く
且
つ
館
理
さ
思
は
れ
る
二
つ
の
提
案

＂
・
、
＂
、
、
、
．
、
、
、
｀
ヽ
畜
｀
ヽ
~
、
、
、
｀
ヽ
．
、
｀
ヽ
・

を
進
言
す
る
。
第
一
は
洋
毛
が
國
内
で
高
い
市
場
債
格
を
持
つ
こ
さ
は
一
般
に
英
國
の
利
盆
で
は
な
い
。

。
、
、
、
`
｀
富
ヽ
、
、
、
"
`
‘
、
。
、
"
、
、
、
。
、
ヽ
ヽ
ー

の
洋
毛
製
品
の
多
大
の
消
費
に
よ
り
國
家
は
或
者
の
想
像
す
る
様
に
利
益
を
牧
め
得
な
い
」

第
二
は
王
國
内

「
私
は
非
常
に
奇
異
に
見
え
る
が
、

:(An E
s
s
a
y
 
o
n
 t
h
e
 
E
a
s
t
,
I
n
d
i
a
 
T
r
a
d
e
.
 
1697" 

「
羊
毛
工
業
は
確
に
、
注
律
又
は
可
能
な
る
凡
ゆ
る
手
段
で
奨
励
せ
ら
る
ぺ
き
で
あ
る
。

"
、
‘
`
畜
"
`
‘
、
、
、
、
。
、

の
は
國
内
消
費
で
は
な
く
外
國
へ
の
輸
出
で
あ
る
」

人
民
に
消
費
さ
れ
た
所
の
も
の
に
よ
っ
て
利
得
さ
れ
る
の
で
は
な
く
外
に
夜
ら
れ
る
所
の
も
の
に
よ
っ
て
利
得
す
る
の
で

あ
る
」

⑨
國
内
の
債
格
は
低
く
且
國
内
消
費
は
出
来
得
る
限
り
少
き

•••••• 

然
し
外
國
貿
易
が
果
し
て
積
極
的
富
の
増

の
思
想
が
展
々
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

b
、
こ
さ
に
彼
の

然
し
王
國
に
利
益
を
齋
す
も

に
は
國
内
商
業
さ
外
國
貿
易
ビ
を
比
較
せ
る
彼

12) Charles Davenant An Essay on the East India Trade. (Printed) p. 10 
13) Davenant, ibid, p. 28. 
14) Davenant, ibid, p. 30. 



礎
つ
け
が
ど
う
あ
ら
う
さ
、
固
内
商
業
の
鰹
親
を
許
さ
な
い
。

丁
度
商
工
業
の
不
生
産
性
を
鳴
し
た
重
農
主
義
が
農
業
箪

時
勢
は
商
業
資
本
ひ
い
て
は
新
し
い
産
業
資
本
の
勅
興
時
代
に
あ

註

る
。
封
建
主
義
に
釘
す
る
自
由
の
欲
求
分
裂
経
滸
に
鉗
す
る
統
一
経
済
の
要
求
を
背
景
ご
す
る
。

R
9
k
k
r
名

｀
ハぷ
．
＂ら
·
i
t

r
`
.
9
"
,．
~·

J

れ
は
必
然
理
論
的
基

然
し
菫
商
主
義
も
矢
張
時
代
の
一
産
物
に
過
ぎ
ぬ
。

四
る
こ
さ
は
そ
の
理
論
的
必
然
的
む
も
の
で
あ
る
が

尚
ほ
利
潤
の
登
生
を
流
通
過

に
よ
り
館
賓
の
債
値
は
依
然
ご
し
て
髪
ら
な
い
、

の
譲
渡
利
潤
は
交
換
に
際
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、

の
増
加
を
齋
す
さ
の
思
想
を
断
乎
さ
し
て
排
据
し
、
商
品
の
債
格
を

的
に
基
礎
づ
け
た
ご
云
は
れ
て
ゐ
る
が
、

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

ム
ス
・
ス
チ
ュ
ア
ル
ト

今
彼
の
思
想
を
見
る
に
、

(
S
i
r
 
J
a
m
e
s
 S
t
u
a
r
t
,
 
1
7
1
2
1
1
7
8
0
)

で
あ
る
。
彼
は
普
通
重
商
主
義
の
殿
勝
で
あ
り
之
を
科
學

既
に
紹
介
し
た
如
く
、
彼
は
一
方
交
易
が
積
極
的
富

ヽ

畜

畜

＂

、

、

、

、

畜

山
館
賓
の
債
値
っ
A

②
‘譲
渡
利
潤
さ
に
分
ち
、
こ

こ
れ
は
館
賓
の
債
値
を
越
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
商
品
の
曹
買

、
。
、
≫
ヽ
ヽ
｀

た
ゞ
存
在
す
る
も
の
は
参
加
者
間
に
於
け
る
富
の
平
衡
の
動
揺
に
過
ぎ

す
一
方
の
利
得
は
一
方
の
損
失
な
る
こ
さ
國
内
國
外
商
業
に
於
て
何
等
愛
ら
な
い
さ
す
る
の
で
あ
っ
て
、

易
差
額
も
積
極
的
富
の
増
加
を
齋
さ
す
ご
す
る
黙
は
従
来
の
考
へ
方
ご
異
る
所
さ
は
い
へ
、

程
に
於
て
求
め
る
黙
即
ち
寇
辛
11
定
芸
（
澪
H

i

)

＋
遥
漉
f-ji=1

な
る
根
本
思
想
に
於
て
は
軍
廂
主
義
の
範
藍
を
出
で
得

な
い
も
の
で
あ
る
（
尤
も
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
開
賓
の
債
値
が
餘
網
債
値
を
含
む
か
否
か
は
議
論
の
あ
る
所
で
は
あ
る
が
）
。

兎
に
角
軍
商
主
義
の
一
方
の
利
得
は
一
方
の
損
失
的
の
思
想
は
外
同
貿
易
尊
軍
國
内
商
業
貯
説
の
恩
和
字
さ
な
っ
て
親
は
れ

然
ら
ば
果
し
て
彼
等
は
國
内
糊
業
を
絶
釘
的
に
翻
観
し
た
か
。

煎
商
主
義
の
理
論
が
必
然
外
固
貿
易
尊
重
國
内
荊
業
輛
観
の
結
論
を
導
く
こ
さ
は
一
應
肯
定
出
来
る
さ
思
ふ
。

節

六

巻

七

三

四

外
國
貿
易
も
貿

第

四

琥

15)拙稿、商業椴能庫説の疲展奮拙稿、債格構成に於ける商業の作用、
Sir James Stuart An Inquiry into the Principle of Political Economy 
1767, p. 181, 182, 

16) f明知債格楷成に於ける商業の作用(-)（網浣論叢、第四十二巻第四競）



註

第
六
巻
七
一
一
苓
i

第

四

披

a
u
 p
r
i
n
c
e
 
d
 
~tre 

m
a
r
c
h
a
n
d
 q
u
e
 t
y
r
a
n
 
et 
a
u
 

獨
課
税
に
於
て
、
自
由
放
任
の
主
張
に
於
て
、
却
つ
て
商
工
業
の
褻
展
を
導
い
て
ゐ
る
様
に
。

國
内
商
業
は
従
来
考
へ

畜

ヽ

ヽ

ヽ

重
商
主
義
の
本
質
は
、
到
外
商
業
の
疲
辰
よ
り
も
統
一

主
義
を
目
揉
と
せ
る
黙
に
あ
り
と
見
る
見
解
が
あ
る
。
作
川
荘
一
教
授
の
如

き
は
そ
れ
で
あ
っ
て
、
日
は
く
、
「
闊
民
繹
浣
統
一
の
制
度
及
び
政
策
が
ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
の
名
稲
を
奥
へ
ら
れ

、
、
、
、
、

"
0
畜

ヽ

ヽ

冒

〇

た
課
は
、
そ
れ
等
が
多
く
は
國
富
培
殖
の
岱
に
す
る
到
外
商
業
の
疲
殷
を
計
る
も
の
と
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
賞
は
シ
ュ
モ

、
、
、
、

ラ
ー
が
正
し
く
認
定
せ
る
如
く
商
業
主
義
で
な
く
統
一
主
義
で
あ
っ
た
。
統
一
を
促
進
す
る
椀
運
は
概
し
て
到
外
交
渉
の
緊
張
に
あ
る

然
し
統
一
主
義
は
軍
商
主

が
、
如
何
な
る
統
一
も
決
し
て
外
か
ら
来
る
こ
と
な
く
必
ず
内
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
か
4

る
意
味
に
於
て
近
代
國
家
が

統
一
主
義
を
執
る
に
至
っ
た
と
き
國
民
籾
浣
に
統
一
意
志
を
生
じ
そ

の
動
き
が
意
志
活
動
と
な
っ
た
」
と
。

義
の
網
浣
政
策
の
一
目
的
で
あ
っ
て
全
面
的
目
的
で
も
究
局

の
H
的
で
も
な
い
。
コ
ル
ベ
ー
ル
の
如
き
外
國
市
場
開
拓
の
総
各
州
間

の

穀
物
流
通
の
自
由
ー
—
國
家
的
統
一
網
済
の
成
立
を
阻
害
し
て
ゐ
る
。
こ
の
場
合
は
到
外
闘
係
が
統
一
主
義
に
優
位
し
て
ゐ
る
。
私
息

ふ
に
重
商
主
義
の
使
命
を
表
本
制
生
産
成
立
の
立
楊
よ
り
眺
め
る
と
き
も
つ
と
も
統
一
的
観
的
よ
り
眺
め
得
る
と
思
ふ
の
で
あ
っ
て
そ

の
手
段
と
し
て
統
制
主
義
が
採
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
た
い
。
尤
も
統
一
主
義
を
統
制
主
義
の
意
味
に
陪
す
る
な
れ
ば
間
題
は
別
で
あ
る

が
こ
の
場
合
は
こ
は
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
は
な
い
と
云
ふ
よ
り
外
は
な
い
。

か
く
て
資
本
主
義
褻
生
の
為
の
必
然
的
要
求
は
國
内
商
業
助
長
へ
の
脳
心
ビ
な
つ
て
現
は
れ
、

ら
れ
た
様
な
「
滴
人
は
罪
な
く
し
て
行
動
す
る
を
得
る
も
神
を
満
足
す
る
こ

R

こ
は
出
来
な
い
」

は
紳
士
の
面
目
を
瑕
つ
け
る

t
云
ふ
様
な
思
想
に
は
満
足
出
来
な
く
な
っ
た
。

J
e
a
n
B
o
d
i
n

の
如
き
は

，
 

り
も
商
人
た
れ
盗
人
た
る
よ

b
も
交
易
せ
よ
」

(11
est 
p
l
u
s
 s~ant 

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

さ
云
ふ
様
な
思
想
、
商
業

「
暴
君
た
る
よ

17) K. Marx, Theonien tiber den Mehrwert.（マルクス全集、第八巻~ 67頁）
18) 作田荘ー著~自然糎浣と意志網浣、 103頁。
19) J. Bodin, La Republique, VI. Chap. II. p. 873ー 874.

Andre Marchal, La conceqtion de L'Economie nationale et des ra-
pports internationaux chez les Mercantilistes Fran9ais et chez ・ leurs 
contemporains. p. 39. 



農
村
の
家
庭
的
副
工
業
が
支
配
的
で
あ
り
、

宜
際
政
策
は
、
外
國
貿
易
の
保
護
に
努
め

國
内
商
業
は
一
方
の
利
得

J

れ
外
国
貿
易
に
よ
り
多
く
の
闘
心
を
引

こ
れ
は
農
民
の
賃
榮
働
者
化
の
更
に
一
段
の
役
展
—
衰

マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
制
度
さ
へ
十
分
の
疲
展
を
見
な
い
生
産
段
階
セ
背
唸
'

、
、
、
、
、

一
轄
化
形
態
さ
な
る
の
で
あ
る
が

通
が
盛
と
な
る
と
共
に
貨
弊
財
産
が
崩
人
の
手
に
蓄
積
さ
れ
、

全
國
的
商
品
流
通
へ
の
要
求
は
封
建
的
障
碍
打
破
、
統
一
鯉

頂
商
主
義
の
國
内
面
業
統
制

g
e
n
t
i
l
h
o
m
m
e
 d
e
 trafiquer 
q
u
e
 d

e
 voler.).,_,
叫
3

び
、
宣
i
際
政
治
家
さ
し
て
の

C
o
l
b
e
r
t

の
如
き
も
、

M
a
z
a
r
i
n
の

追
悼
文
の
中
で
、
佛
國
の
豊
沃
を
論
じ
、

り
、
屈
々
璽
荷
で
あ
り
、
不
便
で
あ
る
」
旨
を
述
べ
て
ゐ
る
。

演
建
設
へ
の
要
求
と
相
待
っ
て
、

「
か
4
る
豊
沃
も
一
州
よ
り
他
州
に
窟
す
商
業
の
介
入
な
か
り
せ
ば
不
用
で
あ

或
は
そ
れ
に
伴
つ
て
漸
次
痰
展
し
賓
現
さ
れ
た
。
而
し
て
固
内
市
場
が
撰
大
し
荊
品
流

．
、
、
ヽ
｀

資
本
制
生
在
の
誕
生
さ
な
り
、
廂
業
咲
本
は
産
業
姿
本
の

つ
て
、
外
國
貿
易
絞
い
て
國
内
商
業
へ
の
闘
心
が
漸
次
剌
烈
さ
な
っ
て
来
た
こ
さ
は
争
は
れ
す
、

的
」
ご
の
思
想
が
漸
次
消
算
さ
れ
た
こ
さ
は
注
目
に
値
す
ぺ
き
こ
の
時
代
の
特
徴
で
あ
る
。

軍
廂
主
義
時
代
は
兎
に
角
商
業
資
本
が
蔽
も
自
由
な
猜
自
な
褻
展
を
遂
げ
た
時
で
あ

*
、
、
0

0

従
来
の
「
商
人
は
寄
生

さ
し
た
ゞ
け
に
、
國
内
市
場
の
褻
展
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
り
、

本
制
生
産
の
一
定
段
楷
へ
の
到
逹
を
待
っ
て
初
め
て
質
現
し
得
る
の
で
あ
り
、

尤
も
裳
時
尚
都
市
の
手
工
業

い
た
所
欺
で
も
あ
ら
う
が
、
兎
に
角
か
4

る
方
向
に
向
ひ
つ
し
あ
っ
た
こ
さ
は
否
定
出
来
な
い
。

以
上
の
要
約
は
こ
う
で
あ
る
。
璽
商
主
義
理
論
は
餘
剌
債
値
の
成
立
を
流
賄
過
程
に
求
め
、

は
一
方
の
損
失
で
あ
り
、
國
富
を
増
す
所
以
に
非
す
外
國
貿
易
の
み
が
富
を
培
す
も
の
ご
し
て
國
内
廂
業
の
軽
親
を
説
い

た
。
然
し
理
論
の
如
何
に
脳
ら
す
固
内
商
業
の
褻
展
は
時
代
の
要
求
に
あ
る
。

第
六
巻
七
―
―
一
六

第

四

琥

． 

四・



こ
し
、

客
観
的
に
は
國
内
商
業
助
長
の
政
策
を
採
つ
て
ゐ
る
こ
さ
＼
な
る
。
而
し
て
こ
の
矛
府
は
資
本
主
義
疲
展
上

の
客
観
的
要
求
ー
資
本
制
生
産
痰
生
の
稿
の
要
求
に
照
せ
ば
極
め
て
明
快
に
解
決
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
尤
も
國
内
商
業

へ
の
闘
心
著
し
さ
雖
も
賞
時
の
生
産
朕
態
は
國
内
廂
業
へ
の
十
分
の
地
盤
を
典
へ
す
、

も
の
に
も
一
定
の
制
約
的
事
賓
さ
な
っ
て
現
は
れ
た
こ
さ
は
否
定
出
来
な
い
。

ば
餘
剰
債
値
の
成
立
を
流
通
過
程
の
み
に
求
む
る
様
に
|
ー
＇
が
あ
り
矛
盾
あ
り
し
は
脱
れ
得
な
い
所
で
あ
る
が
、

資
本
制
生
産
褻
生
の
た
め
の
理
論
さ
し
て
政
策
さ
し
て
歴
史
の
中
に
重
要
な
存
在
意
義
を
十
分
に
持
ち
え
る
見
解
で
あ
る

―
-
、
重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制
策

重
商
主
義
が
封
建
制
度
よ
り
資
本
制
社
會

へ
の
過
渡
期
に
於
け
る
一
思
想
で
あ
り
賓
践
で
あ
る
こ
さ
、

推
移
の
産
婆
役
こ
し
て
は
強
力
或
は
國
家
植
力
が
大
き
な
意
義
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
さ
は
先
に
述
べ
た
所
で
あ
る
。

軍
商
主

こ
の
意
味
に
於
て
は
重
商
主
義
政
策
は
す
べ
て
國
家
的
統

義
は
國
家
の
名
の
も
こ
に
そ
の
力
に
於
て
賓
践
に
移
さ
れ
た
。

制
策
で
あ
る
。
か
く
て
重
商
主
義
は
國
家
的
統
制
の
も
さ
に
封
建
的
拘
束
よ
り
の
自
由
を
戦
っ
た
の
で
あ
る
。

主
義
が
一
方
に
統
制
を
説
き
、
他
方
に
自
由
を
説
く
は
一
の
矛
盾
で
は
な
い
か
さ
論
す
る
も
の
が
あ
る
。

電
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

ご
思
ふ
。

か
＼
る
時
代
的
要
求
の
反
映
さ
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第

六

巻

こ
れ
圃
内
裔
業
の
軍
要
性
を
説
く

七
―
―
―
七

第

四

輩

―
一
五

然
し
そ
れ
は
璽

よ
く
重
商

か
＼
る
時
代
的

兎
に
角

従
っ
て
そ
の
把
握
に
も
或
程
度
の
皮
相
性
ー
ー
例
ヘ

軍
商
主
義
は
か
る
＼
客
観
梢
的
勢
を
背
景

な
が
ら
も



制
ご
云
ふ
は
前
の
形
態
に
於
て
現
は
れ
る
。

J

の
要
求
は
必
然
重

先
づ
促
進
的
制
統
を
問
題
ご
し
次
で
制
限
的
統
制
に
移
る
。
然
し
「
商
業
を

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

あ
る
。
重
商
主
義
の

「
自
由
」

地
盤
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

七
三
八

重
商
主
義
の
立
つ
社
命
的
地
盤
を
理
解
せ
ざ
る
も
の
で

は
決
し
て
十
八
九
泄
紀
の
學
説
に
於
け
る
自
由
（
例
へ
ば
ス
ミ
ス
の
自
然
的
自
由
）
の
概

"
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
`
‘

封
建
制
度
封
建
的
統
制
よ
り
の
「
自
由
．」
で
あ
る
。

こ
れ
は
封
建
制
度
よ
り
資
本
主
義
へ
の
過
渡
期
に
於
け
る
客
観
的
怖
勢
の
反
映
で
あ
り
形
式
的
矛
盾
の
反
映
で
あ
る
が
、

。
、
、
、
富
。
、
、
｀
。
、
、

そ
の
本
質
は
決
し
て
矛
盾
で
も
何
で
も
な
い
。
『
自
由
ご
調
和
す
る
國
家
の
干
渉
』
な
る
言
葉
も、

「
自
由
」
さ
統
制
を
同
時
に
國
家
に
要
求
し
た
の
も
、

る
。
資
本
主
義
よ
り
の
自
由
を
獲
得
し
た
ゾ
ヴ
ィ
ヱ
ー
ト
ロ
シ
ャ
は
一
面
個
人
的
経
渭
活
勁
の
自
由
の
統
制
の
も
ご
に
立

私
が
國
内
商
業
の
促
進
的
統
制
さ
よ
ぷ
は
主
こ
し
て
後
の
形
態
に
於
て
現
は
れ
、
制
限
的
統

褻
展
せ
し
め
組
織
す
る
総
に
盛
せ
る
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
の
功
紐
を
評
債
す
る
為
に
は
、

こ
の
時
代
に
遭
遇
せ
る
國
内
商

ツヽ

業
の
障
碍
こ
そ
の
除
去
の
た
め
に
盛
せ
る
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
の
方
法
を
了
解
」
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

商
主
義
褻
生
裳
時
（
＋
五
、
六
、

一
、
國
内
商
業
狸
展
の
障
碍

商
業
の
褻
展
は
生
産
力
の
寝
展
に
規
定
さ
る
。

七
肌
紀
）
に
於
て
重
滴
主
義
の
遭
遇
せ
る
商
業
痰
展
の
障
碍
の
考
察
へ
我
等
を
導
く
。

自
給
自
足
経
溝
の
も
さ
に
於
て
は
商
業

は
作
用
し
得
な
い
。
生
産
物
は
直
接
生
産
者
よ
り
消
費
者
の
手
に
渡
る
。
商
人
が
稀
に
介
在
す
る
も
そ
れ
は
一
の
寄
生
物

つ
。
重
商
主
義
は
か
く
國
家
の
力
に
よ
り
個
人
を
統
制
し
つ
＼

念
で
は
な
い
。
重
商
主
義
の
「
自
由
」
は
個
人
的
自
由
で
は
な
く

商
主
義
に
於
け
る
「
自
由
」
の
意
義
を
解
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

封
建
的
拘
束
よ
り
の
自
由
を
戦
ひ
査
本
制
生
序
疲
展
の

か
＼
る
意
味
に
於
け
る
自
由
の
解
繹
に
於
て
初
め
て
理
解
で
き

或
は
重
商
主
義
者
が

第

六

巻

第

四

琥

ー
一
六

1) Rene Gonnard, Histoire des Doctorines economiques., 1922, p. 148,149. 
2) Andre Marchal, La conception de L'Economie notionale et des rapports 

internationaux chez les Mercantilistes Fran~ais et chez leurs contemp-
orains. p. 37. 



重
商
主
義
の
国
内
商
業
統
制

第

六

巻

七

三

九

第

四

琥

―
―
七

間
、
南
部
に
は
各
州
に
圃
内
闘
税
が
存
し
、
•
特
に
東
部
詣
州
の
如
き
脳
税
的
に
見
れ
ば
、
諸
外
國
ご
の
取
引
は
自
由
、
佛

固
内
を
全
く
部
分
的
経
清
に
分
つ
も
の
で
、
有
無
相
通
す
る
國

の
他
自
然
的
社
會
的
障
碍
に
封
し
、

封
建
請
候
は
交
換
経
齊
の
発
展
に
伴
ふ
自
己
の

道
路
は
個
人
叉
は
圃
閤
の
受
盆
者
が
管
理
し
、
商
品
流
過
に

こ
れ
に
献
金
し
、
封
建
謡
侯
の
黙
迫
に
封
抗
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
生
産

し
そ
の
徴
集
は
や
が
て
過
酷
ご
な
る
。

で
あ
り
、
排
斥
す
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
る
。

で
あ
る
が
、

今

H
の
意
味
に
於
け
る
市
場
が
都
市
に
現
は
れ
た
の
は
十
五
、
六
泄
紀
の
頃

そ
の
初
期
市
場
は
寧
ろ
封
建
領
主
の
保
護
の
も
と
に
立
ち
、

こ
4

に
商
人
は
ギ
ル
ド
を
結
ん
で
、
領
主
に
封
抗
す
る
に
至
り
、

す
る
為
、
中
央
集
櫂
國
家
の
成
立
を
要
求
し
、

カ
の
褻
展
に
伴
ひ
餘
剰
生
産
物
は
増
加
し
、
盆
々
商
業
介
入
の
餘
他
は
撰
大
さ
れ
る
。
商
業
は
自
由
を
欲
す
る
。
地
域
的

、
、
、
、
、
。
、

廣
範
園
の
活
動
を
欲
す
る
。
裳
時
商
業
の
遭
遇
し
た
障
碍
は
先
づ
遣
路
の
鋏
乏
こ
悪
情
態
で
あ
っ
て
、

路
さ
て
は
無
く
、
商
品
流
迎
は
全
く
局
地
的
に
限
ら
れ
た
。

必
須
の
道
路
の
安
全
保
障
の
如
き
「
神
の
平
和
を
害
す
」
ご
考
へ
ら
れ
、

地
位
の
微
弱
化
を
覆
ふ
た
め
、
領
内
通
行
の
滴
人
に
闊
税
を
課
し
、
商
人
の
旅
隊
を
掠
奪
し
、
こ
の
封
建
詣
侯
の
柄
迫
そ

自
己
の
褻
展
を
維
持
す
る
為
に
は
中
央
集
樅
醐
家
の
力
に
待
っ
事
大
な
る
も
の
が
あ

っ
た
。
特
に
封
建
制
度
の
名
疫
の
國
内
闘
税
の
如
き
は
、

U
J
 

内
流
通
の
如
き
は
殆
ん
ざ
起
り
得
な
い
。
こ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
に
就
て
見
て
も
比
較
的
自
由
な
の
は
北
部
だ
け
で
、
久
し
い

國
の
諸
州
こ
の
取
引
は
闘
税
を
微
集
せ
ら
る
上
有
様
で
、

6
 

っ
た
。
而
も
か
＼
る
闘
税
は
税
率
＇
さ
い
ふ
も
の
は
な
く
、

そ
の
覇
絆
を
脱

各
州
を
通
す
る
道

國
内
全
個
の
統
一
的
廂
品
流
通
の
如
ぎ
は
殆
ん
ざ
見
ら
れ
な
か

そ
の
時
々
の
財
政
的
必
要
に
應
じ
て
さ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

市
場
税
許
可
税
は
彼
等
の
財
政
を
助
け
た
。
然

3) Andre Marchal, ibid. p. 39, 
4)ボク・ダノフ＂恕滉科學概論ヽ 206頁。
5) Andre Marchal, ibid. o. 40. 
6)瀧澤喜子雄著、世界商業史、 316頁,317頁。
7) Andre Marchal, ibid. p. 40. 



M
o
n
t
c
h
r
c
t
i
e
n
,
 
M
e
l
o
n
,
 B
o
d
i
n
,
 
V
o
u
ぽ
n

の
も
ご
に
そ
の
疲
展
を
阻
害
さ
れ
て
来
た
か
は
、

は
夫
々
の
立
場
か
ら

冨
畜
ヽ
ヽ
、
、
、
＂
。
、
畜
ヽ

二
、
國
内
商
業
に
鉗
す
る
促
進
的
統
制

軍
荊
主
義
は
封
建
的
た
桔
牡
椛
に
酎
す
る
自
由
の
法
則
、
自
然
の
法
則
獲
得

t
r
e
p
a
s
 d
e
 Loire. 

註

頂
商
主
義
の
國
内
甜
業
統
制

れ
は
英
國
で
も
然
り
で
あ
っ
て
、
各
都
市
は
獨
自
の
闘
税
政
策
を
採
つ
た
。

.
、
、

通
行
税
徴
集
さ
な
っ
て
あ
ら
は
れ
、

は
十
六
世
紀
に
於
て
ロ
ア
ー
ル
河
流
域
だ
け
で
も
、

co 

が
、
こ
れ
は
十
六
世
紀
以
来
佛
國
で
も
屈
々
康
止
が
叫
ば
れ
、

一
方
逍
路
が
受
盆
者
負
搬
で
あ
る
事
は
、

k
 

苦
＂

は
種
々
な
る
名
前
の
も
さ
に
微
集
さ
れ
、
佛
固
で

百
箇
所
以
上
の
地
黙
に
於
て
渡
橋
税
を
さ
つ
た
さ
云
は
れ
て
居
る

而
も
全
般
的
に
は
成
功
し
得
な
か
っ
た
所
で
、
永
く
商
品

，
 

今
こ
の
時
代
佛
國
に
於
て
設
け
ら
れ
た
渡
橋
説
(
P
e
a
g
e
)
の
種
類
を
見
る
に
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

Traites, 
leudes, 
Octrois, 
c
o
u
t
u
m
e
s
,
 P
r
e
v
o
t
e
s
,
 
T
r
a
v
e
r
s
,
 
Passages, 
hfllages, 
p
o
n
t
o
n
n
a
g
e
s
,
 C
h
a
m
a
g
e
s
,
 barrages, 

を
使
命
さ
し
て
生
れ
る
。

こ
れ
は
荊
業
に
就
い
て
も
然
り
で
あ
っ
て
、
國
内
商
業
が
常
時
如
何
に
社
・
食
的
自
然
的
拘
束

甑
に
述
ぺ
た
所
で
あ
る
が
、
多
く
の
軍
商
主
義
者
（
例
へ
ば
佛
國
で
は

（
商
業
保
護
・
農
業
保
設
・
工
業
保
設
・
外

等
々
）

國
貿
易
保
獲
・
國
内
的
統
一
等
）
固
内
商
業
の
自
由
の
必
要
を
説
い
た
。
然
ら
ば
こ
れ
は
如
何
な
る
賓
際
政
策
さ
な
っ
て
現

は
れ
た
か
。
先
づ
佛
國
に
就
い
て
見
る
。
佛
固
道
路
の
粗
悪
が
、
固
内
の
一
閤
的
の
商
品
流
通
を
妨
げ
る
こ
さ
は
、
上
述

の
如
く
で
あ
る
が
、

百
年
戦
争
宗
数
戦
争
の
破
壊
し
た
交
通
路
の
修
理
に
先
づ
着
手
し
た
の
は
シ
ュ
リ
ー

(
s
u
l
l
y
)

で
あ

流
通
、
商
業
の
褻
逹
の
為
の
大
き
な
餌
害
を
な
し
た
。

通
行
税
或
は
渡
橋
税
(
P
~
a
g
e
)

第

六

巻

七

四

0

第

囮

琥

一
て
八

8)瀧澤喜子雄著、前為、 318頁
) Andre Marchal, ibid. p. 39. 



元
来
河
川
相
互
の
聯
絡
の
箆
蓮
河
間
墜
は
十
五
、
六
世
紀
盛
に
勃
興
し
、

le
c
a
n
a
l
 
d
e
 B
r
i
a
r
e

の
外
に
、

Vilaine, 
le 
c
a
n
a
l
 
d
e
 C
r
a
p
o
n
n
e
,

の
如
さ
こ
の
時
代
に
開
惑
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
商
業
痰
展
の
程
に
最
も
功
紐
深
か

コ
ル
ベ
ー
ル
で
あ

っ
て
、
コ
ル

ベ
ー
ル

の
商
業
軍
親
の
思
想
は
屈
々
表
現
さ
れ
て

ゐ
る
が
、
彼
は

「
公
衆
の
利

"
、
、
.
、

盆
ご
商
業
の
安
全
は
一
に
交
通
の
平
易
に
由
来
す
る
」
さ
の
見
地
よ
り
、
こ
の
方
面
に
力
を
注
ぎ
、
先
づ
渡
橋
税
の
陪
償

叉
は
無
賠
償
的
徹
殷
を
企
て
、
國
家
の
手
に
よ
る
外
設
立
を
禁
止
し
た

q

尤
も
彼
の
殊
勝
な
企
も
そ
の
成
功
は
ロ
ア
ー
ル
河

し
^̂
Provinces

d
e
s
 c
i
n
q
 g
r
o
s
s
e
s
 
f
e
r
m
e
s
"
 

享
柴
し
た
。
而
も
商
品
流
通
自
由
に
成
功
し
た
の
は
こ
れ
等
佛
國
の
三
分
の
一
に
過
ぎ
す

"
P
r
o
v
i
n
c
e
s
r
e
p
u
t
e
e
s
 
etran, 

重
商
主
義
の
國
円
商
業
統
制

を
築
き
、

の
企
て
た

O
r
l
6
a
n
s
運
河
を
完
成
し
た
の
も
彼
で
あ
る
。

て
ゐ
た
こ
云
は
れ
て
ゐ
る
。
然
し
大
西
洋
地
中
海
を
結
ぶ

ロ
ー
ヌ
河
に
つ
い
て
は
効
果
を
見
る
を
得
す

そ
の
中
で
は
少
数
の
渡
橋
税
を
除
い
て
は
、

ロ
ー
ヌ
河
畔
に
は
彼
の
死
後
尚
四
十
ヶ
所
も
渡
橋
税
が
残
っ

c

g
a
l
 d
u
 M
i
d
i
 

第

六

巻

七

囮

は
彼
に
よ
り
企
て
ら
れ
、

特
に
一
六
六
四
年
の
有
名
な
痰
令
に
よ
り
彼
は
二
十
州
を
合

に
過
ぎ
す

り
し
は

安
全
平
易
化
を
闘
る
さ
共
に

一
六
四
一
年
プ

リ
ア
ー
ル
運
河
開
喀
に
成
功
せ
し
外
、

的
に
見
て
、
國
内
商
品
流
通
は
彼
に
よ
り
大
に
改
良
さ
れ
た
こ
さ
は
循
へ
な
い
。

修
理
植
木
に
済
手
し
た
外

り
、
彼
は

"
'
G
r
a
n
d
 
V
o
y
e
r
 d
e
 F
r
a
n
c
e
"
'
1
-
J
云
は
れ
る
程
で
、

第

四

琥

―
一
九

商
業
は
自
由
を

一
六

0
一
年
百
寓
リ
ー
ヴ
ル
を
支
出
し
て
道
路
の
建
設

プ
リ
ア
ー
ル
運
河
を
開
院
し
セ
ー
ヌ
ロ
ア
ー
ル
河
の
通
運
の
便
を
企
て
た
。
彼
の
國
内
商
業

助
成
の
直
接
的
目
的
が
圃
内
食
糀
晶
流
通
の
自
由
延
い
て
は
農
業
保
腿
に
あ
り
さ
は
屈
々
云
は
れ
る
所
で
あ
る
が
、

リ
シ
ヱ
リ
ュ

(
R
i
c
h
e
l
i
e
u
)
も
道
路
の‘,’

 

3
 

ー

士
木
郵
便
運
楡
に
力
を
注
い
だ
。

le 
c
a
n
a
l
 
d
e
 

ヘ
ン
リ
ー
四
泄

客
観

10) Andre Marchal, ibid, p. 44. 
11)尤も 山口正太郎氏の如きはシュリィ侯の逍踏や運河の開設によつて穀物商

業に便宜を輿へたのは生産者のためではなく、一般消費者に廉償に殻物を

賭買せしめるためであって決してケネーの女llく歴業保設の総に非ずと述べ

てゐる。（山口著、煎農業派網浣學、 143頁）
12) Andre Marchal, ibid, p. 44. 
13)瀧澤喜子雄著、前掲、 321頁。
14) Andre Marchal, ibid, p, 45. 



コ
ル
ベ
ー
ル
が
、
國
王
は
こ
れ
等
の
事
業
の
佳
、
苺
年
一
定
の
金
額
を
準
備
す
ぺ
く
、

6
 

商
人
も
亦
自
己
の
障
碍
を
脱
す
る
為
で
あ
る
か
ら
浅
の
額
を
受
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
云
へ
る
は
注
目
す
べ
ぎ
で
あ
る
。

郵
便
制
度
貨
幣
制
度
の
確
立
・
糊
事
裁
判
所
の
開
設
が
企
て
ら
れ
、
こ
れ
等
が
商

業
痰
展
に
資
す
る
所
は
大
で
あ
る
。
銀
行
も
一
五
四
三
年
lJ
ヨ
ン
に
、

一
五
五
六
年
ル
ア

リ
ヨ
ン
さ
マ
ル
セ
ー
ュ
特
に
リ
ヨ
ン
は
金
融
・
裔
業
・
工
業
の
中
心
地
さ
な
っ
だ
さ
云
は
れ
、
以

上
を
以
て
も
フ
ラ
ン
ス
が
大
陸
詣
國
に
於
け
る
國
内
商
業
の
一
大
中
心
を
な
し
た
所
以
を
知
る
こ
ご
が
出
来
る
「
ヘ
ン
リ

間
も
な
く
、
少
く
も
、
陸
路
に
つ
い
て
は
、

‘,’ 8
 

ー

た
」
さ
さ
ヘ
ゴ
ナ
ー
ル
に
よ
り
云
は
れ
て
ゐ
る
。

1
四
世
以
来
交
通
路
は
非
常
に
改
良
さ
れ
、

ン
に
、
設
立
せ
ら
れ
、

尚
十
六
世
紀
以
降
炭
祉
衡
の
統
一
、

の
た
め
の
障
碍
除
去
に
就
て
は

展
に
封
す
る
貢
献
は
見
逃
し
得
な
い
。

は
、
闊
税
的
見
地
よ
り
見
れ
ば
、

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

ョ
ー
ロ
ッ
パ
最
良
の
も
の
9
な
っ

一
五
四
九
年
ツ
ー
ル
ー
ヅ
に

g
e
r
s
"

に
就
い
て
は
尚
各
州
間
に
國
内
闘
税
の
障
壁
は
存
在
し
、
"
P
r
o
v
i
n
c
e
a
 
1

、instar
d
e
 1 、

~
t
r
a
n
g
e
r
effectif"
の
如
き

フ
ラ
ン
ス
に
封
し
て
は
尚
外
園
的
地
位
に
立
つ
こ
さ
は
依
然
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
（
ア

ル
サ
ス
ロ
ー
レ
ン
外
三
司
数
置
）
尚

M
a
r
s
e
i
l
l
e
,
B
a
y
o
n
n
e
,
 D
u
n
k
e
r
q
u
e
 
は
無
税
都
市
さ
し
て
存
練
し
た
。

．
ル
は
國
内
脳
税
を
荊
業
の
一
の
危
険
物

(
v
e
r
i
t
a
b
l
e
s
c
o
u
p
e
g
o
r
g
e
s
 p
o
u
r
 le 
c
o
n
u
n
e
r
c
e
)
 
ご
見
な
し
之
が
存
絞
を
遺

憾
さ
し
た
が
、
而
も
そ
の
撒
陵
の
成
功
は
僅
に
上
記
の
如
く
佛
國
の
三
分
の
一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
の
一
目
的
さ
し
た

｀

奮

佛
國
を
し
て
糾
渭
的
統
一
罷
こ
す
す
る
こ
さ
は
、

部
分
的
に
し
か
逹
せ
ら
れ
な
か
つ
セ
繹
で
あ
る
が
、
而
も
彼
の
商
業
痰

先
に
商
工
業
が
租
税
的
黙
迫
に
苦
し
ん
だ
こ
ご
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
等
商
品
流
通

第

六

巻

七

四

ー

第

四

絨

コ
ル
ベ
ー

――
1
0
 

15) Andre Marchal, ibid, p. 46. 
16) Andre Marchal, ibid, p. 40. 
17) Rene Gonnard, ibid, p. 143. 
18) Rene Gonnard, ibid, p. 143. 



政
府
直
轄
の
大
騨
道
が
築
か
れ
た
さ
は
い
へ
、

て
こ
の
時
代
都
市
に
漸
く
、

第

六

巻

七

四

第

四

琥

こ
れ
は
勿
論
上
述
の
如
く

旅
行
に
は

英
國
に
於
て
も
道
路
の
不
完
全
交
通
機
闘
の
不
備
は
、
佛
國
に
劣
ら
す
、

そ
の
間
修
理
・
運
河
開
堅

に
力
を
注
が
れ
、

工
業
痰
展
の
要
求
に
應
す
る
た
め
の
、
運
賃
引

下
も
除
々
に
成
功
し
た
が
、

，
 

る
。
尚
各
都
市
は
自
ら
の
脳
税
制
度
を
持
つ
た
が
十
四
泄
紀
に
入
り
、
國
王
の
椛
力
増
大
さ
共
に
、

道
路
の
顕
著
な
改
善
は
十
八
泄
紀
に
入
っ
て
か
ら
賓
現
し
た
も
の
で
あ
る
ご
云
は
れ
て
ゐ

固
家
自
ら
之
を
制
定

而
も
内
部
に
通
行
税
の
相
裳
多
き
に
逹
し
た
こ
さ
は
ス
ミ
ス
の
時
代

尚
そ
の
牧
入
は
年
五
十
膀
に
上
る
こ
云
は
れ
て
ゐ
る
こ
ご
を
以
て
も
知
る
こ
さ
が
出
来
を
。

品
流
通
の
全
面
的
統
一
化
平
易
安
全
化
に
安
し
た
か
を
知
っ
た
。
「
封
建
領
主
の
抵
抗
の
頑
強
な
所
で
は
國
家
は
そ
の
軍
隊

を
も
つ
て
、
こ
れ
等
の
封
建
領
主
を
征
服
し
、

D
 

ヘ
云
は
れ
て
居
る
。
然
し
重
商
主
義
も
亦
時
代
の
産
物
で
あ
る
。

さ
れ
、

マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
が
出
現
し
た
朕
態
の
止
む
を
得
な
い
客
観
的
事
賓
の
反
映
で
は
あ
る

が
、
こ
れ
は
交
通
政
策
に
も
現
は
れ
コ
ル
ベ
ー
ル
の
偉
業
に
よ
り
主
要
都
市
間
の
交
通
商
品
流
通
は
疲
展
し
、
華
麗
な
る

ス
ミ
ス
も
難
じ
て
居
る
如
く
、
「
地
方
の
道
路
の
大
部
分
は
全
く
睾
閑
に
附

そ
し
て
多
く
の
場
所
で
は
何
な
り
ご
軍
荷
を
運
送
し
て
は
絶
酎
に
通
行
が
出
来
な
く
な
っ
て
」
居
り
、

馬
否
「
螺
馬
こ
そ
は
安
ん
じ
て
託
し
得
る
唯
一
の
運
般
機
闘
」
で
あ
っ
た
さ
云
は
れ
て
居
る
。

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

軍
商
主
義
の
都
市
偏
重
は
属
々
難
ぜ
ら
る
＼
所
で
あ
っ

そ
の
城
を
破
壊
し
、
商
工
業
に
必
要
な
交
通
の
安
全
を
確
立
し
た
」
さ
ぢ

以
上
封
建
制
度
的
残
骸
が
如
何
に
商
業
褻
展
の
障
碍
を
な
し
た
か

す
る
に
至
り
、
國
家
的
統
一
主
義
を
賓
現
し
得
た
。

（
例
へ
ば

B
r
i
d
g
e
w
a
t
e
r
)

國
家
が
如
何
に
自
由
獲
得
の
た
め
之
さ
戦
ひ
、
商

た
め
に
國
内
商
業
を
阻
害
す
る
こ
さ
大
で

19)瀧澤喜子雄著、前掲、 313頁。
20) A. Smith, Wealth of Nations, Vol. II. P. 218. 

恐くあげ得ないだらうと思ふと断つてゐる。
21)ボク・ダノフ、前掲_P. 205. 
22) A. Smith, ibid Vol, II. P. 220. 

尤もスミスは五十萬膀は



期
間
に
就
て
見
れ
ば
、
何
等
前
時
代
に
代
る
所
は
な
い
。

而
も
特
許
獨
占
は
例
令
資
本
主
義
痰
生
期
に
訣
く
ぺ
か
ら
ざ
る

奪
は
れ

コ
ル
ベ
ー
ル
時
代
都
會
の
マ
―
―
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
勃
興
に
闘
ら
す
、

地
方
が
尚
農
村
家
内
工
業
の
域
を
脱
せ
す
、

足
繰
惰
が
支
配
し
、
生
産
物
が
商
品
化
せ
ざ
る
社
會
鯉
洞
朕
態
の
一
反
映
な
り
さ
は
い
へ
、

が
都
會
に
限
界
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ
さ
は
十
分
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
所
で
あ
る
。

三
、
國
内
商
業
に
封
す
る
制
限
的
統
制

こ
に
は
一
面
新
し
い
社
會
へ
の
抱
芽
が
芽
生
え
生
長
す
る
ご
共
に
そ
れ
が
抜
け
出
し
た
ば
か
り
の
封
建
社
會
の
名
茂
を
十

分
脱
し
き
れ
な
い
憫
を
持
つ
。
こ
の
祉
會
的
矛
盾
は
必
然
商
業
政
策
の
上
に
も
顕
は
れ
、

口

一
面
幾
多
の
制
限
が
附
加
さ
れ
残
溜
さ
れ
た
。
國
内
闘
税
通
行
税
の
徹
麿
の
行
は
れ
た
反

面
税
的
必
要
さ
地
方
的
嫉
妬
・
反
感
•
利
害
衝
突
の
存
在
の
為
そ
の
或
も
の
し
撒
殷
が
寅
現
せ
ら
れ
ざ
り
し
が
如
き
、
更

に
課
税
の
必
要
ぜ
名
こ
し
手
工
業
ギ
ル
ド
の
如
さ
が
特
に
大
陸
謡
國
で
は
永
く
存
績
さ
れ
否
政
府
自
ら
加
入
を
喚
励
せ
し

が
如
き
商
人
の
介
入
商
品
流
通
の
大
苓
な
障
碍
で
あ
っ
て
、

で
あ
る
。
封
建
制
度
よ
り
解
放
さ
れ
し
も
の
も
決
し
て
個
人
的
自
由
が
認
め
ら
れ
し
わ
け
で
は
な
く
、
封
建
的
統
制
が
固

こ
れ
を
商
業
に
就
て
見
て
も
中
世
的
ギ
ル
ド
的
獨
占
統
制
の
殷
せ
ら
れ
た
も
の
も
、

政
府
の
特
許
的
獨
占
即
ち
大
な
る
滴
事
會
社
や
植
民
會
社
の
獨
占
が
之
に
代
る
如
ぎ
場
合
は
、

自
由
債
格
に
代
ふ
る
に
獨
占
債
格
が
支
配
し
、
商
業
の
疲
逹
商
品
流
通
が
阻
害
さ
れ
る
こ
さ
は
、
少
く
も
一
定

矢
張
商
人
介
入
の
餘
地
は

家
的
統
制
に
代
る
の
み
で
あ
っ
て

こ
れ
が
國
家
の
手
に
よ
り
保
護
さ
れ
し
が
如
き
は
そ
の
一
例

作
が
ほ
ざ
こ
さ
れ
だ
さ
共
に
、

國
内
商
業
の
自
由
が
叫
ば
れ
工

軍
商
主
義
は
封
建
制
度
よ
り
資
本
制
社
會
へ
の
過
渡
期
の
産
物
で
あ
る
。

z

ぐ

J

の
華
美
な
重
商
主
義
政
策

自
給
自

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

第

六

巻

七

四

四

第

四

猿

23) K. Marx, Das Kapital. Bd. I. S. 676. 
24)瀧澤喜子雄著、前掲、 318頁



も
の
さ
は
い
へ
、
軍
商
主
義
時
代
の
一
特
色
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
英
國
で
は
ヱ
リ
ザ
ベ
ス
時
代
の
特
許
の
リ
ス
ト
に
は

ス
タ
ー
チ
、
酷
酸
、
硝
子
、
鋼
鐵
、
錫
、

場
の
獨
占
が
、
例
令
製
造
業
者
商
人
の
資
本
蓄
枝
、
資
本
彼
展
促
進
に
役
立
っ
た
さ
は
い
へ
、

い
だ
こ
さ
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
他
の
商
品
に
つ
い
て
ゞ
あ
っ
て
、

れ
た
。
理
由
は
穀
物
の
生
活
必
需
性
よ
り
来
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
資
本
制
生
査
の
初
期
に
ふ
さ
は
し
い
如
く
、

を
低
下
せ
し
め
、
商
品
の
債
格
を
引
下
げ
、
海
外
市
場
開
拓
に
査
せ
ん
さ
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

相
賞
撤
底
し
た
方
策
を
採
9
、
例
へ
ば
上
述
の

((Cinq
g
r
o
s
s
e
s
 

f
e
r
m
e
s
"
 

買
占
獨
占
を
恐
れ
て
、
穀
物
賭
買
を
目
的
さ
す
る
あ
ら
ゆ
る
紺
合
を
禁
じ
、

穀
物
慣
格
を
安
定
す
る
た
め
或
は
政
府
の
氣
儘
に
統
制
す
る
た

⑤
 

め
、
公
立
農
業
倉
庫
が
作
ら
れ
政
府
の
手
で
寧
品
捌
か
れ
た
。
然
し
か
し
る
穀
物
債
格
・
販
究
の
統
制
•
投
夜
の
頻
夜
は
商

頂
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

第

六

巻

七

四

五

第

四

琥

人
生
産
者
を
全
く
困
惑
せ
し
め
、
遂
に
は
生
産
制
限
の
結
果
、
却
つ
て
彼
等
の
避
け
ん
ご
し
た
、
饒
饉
を
す
ら
招
く
こ
ご

褒
り
さ
ば
く
事
な
く
穀
物
を
蔵
す
る
こ
さ
は
漿
ぜ
ら
れ

許
可
を
必
要
と
し
た
。

一
ケ
年
以
上
市
場
に

の
中
で
も
穀
物
流
通
は
自
由
で
な
く
、
常
に

の
如
き
國
内
商
業
痰
展
國
家
的
統
一
主
義
の
強
調
者
す
ら
、
工
業
保
訛
海
外
市
場
開
拓
的
見
地
か
ら
穀
物
の
固
内
流
通
に

は
買
占
ご
饒
饉
の
来
襲
で
あ
り

ニ
の
見
地
よ
り
穀
物
の
海
外
輸
出
國
内
流
通
は
非
常
な
拘
束
を
受
け
た
。

特
に
彼
等
の
恐
れ
た
の

次
に
注
目
す
べ
き
は
穀
物
流
通
を
中
心
ご
す
る
問
題
で
、

制
限
的
意
味
を
な
し
た
こ
ご
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

自
由
商
業
に
野
す
る
一
の

礎、

カ
ル
タ
、
硝
石
、

そ
の
他
の
商
品
が
學
げ
ら
れ
て
居
り
、

軍
商
主
義
者
の
多
く
が
、
同
内
商
業
の
保
護
褻
展
に
力
を
注

穀
物
の
流
通
は
非
常
に
制
限
が
課
せ
ら

コ
ル
ベ
ー
ル

努
賃

か
4

る
國
内
市

25) E. Lipson, Economic History. III, P. 359 
26) Andre Marchal ibid, P. 46, 47 



方
面
に
も
自
由
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
て

の
不
便
も
、
工
業
本
位
よ
り
こ
は
穀
物
の
債
格
を
低
下
せ
し
め
、

(
M
i
r
a
b
e
a
u
 然

の
如
き
メ
ロ
ン

(
M
e
l
o
n
)

の
如
き
こ
の

重
商
主
義
時
代
は
穀
物
流
通
制

成
程
股
民
の
疲
弊
を
齋
す
こ
さ
は

労
賃
の
引
下
・
商
品
債
格
の
引
下
に
役
立
っ
た
め
避

地
方
の
間
に
し
じ
ゅ
う
中
絶
し

賣
lJ
次
に

。
ハ
ン
屋
に
賣
り
最
後
に
の
み
商
人
に
資
る
義
務
等
々
あ
リ

註

が
あ
っ
た
。

一
方
穀
物
流
通
制
限
の
規
定
は
そ
の
数
を
培
し
、
農
村
は
疲
弊
し
、

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

そ
の
不
自
由
が
極
勘
に
逹
し
た
さ
き
、

註

煎
農
主
義
の
『
自
由
に
放
任
せ
よ
』
（
巨
ssez
faire 
laissez 
Passer.)

の
叫
び
が
果
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

g
 

重
農
主
義
勃
興
時
代
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
國
内
商
業
の
抱
束
を
、
ヂ
ー
ド
の
述
べ
る
所
に
よ
り
見
る
に
、
市
場
以
外
に
於
て
賣
ら

な
い
義
務
、
制
限
さ
れ
た
分
最
で
の
み
賣
る
義
務
、
小
歩
を
ニ
ケ
年
以
上
在
庫
せ
な
い
義
務
、
そ
し
て
市
場
に
於
て
も
先
づ
消
費
者
に

か
く
重
商
主
義
に
於
け
る
穀
物
の
流
通
制
限
の
結
果
は
「
穀
物
の
内
國
商
業
は
氣
儘
な
る
監
督
に
委
ね
ら
れ
、

産
出
物
の
賣
上
債
値
は
常
に
不
確
定
さ
な
っ
た
」
が
、
彼
等
に
よ
れ
ば
、
消
費
者
農
民

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
穀
債
の
低
廉
は
努
働
者
に
も
有
利
な
り
さ
稲
し
、

事
賞
な
る
も
、

こ
は
彼
等
を
怠
惰
よ
り
救
ふ
術
で
さ
へ
あ
る
さ
考
へ

た
の
で
あ
る
。
こ
4

に
於
て
か
我
等
は
軍
商
主
義
の

商
人
製
造
者
本
位
の
勘
消
費
者
農
民
の
利
益
の
無
親
を
最
も
痛
切
に
感
す
る
の
で
あ
る
。

限
論
が
大
勢
を
支
配
し
た
の
で
あ
る
が
、
尤
も
一
方
ミ
ラ
ボ
ー

(
M
i
r
a
b
e
a
u
)

b
ご
し
て
「
王
國
内
に
穀
物
の
豊
富
を
期
す
る
た
に
は
如
何
に
す
ぺ
き
や
、

ミ
ラ
ボ
ー
の
如
き
は
自
由
は
穀
物
の
平
等
分
配
饒
饉
を
防
止
す
る
の
手
段
な

。
、
、
、
、
、
、
、

日
＜
何
も
せ
ざ
る
に
あ
り
」

'̂L
、Ami

d
e
s
 
hommes") ~
さ
へ
述
べ
て
ゐ
る
。
こ
は
ス
ミ
ス
に
見
る
自
然
的
自
由
の
濫
艇
さ
さ
へ
見
ら
れ
得
る
が
、

第

六

巻

七

四

六

第

四

就

賓
行
は

―
二
四

27) Gide et Rist, Histoire des Doctorines economiques, 1926, P. 33. 
28) Quesnay, Note sur la Maxime'. VI. (Oncken, Oeuvres economiques 

et philosophiques des F. Quesnay, P. 342) 



し
他
の
商
品
に
就
て
自
由
を
説
い
た
多
く
の
重
商
主
義
者
逹
も
穀
物
に
至
れ
ば
直
ち
に
制
限
を
説
く
有
様
で
あ
っ
た
。

見
て
も
最
初
は
輸
出
絶
封
禁
止
、

ノヽ30 

許
可
さ
れ
た
が
、
國
内
穀
物
豊
富
化
の
た
め
そ
の
流
通
を
制
限
し
た
こ
さ
は
大
陸
諸
國
さ
愛
り
な
き
所
で
あ
る
。

業
に
於
て
も
穀
物
に
就
て
は
、

の
意
思
を
以
て
如
何
な
る
種
類
の
穀
物
又
は
穀
類
に
て
も
買
ふ
者
は
不
法
な
る
獨
占
業
者
」

商
人
介
入
は
非
常
に
制
限
を
受
け
ヱ
ド
ワ
ー
ド
六
冊
朝
に
於
て
は
「
何
人
に
て
も
再
賓
却

さ
見
倣
さ
れ
一
定
の
刑
罰
に

虚
せ
ら
れ
（
ヱ
ド
ワ
ー
ド
六
世
朝
第
五
年
第
六
年
の
法
令
第
十
四
章
）
た
ゞ
免
許
朕
を
有
す
る
者
は
、

こ
の
免
許
朕
授
典
の
為
に
は
三
名
の
治
安
判
事
の
許
可
を
必
要
さ
し
、

ェ
リ
ザ
ベ
ス
の
制
定
法
に
よ
り
、
こ
の
免
許
朕
授
興
の
特
梱
は
ク
オ
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

限
ら
れ
た
。
こ
れ
は
穀
物
が
農
業
者
に
よ
り
直
接
賣
買
さ
れ
る
方
が
、

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

小
変
の
債
格
が
一
ク
オ
ー
タ
ー
に
就
さ

は
こ
の
見
地
よ
り
、
農
業
者
セ
し
て

第
六
巻
七
四
七

第

四

賊

I
 

1

1

五

ゃ
人
峻
厳
に
過
ぎ
る
さ
て

一
方
小
賣
商
の
打
撃
は
、
製
造
業
者
に
商
品
を

中
介
者
の
介
入
す
る
こ
こ
に
よ
り

後
に
は
多
少
農
業
者
の
利
盆
を
願
慮
し
て
一
定
債
格
以
下
に
下
れ
ば
或
程
度
の
輸
出
は

利
潤
の
中
奪
債
格
の
脆
貴
を
齋
さ
れ
ろ
こ
さ
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
営
時

強
制
的
に
小
賣
商
を
兼
ね
し
め
、

小
賓
で
販
賣
す
る
こ
さ
を
禁
止
す
る
こ
さ
に
よ
り
救
ふ
た
の
で
あ
る
。
こ
は
一
面
で
は
資
本
主
義
勃
興
期
に
於
け
る
努
賃

の
引
下
、

W
ー

G
過
程
の
急
速
化
を
意
識
的
に
助
成
す
る
要
求
の
表
現
ご
も
見
ら
れ
得
る
が
、

二
十
志
、
二
十
四
志
、
三
十
二
志
、

及
び
四
十
志
を
越
え
ざ
る
間
は
そ
の
買
占

廉
債
な
り
さ
考
へ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

そ
の
間
に

(
Q
u
a
r
t
e
r
,
s
c
e
s
s
i
o
n
s
)
 

に
の
み

》_．‘‘
f
ヵ

後
に
は
こ
の
制
限
を
す
ら
不
十
分
さ
し

J

の
限
り
に
非
す
さ
さ
れ

國
内
商

英
國
に
於
て
も
矢
張
穀
債
引
下
の
要
求
の
た
め
、
そ
の
流
通
は
一
定
の
制
限
を
う
け
た
所
で
あ
っ
て
、
之
を
封
外
的
に

29) Andre Marchal, ibid, P. 42. 
30)宇野弘蔵著、籾澤政策論上巻、 109頁ー115頁
31) A. Smith, ibid. Vol. I. P. 30. 
32) A. Smith, ibid. Vol. II. P. 30. 



註

頂
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

チ
ャ
ー
レ
ス
ニ
世
の
時
に
は
「
小
変
の
債
格
が
四
十
八
志
を
越
え
す
、
他
の
穀
類
の
債
格
も
之
に
準

じ
て
ゐ
る
間
」
は
一

1

一
ヶ
月
以
内
に
同
一
市
場
で
再
喪
せ
な
い
限
り
、
こ
れ
が
再
賣
の
為
の
購
買
は
許
可
さ
れ

ス
ニ
世
即
位
第
十
五
年
法
令
第
七
章
）
こ
れ
で
封
内
穀
物
商
業
は
或
程
度
自
由
を
獲
得
し
た
わ
け
で
、
こ
の
法
令
は
ス
ミ
ス
の

時
代
も
尚
効
力
を
持
っ
た
ご
云
は
れ
て
ゐ
る
。

へ
、
農
民
枯
れ
て
、

工
業
榮
ゆ
る
所
以
な
く
、

こ
さ
さ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

策
に
出
で
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
め
た
所
で
あ
る
が

を
相
績
い
で
許
し
、

原
料
品
の
輸
出
を
拘
束
し
た
こ
さ
は
背
く
知

フ
ラ
ン
ス
に
せ
よ
英
國
に
せ
よ
工
業
保
護
の
必
然
的
要
求
は
、

（
チ
ャ
ー
レ

か
＼
る
政

こ
れ
は
局
地
的
に
は
努
賃
の
引
下
げ
に
例
令
資
す
る
所
あ
り
さ
は
い

こ
＼
に
英
固
で
は
正
統
學
派
の
反
撃
さ
な
り
、
政
策
さ
な
っ
て
現
は
る
4

畜

ヽ

ヽ

富

ヽ

0

、
。
、
、
、
、
、
。
、
、
、

チ
ャ
ー
レ
ス
ニ
世
の
前
記
法
令
は
煎
商
主
義
的
國
内
商
業
政
策
へ
の
自
由
主
義
の
一
勝
利
を
示
す
劃
期
的
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ス

ミ
ス
が
「
チ
ャ
ー
レ
ス

1

一
世
朝
第
十
五
年
・
の
法
令
第
七
章
は
、
不
完
仝
の
貼
は
多
々
あ
る
も
、
制
定
法
典
中
に
あ
る
他
の
何
れ
の
法
律

よ
り
も
内
國
市
揚
の
潤
澤
な
る
供
給
並
に
耕
作
の
増
逍
に
一
暦
貢
献
・
し
た
ら
し
い
。
内
國
穀
物
商
業
が
従
来
荀
く
も
享
受
し
た
一
切
の

自
由
と
保
課
と
を
得
た
の
は
全
く
此
法
律
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
國
内
市
場
の
供
給
並
に
耕
作
の
利
盆
は
共
に
、
輪
入
貿
易
か
或
は
輸

34 

出
貿
易
か
に
依
る
よ
り
は
、
内
國
商
業
に
よ
っ
て
逝
に
有
効
に
増
進
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
云
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
見
て
も
わ
か
る
。

重
商
主
義
が
貿
易
差
額
を
煎
ん
す
る
為
に
、
完
成
品
の
輸
入
に
軍
課
し
、

ら
る
4
所
で
あ
る
が
、

⑤
 

た
。
特
に
そ
の
目
的
を
逹
す
る
為
に
頻
疲
さ
れ
た
法
律
は
全
く
取
引
の
自
由
に
致
命
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
一
面
國
内
市
場
の
潤
澤
を
阻
害
す
る
こ
さ
甚
だ
し
く
、
間
接
的
に
は
商
業
の
疲
展
を
妨
げ

げ
て
ゐ
る
羊
毛
晒
布
土
毛
皮
等
の
輸
出
禁
止
を
有
効
に
す
べ
く
（
織
物
製
造
業
助
成
の
必
要
）
そ
の
國
内
取
引
の
受
け
た

第

六

巻

七

四

八

ス
ミ
ス
の
睾

第

四

猿

―
二
六

33) A. Smith, ibid. Vol. II. P. 33, 34. 
34) A. Smith, ibid. Vol. II. P. 36. 
35) A. Smith, ibid. Vol. II. P. 37. 



運
送
時
間
ご
運
送
地
域
、

更
に
運
送
数
祉
、
目
方
、
賣
却
先
、
運
送
先
、
全
て
営
局
の
規
定
す
る
所
で
あ
り
こ
れ
に
違
反

す
る
者
は
厳
罰
を
以
て
臨
ま
れ
た
が
、
こ
は
英
國
の
特
殊
産
業
た
る
織
物
業
擁
蔑
、

斯
の
如
苔
要
求
の
た
め
國
内
商
象
百
又
手
ヽ
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
た
こ
さ
＼
な
る
。

た
學
説
で
あ
り
政
策
で
あ
る
。

成
立
促
進
の
為
の
統
制
の
雨
面
を
抱
揖
す
る
わ
け
で
ー
|
ゲ
拳
囀
本
質
は
資
本
制
生
産
の
誕
生
の
為
の
方
策
に
統
一
せ
ら
れ

得
る
が
ー
ー
こ
れ
を
國
内
商
業
に
就
て
見
て
も
封
建
的
制
度
の
打
破
商
品
流
通
の
障
碍
除
去

の
撤
股
ゞ
ギ
ル
ド
の
破
壊
等
）
を
高
唱
し
賓
践
す
る
ご
共
に
他
面
固
内
赤
業
の
痰
逹
助
長
の
た
め
、

得
し
た
自
由
も
再
び
彼
等
の
手
で
統
制
さ
れ
る
部
面
（
特
許
附
典
、

盾
も
、
屡
々
述
べ
る
如
く
、
重
商
主
義
の
背
景
ー
ー
資
本
主
義
の
確
立
の
見
地
よ
り
把
む

n

こ
ぎ
初
め
て
全
面
的
把
握
が
可

重
商
主
義
の
國
内
商
業
制
統

第

六

巻

七

四

九

第

四

琥

;-

原
料
穀
物
取
引
の
制
限
）
も
あ
り
、
こ
の
形
式
的
矛

封
建
的
拘
束
よ
り
獲

J

は
形
式
的
に
見
れ
ば
①
封
建
制
度
よ
り
の
自
由
の
た
め
の
統
制
さ
②
資
本
主
義
の

期
に
営
つ
て
、
商
人
製
造
業
者
の
要
望
を

そ
の
他
の
商
品
で
も
多
く
は
そ
の
取
引
方
法
、
憤
格
、
数
泄
等
全
て
政
府
の
規
定
に

國
家
の
名
に
於
て
賓
践
化
し
た
も
の
で
、
賽
本
制
生
産
の
在
娑
役
を
つ
ご
め

（
道
路
改
修
、
闘
税
通
行
税

以
上
私
は
重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制
策
に
就
て
一
瞥
し
た
。

こ
れ
を
要
す
る
に
軍
商
主
義
政
策
は
資
本
制
生
査
の
籾

も
の
で
あ
る
さ
は
い
へ
、

泄
界
市
場
獨
占
の
要
求
に
促
さ
れ
た

為
、
そ
の
國
内
商
業
全
開
は
絶
え
難
き
艇
制
を
受
け
、
包
装
の
箱
、
桶
、
樽
、
袋
、
樅
、
包
、
椋
記
、
運
送
用
具
（
馬
）

今
前
述
の
羊
毛
に
就
い
て
、

従
は
さ
れ
た
。

そ
の
朕
況
を
見
る
に
、

歴
迫
の
如
苔
は
好
逸
例
で
あ
る
が
、

361 

ス
ミ
ス
の
記
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
羊
毛
の
輸
出
を
防
過
せ
ん
が

36) A. Smith, ibid. Vol. II. P 148. 



一
の
相
封
的
な
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。

は
、
上
述
の
如
く
で
あ
る
。

重
商
主
義
政
策
が
、

能
こ
な
る
の
で
あ
る
。

重
商
主
義
の
國
家
的
統
制
は
封
建
的
統
制
に
愛
つ
た
に
過
ぎ
す
｀

れ
た
こ
ご
は
、
本
質
的
に
は
少
し
も
愛
り
は
な
い
。

重
商
主
義
理
論
の
含
む
皮
相
性
も
撞
浩
も
こ
の
要
求
に
照
し
合
は
す
ご
き
一
應
そ
の
必
然
性

要
求
こ
し
て
見
ら
れ
、
穀
物
憤
格
の
引
下
も
海
外
市
場
の
開
拓
、
資
本
の
意
速
的
蓄
栢
の
必
要
ご
し
て
、
特
許
制
度
の
如
き

か
く
て
資
本
制
生
産
疲
生
痰
展
の
豫
備
條
件
た
る
貨
弊
財
面
の
集
稜
ご
生
産
物
の
商
品
化
の
普
及
は
こ
の
政
策
の
中
に

醸
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
資
本
制
生
在
は
か
し
る
豫
備
條
件
の
充
賓
ご
共
に
生
れ
た
。
然
し
一
蹴
資
本
制
生
性
の
誕
生
を

見
る
や
、

そ
れ
は
そ
の
中
に
抱
擁
す
る
内
的
必
然
性
に
従
つ
て
疲
展
せ
ん
さ
す
る
。

三
、
重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制
に
酎
す
る
批
判
者
と
そ
の
吟
味

封
建
社
會
よ
り
、

そ
の
間
個
人
の
自
由
が
制
限
さ

衰
本
制
社
會
の
抜
け
出
す
為
に
鋏
く
ぺ
か
ら
ざ
る
一
の
政
策
で
あ
っ
た
こ
こ

然
し
贅
本
制
祉
會
の
疲
展
は
い
つ
迄
も
か
4

る
政
策
の
存
続
を
許
さ
な
い
。
思
想
も
政
策
も

封
建
制
生
産
よ
り
資
本
制
生
疫
へ
の
森
婆
役
ご
し
て
の
強
カ
ー
~
固
家
柚
力
は
既
に
資

判
が
生
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
し
に

重
商
主
義
的
統
制
災
へ

の
批

も
資
本
預
逹
の
強
制
的
促
進
化
の
要
求
さ
し
て
見
る
時
、
初
め
て
統
一
的
見
地
か
ら
そ
の
本
質
を
把
み
得
る

の
で
あ
る
。

を
了
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
通
行
税
國
内
闘
税
の
徹
殷
も
、

生
産
力
の
痰
展
に
伴
ふ
需
要
範
園
或
は
國
内
市
場
撰
大
へ
の

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て

然
し
斯
の
如
ぎ
統
制
或
は
強
力
は
資
本
主
義
の
誕
生
の
た
め
鋏
ぐ
べ

重
商
主
義
の
國
内
詢
業
統
制

第

六

巻

七

五

0

第

四

跛

―
二
八

37) R. Gonnard, ibid, P. 149. 
38) K. Marx, Das Kapital, Bd. III. T.I. 

拙稿~養本制生産の疲展と商業の闘係
s. 277. 



註

第

六

巻

英
國
に
重
農
主
義
者
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
異
論
の
あ
る
所
で
あ
る
が
。
ヰ
リ
ヤ
ム
ス
ペ
ン
ス
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
云
は
れ
、
他

に
或
は
マ
ル
ク
ス
の
卑
げ
て
ゐ
る
一
軍
農
主
義
者
の
如
き
、
或
は
堀
親
夫
氏
の
「
英
固
の
軍
船
主
義
者
」
（
網
涜
論
叢
第
一
二
十
一
＝
巻
第
四

七
五
一

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

先
づ
フ
ラ
ン
ス
に
就
い
て
見
る
。

り
、
自
巳
を
愛
更
す
る
事
も
出
来
よ
う
が
、

展
上
の
要
求
ば
、

而
も
究
局
に
於
て
は
環
境
の
制
約
を
脱
れ
得
な
い
。

第

四

撃

一1

一九

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
、
ス
ミ
ス
の
展
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

‘
`
‘
、
。
、
、
、

の
社
會
的
自
然
的
制
約
を
ま
ぬ
る
が
4

も
の
に
非
ざ
る
こ
ご
を
知
ら
ね
ば
な
ら
す
、

を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
環
境
は
思
想
を
育
て
る
揺
節
で
あ
る
。
成
程
人
間
は
環
境
に
働
き
か
け
、
之
を
髪
更
す
る
事
に
よ

常
に
こ
れ
に
即
し
て
考
察
す
る
こ
さ

我
等
は
一
の
理
論
の
登
展
そ
れ
へ
の
批
判
の
褻
展
も
、
常
に
そ

て
、
述
べ
て
来
た
が
、
か
4

る
軍
裔
主
義
批
判
も
フ
ラ
ン
ス
で
は
叩
翡
學
派
さ
な
り
、

註

、

。

つ
て
現
は
れ
た
。
何
故
に
か
4

る
形
態
を
採
つ
た
か
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
が
農
業
に
訳
き
を
な
す
國
な
る
に
到
し
、
英
國

、

、

、

、

は
工
業
・
商
業
・
航
海
業
の
軍
き
を
な
せ
る
固
で
あ
っ
て
、
後
者
に
於
て
は
、

般
的
に
祉
曾
的
な
る
努
働
の
表
現
さ
し
て
！
生
裔
物
の
貨
幣
へ
の
轄
化
に
よ
り
て
ー
ー
＇債
値
を
得
商
品
さ
な
る
事
に
封

し
て
、
注
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
ご
云
は
れ
て

ゐ
る
が
、
こ
の
黙
は
二
應
肯
定
出
来
る
さ
思
ふ
。
後
の
思
想
は

流
通
に
酎
し
て
、

即
ち
生
陛
物
が
先
づ

英
國
で
は
正
統
限
派
の
主
張
さ
な

本
制
生
産
が
或
程
度
の
登
展
を
遂
げ
る
さ
邪
魔
物
さ
な
る
。
統
制
へ

の
要
求
は
自
由
へ

の
要
求
に
代
る
。

的
秩
序
ス
ミ
ス
の
自
然
的
自
由
の
思
想
は
軍
簡
主
義
の
強
力
1

胴
家
的
統
制
思
想
に
代
つ
た
。

必
然
軍
痢
主
義
批
判
の
形
に
於
て
現
に
る

C

私
は
先
に
フ
ラ
ン
ス
並
に
英
國
の
軍
商
主
義
を
中
心
さ
し

か
4

る
安
本
制
生
査
褻

ヽ
奮

ケ
ネ
ー
の
自
然

1) K. Marx, Theorien.（前掲、八巻、 64頁）
2) K. Marx, Theorien（前掲、八巻 91頁以下）



あ
り

る。

重
商
主
義
が
一
般
に
考
へ
ら
れ
る
程
、
農
業
を
閑
却
し
た
か
否
か
は
議
論
の
あ
る
所
で
あ
る
。
こ

重
商
主
義
の
國
内
商
業
政
策
に
到
す
る

さ
れ
ば
軍
梱
主
義
の
中
に
も
農
業
を
重
ん
す
る
者
も

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
批
判
は
こ
の
黙
セ
中
心
こ
し
て
発
展
す

ん
ど
無
か
っ
た
と
云
つ
て
も
よ
い
と
思
ふ
。

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

一
、
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
重
商
主
義
批
判

に
供
給
す
る
必
要
か
ら
そ
の
流
通
に
多
く
の
制
限
を
設
け
た
こ
ご
そ
の
結
果
農
業
が
閑
却
さ
れ
森
徴
し
た
こ
ご
は
上
述
の

如
く
で
あ
る
。

重
商
主
義
と
農
業

れ
を
理
論
的
に
見
れ
ば
、
農
業
生
産
力
の
疲
展
は
原
料
品
の
廉
債
を
齋
す
農
業
は
人
民
を
養
ふ
根
源
で
あ
る
。
寧
ろ
重
商

主
義
は
、
重
要
説
の
貼
か
ら
見
れ
ば
、
國
内
的
に
は
、
農
工
業
を
同
地
位
に
年
叫
い
た
の
で
は
な
い
さ
の
説
も
あ
る
位
で
‘

"

、

、

ヽ

｀

畜

｀

｀

ヽ

ヽ

。

、

た
だ
農
業
の
必
然
褻
展
的
契
機
を
多
分
に
有
す
る
こ
さ
さ
酎
外
的
闘
係
よ
り
見
て
、

農
究
物
の
性
質
土
（
軍
董
ご
腐
敗

、
、
、
、

性
）
輸
出
困
難
な
る
こ
さ
の
た
め
、
政
策
的
に
は
工
業
偏
東
の
現
象
さ
な
っ
て
現
ぱ
れ
た
の
で
あ
り
、
穀
物
流
通
の
制
限

の
如
き
も
、
こ
の
要
求
に
制
約
さ
れ
た
も
の
ご
見
得
る
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、

シ
ュ
リ
ー
の
如
き
は
重
農
的
軍
商
主
義
者

(
M
e
r
c
a
n
t
i
l
i
s
t
a
g
r
a
r
i
e
n
)
 
~
云
は
れ
農
業
を
フ
ラ
ン
ス
を
養
ふ
乳
房

(
M
a
m
e
l
l
e
 nourriciere 
d
e
 la 
France)'Y..l
呼
び
、
ミ
ラ
ボ
ー
の
如
き
「
土
地
に
輯
れ
ば
報
る
程
、
多
く
の
人
を
養
ひ

得
る
」
さ
云
つ
て
居
る
が
、

然
し
彼
等
っ
こ
雖
も
例
へ
ば
シ
ュ
リ
ー
侯
が
、
農
業
を
重
ん
じ
道
路
運
河
を
開
通
し
、
穀
物
の

コ
ル
ベ
ー
ル
の
政
策
が
官
僚
的
統
制
主
義
的
で
あ
り
、
特
に
穀
物
を
廉
債

競
）
の
中
に
摯
げ
ら
れ
て
ゐ
る
廠
名
著
者
の
如
き
、
痕
ひ
て
求
む
れ
ば
、
無
い
わ
け
で
も
な
い
が
、
見
る
べ
き
市
農
主
義
者
は
先
づ
殆

第

六

巻

七

五

第

四

琥

―――
!
0
 

3) Andre Marchal, La conception de L'Economie nationaie. P. 24以下
4) Andre Marchal, ibid. P. 26, 27. 



重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

農
業
に
於
け
る
資
本
蓄
枝
の
要
求
さ
相
待
っ
て

第

六

巻

の
で
あ
る
。

・
排
水
事
業
・
亜
麻
・
大
麻
・
桑
の
耕
作
・
養
認
の
喚
励
等
そ
の
目
的
は
、

業
へ
も
援
助
を
典
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
農
村
の
哀
退
を
全
部
コ
ル
ベ
ー
ル
政
策
の
罪
に
鯰
す
る
わ
け
に
も
行
か
な

セ
チ
ヱ
三
十
リ
ー
ヴ
ル
な
る
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
僅
が
八
リ
ー
ヴ
ル
乃
至
十
リ
ー
ヴ
ル
さ
云
ふ
有
様
で
、

農
家
の
生
産
制
限

疲
弊
し
、
而
も
農
民
は
貧
乏
な
ら
ば
怠
け
す
さ
の
考
へ

か
4

る
農
業
の
一
衰
退
は
一
面
資
本
の
登
展
に
伴
ふ
農
業
把
握

重
農
主
義
の
思
想
さ
し
て
現
は
れ
た
の
で
あ
る
。
軍
農
主
義
の
な
奴
生
を

七
五
―
―
-

方
よ
り
、
政
府
も
手
を
下
す
こ
ご
少
な
か
り
し
は
事
寅
で

に
伴
ふ
磯
饉
不
作
も
あ
り
、
農
業
が
肥
沃
な
る
土
地
に
闘
ら
す
、

い
。
然
し
コ
ル
ベ
ー
ル
の
末
年
農
産
物
の
流
通
は
阻
止
さ
れ
、

第

四

嫉

農
産
物
は
始
終
停
滞
し
、
憤
格
は
低
下
し
、
英
國
で
は

輸
出
産
業
の
奨
励
に
あ
っ
た
さ
は
い
へ
、
農

流
通
を
阻
害
し
農
業
を
荒
際
せ
し
め
た
こ
ご
は
争
は
れ
な
い
。

然
し
彼
も
一
面
に
於
て
は
農
民
の
租
税
削
減
・
沼
地
開
拓

コ
ル
ベ
ー
ル
は
農
産
物
の
供
給
セ
十
分
に
し
、

工
業
品
の
廉
債
・
外
国
市
場
の
開
拓
の
目
的
上
、
農
産
物
の

は
荒
腹
し
、
こ
れ
を
目
撃
し
て
、
こ
は
全
く
煎
商
主
義
的
政
策
の
よ
ろ
し
き
を
得
ざ
る
も
の
ご
し
て
軍
農
主
義
が
起
つ
た

響
、
特
に
コ
ル
ベ
ー
ル
時
代
の
饒
饉
不
作

（
一
六
六
一
年
頃い
）
等
に
よ
り
極
め
て
疲
弊
し
、
都
市
の
繁
榮
に
闊
ら
す
、
農
村

元
来
フ
ラ
ン
ス
は
至
極
豊
沃
の
土
地
を
掠
す
。

然
る
に
こ
れ
が
百
年
戦
争
宗
教
戦
争
の
影
怨

の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
シ
ュ
リ
ー
侯
は
重
農
主
義
者
ご
握
手
す
る
さ
云
ふ
説
に
は
全
而
的
に
は
穀
す
る
事
を
得
な
い
ご

は
い
へ
、
菫
商
主
義
者
が
皆
々
必
す
し
も
農
業
軽
親
の
感
を
抱
い
て
ゐ
た
も
の
に
非
ざ
る
こ
さ
は
理
解
出
来
る
ご
思
ふ
。

國
内
流
通
の
自
由
を
高
唱
せ
し
も
要
す
ろ
に
目
的
は

コ
ル
ベ
ー
ル
政
策
の
影

5
 

．．．．．．．． 

人
口
増
加
富
固
強
兵
に
あ
り
、
軍
商
主
義
の
範
疇
を
脱
し
得
な
い

5)山口正太郎著、重農學派親浣.!J!.144頁
6) Andre marchal, ibid, P. 31 



る
中
間
貿
易
に
つ
い
て
は
こ
＼
に
述
ぺ
な
い
で
あ
ら
う
。

そ
の
よ
苔
意
爛
は
充
分
尊
敬
す
ぺ
き
で
あ
る
が

た
だ
商
業
っ
…
金
錢
の
こ
フ
こ
し
か
話
さ
な
い
や
う
な
誤
妄
の

大
國
は
、

荷
馬
車
統
き
た
ら
ん
さ
し
て
励
を
捨
つ
ぺ
き
で
な

）
 

7
 

題
さ
す
べ
し

t
云
つ
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
わ
か
る
。

部
面
に
於
て
は
そ
の
保
設
を
主
張
し
た
ら
し
く
、

(
Q
u
e
s
n
a
y
)

が
「
一
般
原
則
」
第
八
で
、

、
、
、
、
。
、
、
、
畜
ヽ
ヽ
、
、
、
0

畜
。
、

的
統
治
は
生
充
的
支
出
さ
自
國
農
産
物
の
荊
業
さ
を
保
護
し
及
び
不
生
陀
的
支
出
を
そ
の
ま
ま
に
放
任
す
る
事
の
み
を
問

こ
は
例
へ
ば
ケ
ネ
ー

純
清

の
國
家
的
統
制
へ
の
封
抗
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、

然
し
彼
等
の
自
山
放
任
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
り
、
農
業
に
闘
す
る

ケ
ネ
ー
は
コ
ル
ベ
ー
ル
政
策
を
攻
撃
し
て
云
ふ
「
小
海
國
の
運
命
た

い
。
前
世
紀
の
一
大
臣
が
、
オ
ラ
ン
グ
人
の
廊
業
さ
校
澤
品
製
造
業
の
華
美
さ
に
眩
惑
さ
れ
、

、
、
、
、

錢
の
箕
の
使
用
を
も
固
の
餌
の
荊
業
を
も
考
ふ
る
こ
こ
な
く
、

朕
態
に
餡
ら
し
め
る
こ
さ
を
、
人
々
は
決
し
て
忘
れ
な
い
で
あ
ら
う
。

祖
國
を
し
て
、
人
み
な
金

義
的
法
規
濫
用
は
絶
封
に
反
釘
で

畜
ヽ
ヽ
、
、

法
は
少
き
を
よ
し
さ
す
さ
考
へ
た
の
で
あ
る
。
こ
＼
に
我
等
は
初
め
て
佃
人
的
自
由

そ
の
前
途
の
障
喜
み
を
除
去
す
べ
ぎ
で
あ
り
、
固
家
の
施
設
は
個
人
の
活
動
を
妨

畜
.
‘
、
。
、
、
、

げ
ざ
る
範
園
に
於
て
の
み
な
さ
る
＼
が
自
然
的
秩
序
の
法
則
に
最
も
よ
く
合
す

ーこな
す。

さ
れ
ば
彼
等
に
依
れ
ば
重
商
主

経
溝
活
動
に
干
渉
す
る
こ
さ
な
く
、

さ
共
に
、
従
来
の
失
政
の
依
つ
て
来
る
所
は
、

一
に
政
府
の
干
渉
に
基
く
も
の
で
あ
る
さ
し
、
國
家
は
よ
ろ
し
く
室
人
の

根
本
思
想

特
に
土
地
豊
沃
の
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
は
ー
ー
＇
も
反
面
に
も
存
在
す
る
こ
ご
は
見
逃
す
を
得
な
い
。

軍
農
主
義
は
璽
商
主
義
の
商
業
生
産
的
思
想
に
鉗
し
て
農
業
の
生
在
性
商
工
業
の
不
生
産
性
を
主
張
す
る

箪
な
る
重
商
主
義
の
反
動
農
村
の
荒
魔
の
観
貼
の
み
よ
り
見
る
は
誤
で
あ
っ
て
、
農
業
衰
本
主
義
化
の
必
然
的
要
求
ー
ー
'

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

第

六

巻

七

五

四

第

四

裁

三

7) F. Quesnay, Maximes generales du Gouverment economique d'un 
royaume agricole, VIII.(Oncken, Oeuvres economiques et philosophiques 
de F. Quernay, P. 333) 



第

六

巻

七

五

五

都
市
及
び
地
方
を
拙
き
計
聾
に
て
破
滅
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
す
べ
て
は
不
動
産
牧
入
・
製
造
業
・
商
業
及
び
工
業
の
崩
壊

そ
れ
等
は
農
業
固
に
於
て
は
士
地
の
生
究
物
に
よ
っ
て
の
み
維
持
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
何
さ
な

支
彿
ふ
も
の
は
こ
の
生
産
物
だ
か
ら
で
あ
る
。
人
及
び
富
の
阿
外
移
住
を
起
す
様
々
な
る
原
因
は
こ
の
崩
壊
の
速
度
を
早

め
た
」
ご
。

ケ
ネ
ー
に
依
れ
ば
農
業
の
み
が
生
産
的
で
荊
工
業
者
は
、
農
業
者
に
養
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、

第

四

琥

一
費
用
で
あ
る
さ
考
へ

農
業
よ
り
生
す
る
純
利
得
ー
餘
剰
債
値
に
到
す
る
一
種
の
控
除
で
あ
り
、
國
民
絆
溝
的
に
見
て

・
、
、

る
。
然
し
こ
れ
は
商
工
業
が
無
用
な
り
ご
云
ふ
意
味
で
は
な
く
有
用
性
に
は
愛
り
は
な
い
叉
こ
れ
が
非
生
赤
的
で
あ
る
か

、
、
。
ヽ
｀

よ
ろ
し
く
自
由
に
放
任
す
べ
き
で
あ
る
さ
す
る
。

ら
つ
こ
云
つ
て
之
を
制
限
す
る
如
き
は
自
然
的
秩
序
に
反
す
る
、

「
商
工
業
の
完
全
な
自
由
を
保
有
す
べ
き
こ
さ
何
さ
な
れ
ば
最
碑
賓
な
る
最
正
確
な
る
、

。

`
。
、
、
‘
`
｀
~
、
、
、
。
、
、

盆
な
る
國
内
商
業
及
び
外
國
貿
易
の
政
策
は
競
争
の
完
全
な
自
由
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
さ
。

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

そ
し
て
同
民
及
び
同
家
に
最
有

: 曰
は
く

裔
工
業
者
の
所
得
は

れ
ば
商
業
を
し
て
餘
剌
の
輸
出
を
可
能
な
ら
し
め
、
地
主
に
牧
入
を
、
及
び
螢
利
的
活
動
に
使
役
さ
る
＼
人
々
に
賃
銀
を

に
傾
き
向
っ
た
が
、

工
業
保
誰
者
及
び
都
市
賞
局
は

富
の
源
そ
の
も
の
に
有
害
に
も
手
工
業
の
富
を
生
ぜ
し
め
ん
ご

、
、
、
0

畜
ヽ
ヽ
。
、
、

欲
し
た
が
、
而
も
農
業
國
民
の
全
絆
済
糾
織
を
混
胤
し
た
の
で
あ
る
。
職
人
を
廉
憤
で
暮
さ
せ
る
為
に
、
穀
物
の
外
國
貿

易
は
停
め
ら
れ
た
。
凰
丙
い
応
い
か
寄
か
賣
ゲ
ご
‘
崖
か
間
か
恥
叶
い
恥
給
が
い
か
い
虹
置
か
か
誓
昏
:
宴
か
か

h
i
。

変
を
廉
債
に
得
る
為
に
、
土
地
の
耕
作
を
い
つ
さ
は
な
し
に
低
落
せ
し
め
以
て
彼
等
の

8) F. Qnesnay, Note sur la Maxime VIII. Oeuvres, P. 343. 
9)拙稿、商業被能學設の疲展。
10) F. Quesnay, Maximes, XXV. Oeuvres. P. 336 

餘
り
に
自
己
の
意
見
に
執
着
し
過
ぎ
た
る
こ
の
大
臣
は



於
け
る
客
観
的
矛
盾
に
照
し
合
は
す
さ
き
最
も
よ
く
理
解
出
来
る
つ
こ
思
ふ
。

b
抜
け
出
し
て
ま
だ
自
ら
の
固
有
の
形
態
を
確
立
せ
な
い
容
観
的
専
質
を
荼
疑
さ
す
る
。

然
装
業
靭
説
を
許
さ
な
い
。
さ
れ
ば
さ
て
他
面
他
の
方
面
に
於
け
る
衰
本
制
生
陸
の
確
立
を
阻
止
す
る
わ
け
に
も
行
か
な

い
。
こ
＼
に

一
定
の
地
盤
を
既
に
確
立
し
た
商
工
業
に
封
し
て

は
自
由
放
任
の
主
張
ご
な
っ
て
現
は
れ
る
こ
ご
さ
な
る
。

か
9

る
矛
盾
は
股
業
箪
一
課
税
綸
に
も
見
ら
れ
る
所
で
、
盛
業
の
重
要
性
を
説
き
、

な
が
ら
も
他
面
商
工
業
の
負
捻
を
免
除
し
て
、
必
然
そ
の
疲
展
を
助
け
て
居
る
如
き
を
見
れ
ば
、

け
ら
る
4
所
で
あ
る
。

反
封
す
る
。
璽
股
主
義
は
裔
品
の
縦
債
を
一
固
民
に
取
り
て
は
決
し
て
有
利
ご
は
考
へ
な
い
。

耕
作
は
純
牧
入
を
多
く
し
、
こ
れ
は
主
椛
者
・
地
主
・
十
分
一
税
徴
牧
者
の
牧
入
そ
の
他
全
て
の
人
の
賃
銀
を
培
し
、

つ
て
そ
の
支
出
も
多
く
な
る
わ
け
で
、

為
に
穀
物
荊
業
に
種
々
の
制
限
を
設
け

頂
簡
主
義
が
廂
品
生
f

椛
費
引
下
の
必
要
上
努
賃
従
っ

て
穀
債
の
低
苔
を
要
求
し
、

穀
物
の
流
通
を
妨
げ
た

こ
ご

は
前
に
述
べ
た
所
で
あ
る
。
軍
農
ヽ
主
義
は
こ
れ
に

あ
ら
ゆ
る
稲
類
の
支
出
が
増
加
す
れ
ば
、
商
業
は
商
品
機
命
及
び
活
動
力
を
得
商 凡止,‘1 

生
窟
物
が
高
債
な
れ
ば
、

穀
物
商
業
の
制
限
に
酎
す
る
反
封

私
の
、主
張
は
十
分
裏
付

土
地
所
有
に
箪
猜
に
課
税
を
、
主
張
し

農
業
査
本
主
義
化
の
要
求
は
必

軍
農
主
義
は
安
本
主
義
社
食
が
封
建
祉
令
よ

由
放
任
を
説
く
。

―
つ
の
矛
盾
で
は
な
い
か
さ

の
疑
問
は
裳
然
我
等
に
起
る
。

私
は
こ

の
矛
盾
は
資
本
主
義
褻
展
途
上
に

而
も
重
農
主
義
者
は
断
乎
さ
し
て
自

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

重
晟
主
義
は
重
商
主
義
の
商
業
偏
重
論
に
封
し
、

奮

そ
の
不
生
産
性
を
強
調
し
、
そ
の
偏
重
を
排
据
し
た
。
然
る
限
り
ヂ

ー
ド
も
認
め
る
如
く
そ

の
結
論
は
必
然
そ
の
禁
止
叉
は
制
限
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 第

六

巻

七

五

六

第

四

跛

一
三

四

11) Gide et R!st, Histoire des Doctorines economiques. P.,32 



を
阻
止
し
、
穀
物
に
債
値
無
く
、

い
、
不
足
に
し
て
高
債
な
る
は
貧
窮
で
あ
る
。

重
農
主
義
は
之
を
反
駁
す
る
。

第

六

巻

七

五

七

第

四

琥

―
―
二
五

恒
に
、
二
十
リ
ー
ヴ
ル
で
あ
っ
た

勿
論
軍
農
主
義
は
人
為
的
債
格
低
下
策
に
反
封
す
る
。

も
し
政
府
が
変
の
債
格
を
十
リ

國
民
経
清
一
般
を
活
氣
つ
け
る
さ
す
る
の
で
あ
っ
て
、

Jヽ3
 

ー

「
富
を
増
加
す
る
も
の
は
農
業
で
あ
る
」

こ
の
必
然
の
結
諭
で
あ

る
。
軍
商
主
義
は
穀
物
債
格
の
廉
債
努
賃
の
廉
憤
商
品
債
格
の
廉
債
は
外
國
貿
易
に
有
利
で
あ
る
ご

の
見
地
を
採
る
が
、

曰
は
く
「
國
内
の
食
粋
品
及
び
商
品
の
債
を
奄
も
下
落
せ
し
め
ざ
る
こ
さ
何
さ
な
れ
ば
外

國
こ
の
相
互
貿
易
が
國
民
に
不
利
さ
な
る
か
ら
で
あ
る
牧
入
は
如
以
上
債
値
に
従
ふ
聰
多
に
し
て
無
償
値
な
る
は
宮
で
は
な

幣
多
に
し
て
高
債
な
る
が
即
ち
富
裕
で
あ
る
」
例
へ
ば
債
格
二
十
リ
ー
ヴ

ル
の
変
一
七
チ
ヱ

の
債
格
だ
け
の
し
か
じ
か
の
韮
の
品
物
を
外
國
か
ら
買
ふ
フ
こ
す
れ
ば
、

ー
ヴ
ル
に
低
下
さ
せ
て
ゐ
た
な
ら
ば
こ
の
品
物
の
同
一
童
に
支
彿
ふ
た
め
に
ニ
セ
チ
ヱ
を
要
す
る
さ

し、

-a
 

廉
債
は
商
業
を
國
民
に
不
利
な
ら
し
め
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
が
、

彼
等
に
依
れ
ば
債
格
は
自
由
競
争
の
情
格
に
落
付
く
ぺ
き
で
あ
り
、

餘
刺
債
値
（
純
利
得
）
を
含
ん
で
債
値
通
り
（
室
苓

6
 

11
寇
fii11
澪
玉
＋
常
堂
論
）
に
衷
ら
れ
る
こ
さ
を
最
も
自
然
的
秩
序
に
合
す
"
I
J

考
へ
た
の
で
あ
っ
て
、

の
安
債
は
細
民
に
有
利
で
あ
る
こ
の
従
来
の
軍
商
主
義
的
考
へ
方
に
反
封
す
る
。

り
も
細
民
に
有
利
で
あ
る
さ
の
見
解
を
強
調
す
。

普
通
一
セ
チ
ヱ
の
債
格
の
二
十
分
の
一
に
賞
る
。
こ
の
割
合
に
て
も
し
変
の
債
格
が
、

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

賃
銀
従
っ
て
商
品
の
廉
債
を
府
さ
ん
さ
す
る
策
に
は
徹
底
的
に
反
封
す
。
次
に
食
糧
品

•••• 

策
農
主
義
は
変
の
高
債
は
廉
債
な
る
よ

ケ
ネ
ー
に
依
れ
ば
職
人
の
日
給
は
賞
然
変
の
債
格
に
基
い
て
定
め
ら
れ

）
は
彼
等
の
「
土
地
は
富
の
唯
一

の
源
泉
な
る
こ
さ
」

2
 

人
の
利
得
も
亦
培
大
す
る
こ
ご
さ
な
り
、
そ
の
派
及
す

る
所
は
、

固
内
農
沌
物
の

軍
商
主
義
の
流
通

12) F. Quesnay, Observatios importantes, VI. Oeuvres, P. 323. 
13) F. Quesnay, Maximes, III. Oeuvres, P. 331. 
14) Maximes, XVIII. Oeuvres, P. 3.35. 
15) Note sur la Maximes, XVIII. Oeuvres, P. 353. 
16)拙稿、債格構成に於ける商業の作用。
拙稿•商業搬能學説の疲展。



の
ケ
ネ
ー
の
主
張
の
中
に
特
に
顕
著
で
あ
っ
て
、

謂
國
家
主
義
原
理
に
到
し
個
人
主
義
原
理
を
主
張
し
た
彼
だ
け
に

な
ら
ば
、
職
人
は
一
年
間
に
約
二
六

0
リ
ー
ヴ
ル
を
得
る
。

誼
商
主
義
の
国
内
商
業
統
制

を
支
出
す
る
が
、
他
の
必
要
の
為
に
ま
だ
六
十
リ
ー
ヴ
ル
残
っ
て
ゐ
る
。

か
値
せ
な
か
っ
た
な
ら
ば
彼
は
百
三
十
リ
ー
ヴ
ル
を
得
る
に
過
ぎ
す
、

ケ
ネ
ー
が
一
方
資

「
彼
等
に
勇
氣
さ
活

ー
ヴ
ル
し
か
残
ら
な
い
。
故
に
変
の
高
債
な
る
地
方
は
廉
債
な
る
そ
れ
よ
り
も
逝
に
多
数
の
住
民
を
有
す
る
を
見
る
の
で

ゎ

あ
る
ご
。
ケ
ネ
ー
が
「
細
民
」

(
P
e
t
i
t

p
e
u
p
l
e
)
に
就
い
て
問
題
ご
し
て
ゐ
る
こ
さ
而
も
彼
が
細
民
の
為
に
も
、
穀
物
の
．

裔
債
の
望
ま
し
き
を
力
説
せ
る
は
注
目
す
べ
き
で
、
こ
は
衰
本
制
生
査
が
一
定
の
段
階
に
逹
し
、
細
民
が
生
じ
、
従
来
の
所

細
民
の
立
場
ま
で
も
考
慮
に
入
れ
た
の
だ
ら
う
が
、

＾^｝ 

後
に
ス
ミ
ス
が
(
'
L
a
b
o
u
r
i
n
g
P
o
o
r
"
を
展
々
口
に
せ
る
ご
封
比
し
て
興
味
あ
る
所
で
、

細
民
陛
級
へ
の
闊
心
の
相
裳
深
か
り
し
．
こ
さ
ま
で
が
親
は
れ
る

の
で
あ
る
。

見
解
に
封
し
、

こ
れ
等
の
學
派
の
立
場
、
而
も

、
。
、

こ
は
次
の
細
民
の
安
易
を
減
す
べ
か
ら
す
さ

軍
商
主
義
時
代
の
細
民
は
怠
け
ざ
ら
ん
が
箆
に
貧
乏
な
る
べ
し
さ
云
ふ

ケ
ネ
ー
は
「
強
ひ
ら
れ
た
る
貧
乏
は
農
夫
を
勤
勉
な
ら
し
め
る
方
法
」
で
は
な
く
、

動
力
を
典
へ
得
る
も
の
は
被
等
の
利
得
の
確
賞
な
る
所
有
ご
享
有
よ
り
外
は
な
い
」
フ
こ
な
し
、
農
夫
魚
惰
の
原
因
を
説
明

・
・
、
、
、
、
、
、
、

し
て
「
黙
制
さ
れ
た
る
農
夫
怠
惰
の
館
因
は
賃
銀
の
餘
h
廉
き
こ
ご
及
び
生
茄
品
取
引
の
不
自
由
が
食
料
品
を
無
債
値
に

陥
ら
し
め
た
る
」
こ
さ
に
依
る
も
の
で
あ
る
ご
答
へ
る
。

資
本
主
義
勃
興
期
に
於
け
る
努
賃
引
下
に
よ
る
餘
剰
債
値
増
進
へ
の
要
求
が
刺
烈
こ
な
る
に
到
し
、

そ
れ
か
ら
百
リ
ー
ヴ
ル
を
変
に
支
出
し
、
一

1-+lJ

も
し
反
封
に
一
セ
チ
ヱ
の
変
が
十
リ
ー
ヴ
ル
し

彼
は
そ
れ
か
ら
自
分
及
び
家
族
の
為
の
変
に
二
百
リ
ー
ヴ
ル

第

六

巻

七

五

八

第

四

披

―――一六

17) Note sur la Max:ime XIX. Oeuvres, P. 354. 
18)拙棺、商業被能尿説の疲展，
19) Note sur la Max:ime XX. Oeuvre, P, 354. 



軍
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

獨
占
批
判
煎
商
主
義
が
特
椎
附
興
に
よ
り
一
部
の
商
工
業
を
保
訛
し

第

六

巻

七

五

九

第

四

披

ご――七

彼
に
依
れ
ば
獨
占
な
る
も
の

ケ
ネ
ー
の
後
を
磯
い
だ
璽
農
學
派
の

そ
の
登
展
を
助
成
せ
し
こ
ご
は
先
に
述
べ

十
分
彼
等
の
政
策
論
の
中
に
見
出
す
の
で
あ
る
。

し
て
、
彼
等
の
見
解
ー
農
業
尊
重
の
思
想
を
基
礎
つ
け
て
ゐ
る
。

J

＼
に
彼
等
の
把
提
の
一
而
性
ー
限
界
が
あ
る
わ
け
で

例
へ
ば
「
逝
路
の
修
理
>A
運
河
河
海
の
航

本
主
義
促
進
の
要
求
を
表
明
し
つ

4

、

て
、
而
も
彼
は
後
に
ス
ミ
ス
の
考
へ
し
如
く
、
少
く
も
こ
の
黙
で
は
、

｀
ヽ
、

保
ち
得
る
如
く
考
へ
た
が
、
こ
は
資
本
主
義
勃
興
期
の
必
然
的
反
映
さ
は
い
へ
注
目
す
べ
き
こ
さ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

か

ス
ミ
ス
が
貨
銀
の
高
き
所
で
は
労
働
者
の
勤
勉
な
る
こ
さ
を
説
く
は
我
等
の
周
知
サ
る
所
で
あ
る
。

他
方
細
民
的
立
場
に
立
つ
て
綸
陣
を
張
つ
て
居
る
の
は

i

県
に
興
味
あ
る
所
で
あ
っ

0ヽ

盲
ヽ
ヽ
、
。
、
、
、
、
、
、
、

細
民
の
利
盆
さ
衰
本
制
祉
含
の
利
盆
こ
は
調
和
を

ケ
ネ
ー
は
か
く
國
内
商
業
の
自
由
を
高
唱
し
、
軍
商
主
義
の
統
制
策
に
反
討
し
て
立
っ
た
が
、

義
が
外
固
貿
易
工
業
保
設
に
あ
り
し
に
封
し
、
農
業
保
訛
の
見
地
で
あ
っ
て
、

行
さ
に
よ
っ
て
生
産
物
及
び
製
造
品
の
販
路
ご
蓮
送
を
容
易
な
ら
し
む
る
ぺ
き
こ
さ
」
即
ち
迎
商
の
自
由
を
高
唱
し
な
が

｀
ヽ
、
、
、
、

．．．． 

ら
も
、
綾
い
て
「
取
引
の
謡
掛
を
減
す
る
こ
さ
多
け
れ
は
多
い
秤
耕
地
の
牧
入
を
盆
々
増
加
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
」
ご

佛
國
に
於
け
る
急
速
な
る
骨
国
時
の
農
業
資
本
主
義
化
の
要
求
セ
ー
商
工
業
資
本
主
義
化
に
伴
ふ
必
然
的
過
程
で
あ
る
が
1

た
。
自
由
競
手
、
自
然
的
秩
序
を
重
ん
す
る
菫
農
主
義
は
必
然
こ
れ
に
反
野
す
る
。

璽
鎮
ボ
ー
ド
ー
の
如
き
獨
占
の
排
除
自
由
放
任
を
最
も
熱
烈
に
主
張
し
た
一
人
で
あ
る
が
、

は
人
・
事
物
・
場
所
・
様
式
。
時
間
の
執
れ
か
に
於
て
或
は
之
等
の
複
合
に
よ
っ
て
自
由
な
る
智
買
を
妨
げ
る
も
の
で
あ

そ
の
目
的
は
、
軍
商
主

20) A. Smith, ibid, Vol. I. P. 83. 
21) Maximes, XVII. Oeuvres, P, 335. 



以
上
私
は
重
農
主
義
特
に
ケ
ネ
ー
一
派
の
軍
商
主
義
批
判
ィ
て
種
々
の
観
黙
よ
り
如
何
な
る
必
然
性
を
持
て
焚
展
し
た
か

を
考
察
し
た
。
ヂ
ー
ド
の
言
葉
を
借
れ
ば
「
一
言
に
し
て
云
へ
ば
軍
商
主
義
者
た
ち
に
さ
つ
て
、

の
も
さ
に
特
に
奨
励
さ
れ
た
政
策
外
固
へ
の
穀
物
輸
出
を
禁
す
る
さ
阿
時
に
國
内
に
於
け
る
自
由
商
業
を
制
限
す
る
こ
さ

を
目
的
ご
し
た
政
策
の
反
封
物
」
で
あ
っ
て
、

こ
の
考
は
ケ
ネ
ー
以
降
多
く
の
後
織
者
に
は
り
夜
展
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

は
耕
作
者
か
ら
共
努
銀
を
受
取
り
共
努
働
さ
交
換
に
、
此
努
銀
ご
等
債
物
を
、

が
、
そ
の
最
も
大
き
な
一
人
は
チ
ュ
ル
ゴ
ー

(
T
u
r
g
o
t
)
で
あ
る
。

、
、
畜
0

0

が
氣
候
に
負
ふ
特
柚
的
商
業
だ
か
ら
、

彼
等
に
附
典
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。
共
以
上
の

チ
ュ
ル
ゴ
ー
も
亦
商
工
業
者
は
「
或
は
地
主
か
ら
或

糊
業
の
自
由
は
蕉
制
度

も
矢
張
一
定
の
限
異
あ
り

日
く
「
わ
れ
等
に
さ
つ
て
は
外
國
へ
葡
萄
酒
及
び
火
洒
を
賓
る
事
は
わ
れ
ら
が
我
が
土
地
我

、、
0

"

畜
ヽ
ヽ
畜
畜
畜

そ
れ
は
政
府
に
よ
っ
て
特
に
保
訛
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
さ
。

「
非
常
に
数
多
き
費
澤
品
製
造
業
の
大
部
分
が
獨
占
的
特
椛
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、

止
に
よ
っ
て
、
國
民
に
負
掠
を
生
ぜ
し
め
る
貧
國
が
あ
る
。
常
に
刷
民
に
有
害
な
る
こ
の
焚
止
は
、

そ
れ
等
を
生
ぜ
し
め

最
活
登
な
る
競
半
を
國
民
の
富
を
増
す
為
に
是
非
必
要
さ
す
る
不
動
赤
の
生
荏
物
の
耕

作
及
び
取
引
に
ま
で
及
ぶ
な
ら
ば
も
つ
ご
禍
で
あ
る
」
。
然
し
軍
農
主
義
特
に
ケ
ネ
ー
の
自
由
の
主
張
は
極
め
て
現
賓
的
具

0

0

畜
｀
。
、

個
的
な
自
由
の
主
張
で
あ
っ
『
＼
こ
れ
は
外
固
貿
易
の
自
山
放
任
を
主
張
し
つ
＼
、

而
も
そ
れ
は
農
南
物
輸
出
の
自
由
を

4
 

2
 

主
眼
さ
せ
る
も
の
で
、
輸
入
の
自
由
に
就
い
て
は
口
を
絨
し
て
ゐ
る
如
き
は
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
獨
占
排
除
に
就
い
て

た
専
寧
只
の
及
び
過
誤
の
精
神
が
、

他
の
エ
製
品
の
使
用
を
さ
ざ
む
る
禁

頂
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

‘,’ 2
 

2
 

る
さ
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
恩
想
は
既
に
ケ
ネ
ー
に
も
あ
っ
て
、
軍
糊
主
義
特
に
コ
ル
ベ
ー
ル
政
策
批
判
の
一
節
に

第

六

巻

七
六
〇

第

四

琥

一
三
八

22)山口正太郎著..―重農學派籾浣學、 264頁。
23) Note sur La Maxime VIII, Oeuvres, P. 34.3. 
24) Gide. &. Rist, Histoire des Doctrines economiques, P. 34. 
25) Note sur la Maxime XIII. Oeuvres, P_. 347. 
26) Gide & Rist, ibid, P. 34, 35. 



第

六

巻

七

六

論
に
封
し
農
業
の
璽
要
性
を
誂
い
た
軍
農
主
義
の
見
解
を
或
意
味
で
は
止
揚
し
た
さ
見
ら
る
べ
ぎ
黙
も
多
く
、

生
産
性
の
主
張
の
外
、
商
業
の
有
用
性
は
各
所
で
高
唱
さ
れ
、
特
に
注
目
す
べ
ぎ
は
、

般
重
農
主
義
の
云
ふ
如
く
、
貨
幣
さ
か
土
地
さ
か
云
ふ
具
儒
的
な
も
の
で
は
な
く
、

「
如
何
な
る
企
業
に
も
鋏
く
べ
か
ら

。
、
、

`

o

.

.

 

ざ
る
基
礎
」
盆
第
七
十
節
）
な
り
さ
し
、
農
工
商
あ
ら
ゆ
る
企
業
一
般
に
通
す
る
一
の
抽
象
的
形
態
さ
し
て
の
そ
れ
を
考
へ

た
黙
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
後
ス
ミ
ス
が
英
國
に
於
て
或
程
度
徹
底
的
に
痰
展
せ
し
め
た
思
想
で
あ
る
。

に
國
内
商
業
の
有
用
性
を
強
調
し
た
が
、

頂
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

ヂ
ー
ド
の
如
き
は
、
先
に
述
ぺ
た
如
く
、

か
の
不
生
産
的
な
外
國
貿
易
の
自
由
を
高
唱
し
た
の
も
内
地
商
業
の
自
由
ー
こ
れ
は
大
き
な
拘
束
の
も
さ
に
あ
っ
て
必
然

賓
際
政
治
家
さ
し
て
も
彼
は
商
業
の
自
由
・
獨
占
の
排
除
に
設
も
力
を
注
い
だ
。

化
し
た
黙
に
於
て
、
異
る
の
セ
あ
っ
て
、

ノヽ8
 

2
 

入
し
た
」
さ
し
欲
望
を
出
褻
黙
さ
し
て
居
る
黙
は
、

，
 

｀
｀
ヽ
、
、
、
。
、
、
、
2

の
登
生
を
「
人
間
の
慣
習
さ
人
類
の
法
律
」
に
求
め

゜
3
 

あ
る
。

第

四

琥

一
三
九

重
農
主
義
が
外
國
貿
易
の
自
由
を
ー

軍
農
主
義
は
一
般

資
本
に
就
て
も
、
軍
商
主
義
や

商
工
業
の

彼
は
か
く
て
軍
商
主
義
の
商
業
偏
重

従
来
の
自
然
的
秩
序
観
を
排
し
た
こ
さ
も
服
々
論
ぜ
ら
れ
る
所
で

の

も
の
は
何
等
典
へ
な
い
」
即
ち
農
業
の
み
を
生
産
的
さ
す
る
黙
に
於
て
、
そ
の
基
本
的
考
へ
方
は
ケ
ネ
ー
一
派
さ
そ
の
軌

。
、
~
ヽ

0

、
、

を
一
に
す
る
さ
は
い
へ
、
而
も
例
へ
断
片
的
さ
は
い
へ
商
工
業
の
生
在
性
を
認
め
た
黙
も
多
く
而
も
彼
が
形
而
上
學
的
な

・
、
。

ケ
ネ
ー
一
派
の
自
然
秩
序
的
考
へ
方
を
排
し
て
、
親
溝
的
行
動
の
原
動
力
を
利
己
心
に
求
め
、
自
由
放
任
の
主
張
を
徹
底

．
、
、
、
、

例
へ
ば
商
業
の
な
奴
生
の
如
き
も
「
相
互
の
欲
望
は
有
無
相
通
す
る
の
交
易
を
導

ス
ミ
ス
ヘ
の
褻
展
さ
開
聯
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

土
地
所
有
櫂

27) Turgot, (1721-1781) Reflexions sur la formation 

des Richesses,第十七節（永田消課。岩波｀ 36頁）
28) Turgot,第三十一節..前提、 49頁。
29) Turgot,.第十七節、前掲、 35頁。チュルコ～ーの商業観がスミスのそれと極

めて近いことは私が先に力説したところである（拙稿畜 商業機能學説の疲
展参照）

30)山口正太郎著。前掲、 275頁。

31)拙稿＂商業槻能學説の疲展。

et la distribution 



配
さ
れ
て
、
佛
國
の
様
に
重
農
主
義
の
形
を
採
つ
て
現
は
れ
は
し
な
か
っ
た
。
従
っ
て
前
述
の
如
く
、
先
づ
目
に
つ
い
た
の

―
-
、
英
國
に
於
け
る
重
商
主
義
批
判

英
國
の
軍
商
主
義
批
判
は
英
固
の
特
殊
性
ー
商
工
業
航
海
業
本
位
の
國
柄
に
支

し
他
の
部
門
の
そ
れ
に
特
椛
を
典
へ
る
こ
さ

ヽ
96
 

?
u
 

て
ゐ
る
。

都
會
尊
重
。
農
村
轄
説
・
穀
物
裔
業
の
拘
束
の
如
き
は
徹
底
的
に
排
撃
し

ス
の
如
き
は
口
を
椒
め
て

主
義
批
判
に
も
顕
は
れ
、

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

自
由
を
高
唱
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
が
ー
を
要
欲
し
て
ゐ
た
か
ら
、

9
‘-

っJ

で
祇
及
し
た
の
で
あ
る
さ
さ
へ
述
べ
て
ゐ
る
。

重
農
主
義
は
、
餘
剰
債
値
の
痰
生
を
生
査
過
程
に
求
め
「
近
代
網
齊
學
の
本
来
の
父
」
た
る
自
己
の
地
位
を
確
立
し
た

の
で
あ
る
が
、
尚
憤
値
分
栃
の
不
十
分
の
た
め
、
債
値
ご
使
用
債
値
を
混
同
し
、

餘
刺
の
最
も
目
に
つ
き
や
す
い
農
業
を

ひ
さ
り
生
産
的
の
も
の
さ
す
る
の
一
面
性
に
陥
っ
た
こ
さ
は
私
の
先
に
批
判
し
た
所
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
の
言
を
借
れ
ば
、

l
3
 

?
J
 

ぎ
た
か
の
如
き
鋏
黙
な
ぎ
を
得
な
い
こ
は
い
へ
、
こ
れ
を
上
述
の
如
く
、

棒
を
一
方
に
曲
げ
す
ぎ
忙
か
ら
さ
て
今
度
は
反
釘
に
他
方
に
曲
げ
過

て
見
れ
ば
、
必
す
し
も
軍
商
主
義
の
反
動
ご
の
み
は
考
へ
得
す
、

コ
ル
ベ
ー
ル
主
義
を
難
じ
、

或
部
門
の
衛
業
を
制
限

英
固
に
於
て
も
例
へ
ば
ア
ダ
ム
ス

そ
の
必
然
の
結
果
、

そ
の
論
理
的
矛
盾
も
偏
位
性
も
、

揺
節
期
の
、
客
観
性
の
反
映
ご
し
て
見
る
こ
さ
が
出
来
る
。

以
上
は
大
開
佛
国
に
於
け
る
重
商
主
義
直
後
の
そ
れ
に
釘
す
る
批
判
で
あ
る
が
、

コ
ル
ベ
ー
ル
の
規
則
つ
く
め
の
政
策
、

更
に
深
ぎ
安
本
主
義

資
本
主
義
発
展
過
程
上
の
必
然
的
要
求
に
照
し

J

の
一
而
性
は
必
然
軍
商

外
國
貿
易
の
自
由
放
任
に
ま

第

六

巻

七

六

第

四

琥

一
四

0

32) Gide et Rist, ibid, P. 33, 
33) K. Marx, Theorien,（全集 57頁）
34)拙稔、商業被能學説の疲展。
35) A. Smith, ibid, Vol. II. P. 162. 
36) A. Smith, ibid, Vol. II. P. 161. 



は
流
通
に
封
し
て
即
ち
生
産
物
が
先
づ
一
般
的
に
計
會
的
な
る
努
働
の
表
現
さ
し
て
債
値
を
得
商
品
さ
な
る
事
に
封
し
て

注
親
さ
る
4

に
至
っ
た
も
の
で
、
そ
の
軍
商
主
義
批
判
の
如
き
も
亦
こ
の
見
地
か
ら
主
張
さ
れ
た
が
、

ス
ミ
ス
は
「
各
圃
民
の
年
々
の
努
働
は
各
同
民
に
そ
の
年
々
消
費
す
る
凡
て
の
生
活
上
必
要
な
る
も
の
及
び
便
利
な
る

も
の
を
本
源
的
に
供
給
す
る
所
の
根
源
」
な
り
さ
し
て
、
貨
幣
さ
か
土
地
さ
か
で
は
な
く
、

充
て
る
さ
こ
ろ
の
生
活
の
必
要
品
お
よ
び
便
宜
品
に
着
目
し
、
而
も
そ
の
根
源
を
努
働
に
求
め
、

は
使
用
債
値
セ
混
同
し
た
、
従
来
の
偏
面
性
よ
り
脱
し
、
努
働
な
る
一

の

一
般
的
形
態
に
之
を
還
元
し
、

農
商
工
業
努
働
の
生
産
性
を
主
張
し
、

得
た
の
で
あ
る
。

根
本
的
見
地

第

六

巻

七

六

第

四

披

一
四

消
費
者
の
利
谷
は
殆
ん
ざ
恒
常
的
に
生
産
者
の
利
盆

そ
の
代
表
的
な
も

債
値
さ
債
値
形
態
乃
至

こ
の
見
地
よ
り

従
来
の
重
農
主
義
り
農
業
尊
軍
重
商
主
義
の
商
工
業
尊
重
の
思
想
を
一
應
脱
却
し

ス
ミ
ス
は
こ
の
立
場
に
立
つ
て

重
商
主
義
軍
農
主
義
批
判
へ
の
矢
を
向
け
た

の
で
あ
る
が
、

主
義
批
判
は
彼
の
大
著
國
富
論
の
四
分
の
一
を
占
む
る
さ
云
は
る
＼
程
の
大
部
の
も
の
で
あ
り
、
彼
の
最
も
力
を
入
れ
た

"
‘
、
、
、
、
0

、
`
‘
、
、
、
、
、
、
、

所
の
も
の
で
あ
る
。
然
し
こ
し
で
は
直
接
問
題
の
重
商
主
義
の
固
内
商
業
統
闊
に
釘
す
る
批
判
に
就
て
考
察
し
よ
う
。ス

ミ
ス

重
商
主
義
は
商
工
業
特
に
外
國
貿
易
菫
農
主
義
は
農
業
保
臨
の
見
地
よ
り
自
己
の
主
張
を
基
礎
づ
け

、
"
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
畜
冨
ヽ
．．
 

た
。
ス
ミ
ス
は
「
消
費
が
全
て
の
生
産
の
唯
一
の
目
的
で
あ
る
」
さ
の
見
地
に
立
つ
て
重
商
主
義
を
批
判
す
る
。

に
依
れ
ば
重
商
主
義
の
案
出
者
は
商
人
及
び
製
造
業
者
で
あ
っ
て
、

，
 

つU

の
為
に
犠
牲
に
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
如
何
に
す
れ
ば
か
＼
る
消
費
者
の
利
盆
は
逹
成
せ
ら
る
＼
か
。

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

の
は
ス
ミ
ス
の
そ
れ
で
あ
る
。

ス
ミ
ス

特
に
重
商

先
づ
各
國
民
が
そ
の
消
費
に

37) A. Smith, ibid, Vol. I. P, 1. 
38) A. Smith, ibid, Vol. II. P. 159. 
39) A. Smith, ibid, Vol. II. P. 160. 



放
任
せ
ら
る
ぺ
き
で
あ
る
さ
す
る
。
こ
＼
に
重
商
主
義
の
國
家
的
統
制
主
義
に
封
す
る
反
釘
が
あ
る
。

封
建
制
度
よ
り
の
自
由
を
高
唱
し
た
。
然
し
彼
等
は
個
人
的
自
由
を
制
限
す
け
た
。
軍
農
主
義
に
於
て
初
め
て
個
人
的
自
由

へ
の
叫
が
起
つ
仁
が
、
而
も
自
然
的
秩
序
さ
云
ふ
一
の
形
而
上
的
の
も
の
に
立
っ
た
自
由
の
主
張
ー
ー
ー
或
意
味
で
は
自
然

的
秩
序
の
絶
到
的
命
令
に
従
ふ
わ
け
で
一
の
統
制
主
義
専
制
主
義
さ
も
見
ら
れ
る
|
|
＇
で
あ
る
。

の
根
本
原
理
の
反
映
で
あ
る
さ
は
い
へ
、

J

れ
は
叉
國
家
的
後
見
に
封
抗
す
る
個
人
的
自
由
の
た
め
の

こ
は
も
さ
よ
り
自
己
の
生
活
は
自
己
が
責
任
を
負
ふ
ぺ
ぎ
資
本
主
義
社
會

そ
の
自
由
の
概
念
が
前
二
者
よ
り
異
る
こ
さ
は
、

厳
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
意
味
に
於
て
私
は
「
ス
ミ
ス
の
自
然
的
自
由
の
思
想
に
於
け
る
自
由
は
封
建
的
束
縛
か
ら
の
自
由
を
意
味
す
」
さ
の

説
は
採
ら
な
い
。
封
建
的
束
縛
よ
り
の
自
由
は
固
家
的
後
見
の
も
さ
に
、

自
由
は
利
己
心
に
出
褻
し
た
自
由
で
あ
っ
て
、

重
荊
主
義
の
戦
つ
て
来
た
所
で
あ
り
、
既
に
資

本
制
生
産
が
或
程
度
の
痰
展
段
階
に
逹
す
れ
ば
、
こ
の
國
家
干
渉
へ
の
抗
手
が
始
る
わ
け
で
、

`
.
、
。
、
、
、
．

に
依
れ
ば
自
由
な
る
個
人
の
利
己
的
活
動
は
、
祉
會
の
利
盆
ご
一
致
す
る
。

ス
ミ
ス
の
自
然
的
自
由
は

こ
の
段
陛
の
要
求
こ
も
見
得
る
ご
思
ふ
。
「
プ
ル
ヂ
ョ
ア
ジ
ー
の
政
策
は
圃
民
経
齊
學
の
上
に
建
設
さ
れ
、

マ
ー
カ
ン
チ
リ

ズ
ム
ヘ
の
抗
手
は
、
経
済
的
自
由
の
た
め
の
闘
手
さ
な
り
、

闘
争
に
ま
で
披
大
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。

、
、
富
ヽ
.
‘
盲
ヽ
、
。
、
、

然
し
ス
ミ
ス
の
自
然
的
自
由
も
亦
絶
酎
的
な
も
の
で
は
な
く
、
「
各
人
は
正
義
の
法
を
佼
害
せ
ざ
る
限
り
思
ふ
儘
に
自
分

②
 

の
利
盆
セ
追
求
す
る
」
こ
さ
を
完
全
に
自
由
に
放
任
さ
る
ぺ
し
さ
す
る
の
で
あ
り
、
次
の
三
つ
の
場
合
に
は
國
家
は
干
渉

ス
ミ
ス
の
所
謂
自
然
的

成
程
軍
商
主
義
は

故
に
か
4

る
個
人
の
利
己
的
活
動
は
自
由
に

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

第

六

巻

七

六

四

第

四

戟

一
四

40)河上黎著。糎涜學大樹、 1543頁。
41) R. Hilferding, Das Finanzkapita!. S 376. 
42) A. Smith, ibid, Vol. II. P. I 84. 



員
を
、

①
社
會
を
自
餘
の
獨
立
社
會
か
ら
の
暴
行
及
侵
入
に
封
し
て
保
護
す
る
義
務
②
社
會
の
各
成

そ
の
社
會
の
他
の
各
成
員
の
不
正
義
又
は
抑
歴
に
封
し
て
出
来
る
限
り
保
護
す
る
義
務
③
或
種
の
公
共
士
木
恵
業

あ
り
、
或
場
合
は
國
家
に
干
渉
の
義
務
さ
へ
認
め
て
ゐ
る
こ
さ
は
注
目
す
べ
さ
で
、

ス
ミ
ス
は
自
然
的
自
由
を
主
張
し
た
結
果
そ
の
理
論
的
必
然
性
は
獨
占
を
肯
定
す
る
こ
さ
ご
な
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
然
し
ス
ミ
ス
は
こ
れ
を
否
定
す
る
。
こ
は
ス
ミ
ス
の
自
然
的
自
由
が
「
正
義
の
法
を
侵
す
」
こ
さ
あ
る
を
認
め
て

＂
。
、
畜

ゐ
る
場
合
で
あ
る
。
特
に
煎
商
主
義
の
特
許
制
度
の
如
き
は
自
由
放
任
の
立
場
か
ら
も
徹
底
的
に
否
定
さ
れ
る
。
ス
ミ
ス

に
依
れ
ば
獨
占
精
神
は
農
業
者
の
よ
く
せ
ざ
る
所
で
、
商
人
や
製
造
業
者
の
固
有
の
精
神
で
あ
っ
て
、
「
彼
等
は
排
他
的
阿

業
糾
合
精
神
に
馴
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
彼
等
の
全
て
の
同
國
人
に
封
し
そ
の
居
住
す
る
銘
々
の
都
會
の
住
民
に
封
し
通
常
有

ヽ
曾
ヽ
0

畜ヽ

國
内
市
場
の
獨

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

第

六

巻

七

六

五

こ
4

に
利
己
心
が
社
會
的
利
盆
に
反
す
る
場
合
を
認
め

第

四

聾

ー四＝＝

0

0

0

、

、

、

。

。

、

、

、

畜

0

獨
占
は
「
各
國
の
商
人
及
び
製
造
業
者
に
さ
り
て
は
そ
の
國
内
市
場
の
獨
占
を
自
己
の
為
に
完
全
に
確
保
す

ヽ
｀
ヽ
"
、
0

、
"
、
、
、
、
。
、

o

o

る
こ
さ
は
そ
の
利
益
で
あ
る
」
さ
こ
ろ
よ
り
生
れ
た
も
の
で
、
「
此
黙
に
闘
し
彼
等
の
利
盆
は
人
民
大
衆
の
利
盆
さ
直
接
に

全
反
し
て
居
る
」
さ
考
へ
、

然
る
限
り
國
家
の
干
渉
が
是
認
さ

占
を
完
全
に
確
保
し
て
く
れ
る
虐
の
外
國
品
の
輸
入
に
諜
す
る
謡
制
限
の
最
初
の
痰
明
者
元
祖
で
あ
っ
た
様
に
思
は
れ

44 

る
」
さ
し
、

す
る
こ
同
一
の
排
他
的
特
櫂
を
獲
得
せ
ん
さ
帝
自
然
努
力
す
る
。

従
っ
て
彼
等
こ
そ
は

彼
等
の
た
め
に

獨
占
批
判

す
る
は
談
で
あ
る
、

及
び
或
種
の
公
共
施
設
を
行
ひ
、
且
つ
維
持
す
る
義
務
を
拳
げ
て
ゐ
る
が

`

o

.

 

の
義
務
あ
り
ご
さ
へ
な
し
、

ス
ミ
ス
の
自
由
を
完
全
な
自
由
さ
解

ス
ミ
ス
の
自
然
的
自
由
に
は
か
＼
る
限
界
が

43) A. Smith, ibid, Vol. II. P. 184. 
44) A. Smith, ibid, Vol. I. P. 427. 
45) A. Smith, ibid, Vol. I. P. 458. 
46) A. Smith, ibid, Vol. I. P. 458. 



に
現
は
れ
て
ゐ
る
が

ス
ミ
ス
は
ト
マ
ス
マ
ン
が
國
内
裔
業
を
外
固
貿
易
の
従
物
さ
見
倣
す
を
難
じ
、
「
内
地
即
ち
國
内
商

國
内
商
業
尊
重
論
國
内
商
業
セ
外
固
貿
易
に
比
し
て

軍
ん
す
べ
し
ご
な
す
恩
想
は
、

軍
梨
主
義
の
思
想
の
中
に
も
既

結
果
ビ
し
て
の
獨
占
を
も
否
定
せ
る
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

て
、
資
本
制
生
産
を
登
逹
せ

し
め
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
衰
本
主
義
が
一
定
の
段
階
に
逹
す
る
マ
」
、

る
べ
き
で
、
こ
れ
が
ス
ミ
ス

の
自
由
放
任
の
思
想
ご
し
て
現
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、

更
に
ス
ミ
ス
が
衰
本
主
義
的
自
由
の

営
然
こ
れ
は
否
定
さ

煎
商
主
義
は
資
本
痰
逹
促
進
の
必
要
上
特
許
制
度
を
濫
疲
し
、
獨
占
を
公
認
し
た
。

こ
は
そ
の
府
す
高
利
澗
＜
」
相
待
っ

縦
令
恐
ら
く
矯
正
す
る
を
得
な
く
っ
こ
も
、
彼
等
自
身
以
外
の
何
人
の
静
穏
を
も
攪
飢
せ
し
め
ざ
る
様
甚
だ
容
易
に
防
過
し

③

、
"
‘
、
、
‘
`

得
る
で
あ
ら
う
」
さ
し
て
、
こ
＼
に
罰
家
介
入
の
必
要
を
認
め
て
居
る
。

業
者
商
人
の
獨
占
根
性
は
矯
正
し
得
る
か
。

ス
ミ
ス
は
答
へ
て
「
商
人
及
び
製
造
業
者
の
賤
劣
な
る
貪
焚
、
獨
占
根
性
は

で
、
こ
は
大
商
業
資
本
の
所
有
者
は
各
國
民
の
全
産
業
の
指
導
者
で
あ
り
、
指
輝
者
で
あ
り
、

之
に
倣
ふ
か
ら
で
あ
る
さ
す
る
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
は
獨
占
の
弊
害
を
右
の
如
く
學
げ
て
わ
る
が

然
ら
ば
か
4

る
製
造

扉
主
の
な
す
所
は
努
働
者

の
自
然
的
増
加
を
妨
ぐ
る
が
故
に
そ
の
結
果
は
國
民
の
表
本
か
ら
得
る
所
得
額
を
減
じ
、

節
約
の
風
を
失
は
し
む
る
も
の

の
國
の
勤
勉
な
る
住
民
に
典
へ
る
こ
ご
を
妨
害
す
る
も
の
で
あ
り

「
商
業
利
潤
を
高
め
る
も
土
地
の
改
良
を
害
し
」
資
本

更
に
よ
り
多
く
の
所
得
を
こ

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

れ
る
場
合
に
該
賞
す
る
の
で
あ
る
。

方
策
」
の
如
く
に
、
資
本
が
左
な
き
に
比
し
、
更
に
よ
り
多
祉
の
生
産
的
努
働
を
維
持
し
、

第

四

琥

一

四

四

ヽ
~
冒
。
、
、

ス
ミ
ス
に
依
れ
ば
こ
の
獨
占
精
帥
は
「
軍
商
主
義
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
卑
劣
有
害
な
る

第

六

巻

七
六
六

47) A. Smith, ibid. Vol. II. P. 103-1!7. 
48) A. Smith, ibid, Vol. I. P. 458 



料
及
び
生
産
機
闘
を
資
本
の
物
的
要
素
に
轄
化
せ
し
め
る
行
程
は
、

商
業
を
重
要
親
す
る
見
解
は
是
認
出
来
す

第

六

巻

七

六

七

同
時
に
ま
た
資
本
の
た
め
に
同
内
市
場
を
造
り
出
す

業
は
凡
ゆ
る
商
業
の
中
敢
も
重
要
な
る
商
業
同
一
の
資
本
が
敢
大
の
所
得
を
典
へ
、

，
 

し
て
く
れ
る
商
業
」
さ
の
べ
て
ゐ
る
。

ス
ミ
ス
に
依
れ
ば
國
内
商
業
は
自
國
の
一
地
に
購
ひ
他
地
に
賣
る
の
で
あ
っ
て
、

二
個
の
内
固
資
本
を
阿
轄
す
る
こ
さ
ご
な
り
、
且
つ
そ
の
報
酬
の
来
る
の
も
早
く
、

勤
努
の
奨
励
支
持
を
典
へ
、
所
得
を
典
へ
る
こ
さ
さ
な
り
、
國
内
商
業
の
生
産
消
費
に
封
す
る
闘
係
は
、

國
内
商
業
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
商
業
中
最
も
軍
要
な
り
さ
云
ひ
、
市
商
ヽ
王

か

義
者
が
國
内
商
業
よ
り
外
國
貿
易
を
重
ん
す
る
思
想
に
鉗
立
せ
し
め
た
。
然
し
ス
ミ
ス
は
決
し
て
、

人
為
的
保
護
助
長
を
主
脹
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
國
内
商
業
の
重
要
な
る
こ
さ
以
上
の
如
し
さ
雖
も
、

封
す
る
闊
心
は
、

必
然
に
彼
を
導
き
、
社
會
の
為
に
利
盆
す
る
利
用
方
法
を
選
ば
し
め
る
の
で
あ
っ
て
、

安
全
性
を
念
さ
す
る
欲
求
は
、
利
潤
等
し
け
れ
ば
、
圃
内
商
業
へ
の
投
脊
へを
先
に
選
ぶ
故
に
、

要
は
な
い
さ
考
へ
た
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
の
國
内
商
業
尊
重
の
思
想
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

も
さ
よ
り
、

第

四

披

一
四
五

國
内
商
業
の
積
極
的

重
商
主
義
の
外
國
貿
易
尊
重
へ
の
一
反
動
さ
も
見
倣
し
得
る
が
、
更
に
深
く

考
ふ
れ
ば
小
農
民
の
土
地
よ
り
の
分
離
・
努
働
者
群
の
褻
生
・
自
給
自
足
経
清
の
全
面
的
崩
壊
が
、

國
内
滴
業
の
重
要
性

を
増
し
て
来
た
事
を
物
語
る
も
の
さ
見
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
小
農
民
を
賃
銀
努
働
者
に
轄
化
せ
し
め
、
彼
等
の
生
活
資

椛
よ
り
見
て
も
遥
に
外
國
貿
易
を
凌
ぐ
も
の
あ
り
、

理
論
的
に
は
外
國
貿
易
に
勝
つ
て
、
國
内

國
家
は
別
に
干
渉
す
る
必

例
へ
ば
資
本
の

各
個
人
の
自
利
に

そ
の
取
扱
商
品

そ
の
國
民
に
多
く
の
仕
事
を
典
へ
、
ー

國
民
に
最
も
多
大
の
仕
事
を
作
り
出

49) A. Smith, ibid, Vol. 1. P. 401. 
50) 拙稿~商業被能學説の疲展。
51) A. Smith, ibid, Vol. I. P. 420. 



述
ぺ
た
が
、

蓋
し
穀
物
の
①
消
費
額
最
大

然
し
自
由
に
放
任
せ
ば
獨
占
買

穀
物
廂
の
自
由
に
一
任
せ
ば
年
の
豊
凶
を
察
し
債
格
を
迎

重
商
主
義
の
國
内
滴
莱
統
制

も
の
で
あ
る
。
農
民
家
族
は
従
前
大
部
分
を
自
か
ら
消
費
す
ぺ
ぎ
生
活
衰
料
や
原
料
を
生
産
し
加
工
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る

そ
れ
は
大
な
る
小
作
農
業
者
に
依
つ
て
販
費
さ
れ
る
。
彼
は
マ
•
―
―

ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ー
ア
の
内
に
市
場
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
絲
や
り
ン
ネ
ル
や
粗
製
毛
織
物
な
ざ
、

が
自
家
の
原
料
を
以
つ
て
自
家
使
用
の
た
め
に
紡
織
し
て
ゐ
た
詣
種
の
物
品
は
、

ニ
ュ
ア
ア
ク
チ
ュ
ー
ア
製
品
に
轄
化
さ
れ
る
。
従
前
己
れ
自
身
の
計
算
を
以
て
、

今
や
股
村
地
方
を
販
路
さ
す
る
所
の
マ

る
。
即

t
蒋
来
の
自
螢
農
民
が
牧
奪
を
受
け
て
生
窟
機
闘
か
ら
分
離
さ
れ
る
事
賓
さ
相
蚊
ん
で
、

而
し
て
斯
か
る
農
村
家
庭
的
工
業
の
破
壊
の
み
が
、
資

本
制
生
産
方
法
の
必
要
ご
す
る
範
固
ご
蔀
固
ご
を
國
内
市
場
に
典
へ
得
る
の
で
あ
る
」
ス
ミ
ス
の
固
内
糊
業
尊
璽
の
背
景

軍
廂
主
義
が
商
品
廉
憤
の
必
要
上
よ
り
穀
物
流
通
に
制
殿
を
加
へ
た
こ
，
さ
は
先
に

ス
ミ
ス
は
こ
の
制
限
を
不
用
の
も
の
な
り
ご
し
否
却
つ
て
弊
害
あ
り
さ
し
、

の
利
害
も
社
曾
的
利
害
さ
決
し
て
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、

じ
て
消
費
や
需
給
の
調
節
を
岡
つ
て
、
磯
飩
鋏
乏
の
豫
防
剤
さ
な
り
得
る
こ
ご
を
説
く
。

穀
物
商
業
の
制
限
に
封
す
る
反
封

に
は
か
4

る
客
観
的
事
賓
が
支
配
す
る
の
で
あ
る
。

自
由
放
任
を
主
張
し
、
穀
物
裔

占
の
恐
あ
り
ご
の
説
に
封
し
て
は
、
穀
物
は
か
＼
る
恐
の
最
も
少
き
商
品
で
あ
る
さ
述
ぶ
。

が
行
は
れ
、
農
工
業
間
の
分
雖
行
程
が
進
ん
で
来
る
の
で
あ
る
。

農
村
的
湖
工
業
の
破
壊

に
見
出
さ
れ
た
澤
山
の
個
別
分
散
的
な
顧
客
は
、

今
や
工
業
資
本
か
ら
供
給
を
受
け
る
所
の
・
大
市
場
に
集
校
せ
し
め
ら

52) K. Marx, Das Kapital. Bd. I. S. 676, 677. 

が
、
此
等
の
も
の
は
今
や
商
品
こ
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

榮
働
に
従
事
せ
る
多
敷
小
生
荏
者
の
間

第

六

巻

七

六

八

約
し
て
い
へ
ば
各
農
家

第

四

披

、一
四
六



は
穀
物
商
に
必
要
な
資
本
を
二
つ
に
分
た
し
む
る
も
の
で
、

現
し
得
す
、
却
つ
て
商
人
の
介
入
あ
る
方
が
廉
債
を
期
特
し
得
る
さ
す
る
の
で
あ
り
、

製
造
業
者
の
場
合
の
「
資
本
使
用
上
の
此
分
割
を
然
ら
ざ

、
、
、
．
。
、
、
。
、
、
．

れ
ば
進
行
す
る
よ
り
も
強
い
て
こ
吋
速
か
に
進
行
さ
せ
よ
う
さ
務
め
た
」
法
律
ご
共
に
「
自
然
的
自
由
の
明
白
な
る
俊

g
 

害
」
で
あ
り
、
「
不
正
不
裳
で
あ
り
」
「
無
穏
」
で
あ
っ
て
こ
の
種
の
事
物
は
決
し
て
強
制
も
さ
れ
す
、

叉
妨
害
も
さ
れ

即

ざ
る
こ
さ
が
、
各
社
會
の
利
益
で
あ
る
こ
論
じ
而
も
特
に
前
の
法
律
は
後
の
法
律
よ
り
も
悪
い
さ
云
つ
て
居
る
。

本
主
義
痰
展
速
進
化
の
必
要
廣
市
場
開
拓
の
欲
求
は
一
方
農
産
物
の
廉
債
を
要
求
す
る
さ
共
に

W
‘
|
G、
の
過
程
の
促
進

を
は
か
り
、
製
造
品
に
封
し
て
荊
人
介
在
を
認
め
た
の
で
あ
ら
う
が
、

軍
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

に
進
行
す
る
こ
さ
を
妨
害
し
よ
う
さ
努
め
た
」
も
の
で
あ
り

第

六

巻

七

六

九

第

四

賦

一
四
七

ス
ミ
ス
の
時
代
資
本
主
義
の
な
奴
展
は
法
律
を
以
て

蓋
し
査

こ
は
資
本
の
「
分
割
が
そ
れ
程
速

土
地
の
改
良
を
害
す
る
上
に
、

彼
等
の
望
ん
だ
廉
債
を
も
賓

す
を
紫
じ
て
ゐ
る
こ
さ
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
が

ス
ミ
ス
は
進
ん
で
こ
の
法
律
を
批
判
す
る
。

彼
に
依
れ
ば
こ
の
法
律

ヱ
ド
ワ
ー
ド
六
世
朝
の
法
律
第
十
四
章
で
は
、

の
財
貨
な
る
こ
こ
③
分
散
的
に
生
産
さ
れ
る
こ
さ
⑪
野
内
穀
物
商
の
敷
多
き
こ
ご
の
た
め
、

封
内
穀
物
商
の
関
結
よ
り
も
窮
ろ
政
府
の
干
渉
よ
り
起
る
も
の
で
あ
り
、
例
令
如
何
な
る
饒
飩
さ
雖
も
、

も
の
で
は
な
く
、
自
由
な
る
商
業
さ
そ
の
結
果
た
る
自
由
な
る
調
節
の
行
は
る
し
所
で
は
、

③
 

し
た
。
こ
れ
彼
の
穀
物
流
通
自
由
の
主
張
の
根
腺
で
あ
る
が
、
重
商
主
義
さ
異
り
、

た
こ
さ
は
注
目
に
値
す
る
。

夫
程
普
遍
的
な

消
費
者
的
見
地
よ
り
之
を
基
礎
づ
け

穀
物
滴
を
強
制
的
に
小
賓
商
人
た
ら
し
め
一
方
製
造
業
者
の
小
訟
梵
を
な

容
易
に
之
を
脱
し
得
る
さ
な

然
る
の
で
あ
っ
て
、
饒
飩
は

53) A. Sm.th, ibid, Vol. II. P. 26-37. 
54) Smithの “asimpolitic as they were unjust" (ibid, Vol. II. P. 32) の

"impolitic’'は竹内謙二氏は不得笛と課し河上雖氏は鉦租と課す（籾浣學大
..― ・ ら—

綱 572頁）雨者で大部意味か違って末る様だが私は寧ろ文字通リ無酪と諜

す方がこの場合適嘗と思ふ。
55) A. Smith, ibid, Vol. II. P. 32. 



碩
商
主
義
の
闊
内
商
業
統
制

フ
ァ
ー
ヂ
ン
グ
の
「
国
家
的
干
渉
へ
の
抗
喰
が
な
さ
れ
う
る
た
め
に
は
、

容
易
に
こ
れ
を
以
て
米
債
を
動
か
し
得

殆
ん
ざ
不
可
能
な
り
し
故
か
＼
る
主
張
も

ス
ミ
ス
は
「
法
律
は
批
人
に
彼
等
自
身
の
利
盆
に
つ
い
て
の
配
慮

を
安
ん
じ
て
一
任
す
べ
き
で
あ
り
」
こ
は
「
枇
人
は
自
己
の
地
理
的
情
況
上
、
己
の
利
盆
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、

6
 

一
肝
良
く
判
断
す
る
こ
さ
が
、
通
常
出
来
る
」
か
ら
だ
さ
す
る
。

か
つ
有
害
な
る
こ
さ
が
立
證
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

、、
0

、
、
、

法
に
到
す
る
続
涜
の
優
越
性
が
立
證
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
さ
の
言
葉
を
思
ひ
出
す
の
で
あ
る
。

ま
づ
経
惰
生
活
に
さ
り
斯
る
國
家
立
法
の
不
要

。
、
"
‘
`
‘

す
な
は
ち
固
家
の
法
律
に
釘
抗
し
て
続
渭
の
自
立
性
さ
國
家
立

ヱ
ド
ワ
ー
ド
六
世
朝
の
法
律
は
後
チ
ャ
ー
レ
ス
ニ
世
の
法
律
に
よ
り
緩
和
さ
れ
た
こ
さ
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、

ス
は
こ
の
法
律
を
賞
替
し
て
「
内
國
穀
物
商
業
が
従
来
芍
く
も
享
柴
し
た
一
切
の
自
由
さ
保
談
を
得
た
の
は
こ
の
法
律
か

ら
で
あ
る
」
ご
な
し
て
ゐ
る
。
而
も
こ
の
法
律
す
ら
尚
①
或
一
定
の
債
格
に
逹
し
た
る
後
に
は
買
占
は
有
害
で
あ
る
ら
し

く
見
倣
す
こ
さ
②
一
定
の
債
格
に
逹
し
た
る
後
に
は
フ
ォ
ウ
ア
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
さ
は
有
害
で
あ
る
ら
し
く
見
倣
す
も
の

隧

さ
し
て
、
こ
れ
を
攻
撃
し
自
由
放
任
の
徹
底
化
を
主
張
し
て
ゐ
る
。

思
ふ
に
ス
ミ
ス
の
時
代
尚
査
本
は
小
に
し
て
、
穀
物
の
大
麓
買
占
の
如
ぎ
、

或
意
味
で
は
是
認
さ
れ
た
の
だ
ら
う
が
、
資
本
の
疲
逹
が
或
段
階
に
逹
す
る
や
、

る
の
で
あ
っ
て
、
か
＼
る
ス
ミ
ス
の
主
張
が
容
れ
ら
れ
得
ぬ
は
明
白
で
あ
る
。
こ
＼
に
於
て
も
我
等
は
、
ス
ミ
ス
の
信
念

に
も
闘
ら
す
、
ス
ミ
ス
の
學
説
の
相
到
性
＇
ー
ー
す
べ
て
の
思
想
や
政
策
の
相
酎
性
に
就
い
て
痛
感
す
る
。
然
し
ス
ミ
ス
の
國

が
能
く
し
得
る
よ
り
も

之
を
岡
る
必
要
な
き
域
に
逹
し
た
も
の
さ
思
は
れ
る
。

ス

J

＼
に
於
て
か
我
等
は
ヒ
ル

第

六

巻

七

七

0

第

四

琥

立
法
者

一
四
八

56) A. Smith, ib~d, Vol. II. P. 32. 
57) R. Hilferding, a. a. 0. S. 376. 
58) A. ~mith, ibid, Vol. II. P. 34, 35. 



第

六

巻

七

七

第

四

絨

一
四
九

工
業
生
赤
費
引
下
の
た
め
の
穀
物
流
通
制
限
に
酎
す

る
と
思
ふ
。

．
都
市
と
農
村

農
村
は
都
市
に
生
活
の
手
段
及
ひ
製
造
業
の
原
料
を
供
給
し
、
都
會
は
農
村
に
製
造
品
を
供
給
し
、

、
、
、
~
、
、

本
来
は
相
互
的
で
あ
り
互
悪
的
で
あ
る
が
、
こ
の
交
互
的
利
盆
は
従
来
政
府
の
干
渉
そ
の
他
人
為
的
障
害
で
阻
害
さ
れ
て

劣

来
た
さ
な
し
、
こ
の
方
面
で
も
自
由
放
任
を
主
張
し
た
こ
．
こ
は
私
の
先
に
論
述
批
判
し
た
所
で
あ
る
。

義
が
商
品
流
通
に
力
を
致
せ
る
は
之
を
是
認
す
る
も
、
例
へ
ば
遊
路
の
如
ぎ
も
、

逍
は
良
好
な
れ
ご
も
、

政
府
直
戟
の
所
で
は
、
都
市
間
の
大
騨

ー6
 

地
方
的
の
も
の
は
荒
殷
に
師
し
て
ゐ
る
こ
さ
を
難
じ
て
ゐ
る
。

市
農
村
の
分
業
の
確
立
、
同
内
市
場
さ
し
て
の
農
村
の
煎
要
化
は
そ
の
利
谷
の
交
互
袢
の
主
張
ご
な
っ
て
現
は
れ
た
の
で

自
然
的
自
由
の
も
さ
で
は
、
相
互
の
調
和
的
彼
展
の
可
能
性
を
信
じ
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。

以
上
英
國
に
於
け
る
璽
裔
主
義
の
固
内
尚
業
統
制
批
判
を
主
さ
し
て
ス
ミ
ス
に
就
て
考
察
し
た
。

自
由
の
主
張
、
外
國
貿
易
尊
煎
に
到
す
る
國
内
荊
業
尊
重
の
主
張
、

る
自
由
の
主
張
、
國
家
立
法
に
封
す
る
経
清
的
優
越
性
の
主
張
等
生
み
の
悩
を
脱
し
て
漸
く
自
己
の
姿
を
確
立
し
か
し
つ

た
資
本
主
義
を
背
景
さ
し
て
は
一
の
必
然
的
主
張
で
あ
る
さ
は
い
へ
而
も
こ
の
揺
筐
期
の
學
説
に
有
勝
の
如
く
彼
の
見
解

軍
廂
主
義
の
國
内
商
業
統
制

獨
占
特
椛
に
封
す
る

あ
ら
う
が
、
而
も
彼
の
時
代
の
客
観
的
情
勢
に
支
配
さ
れ
て
、
都
市
農
村
の
利
害
相
反
の
必
然
性
ま
で
は
洞
察
し
得
す
、

壺
し
ス
ミ
ス
の
時
代
に
於
け
る
都

ス
ミ
ス
は
重
商
主

そ
の
交
易
の
利
盆
は

重
商
主
義
は
都
市
セ
、
重
農
主
義
は
農
村
を
尊
煎
し
た
が
、

ス
ミ
ス
は
都
市
農
村
間
の
商
業
に
よ
り
、

、
、
。
、
。
、
、
。
ヽ
ヽ
ー
、
｀
ヽ

家
立
法
に
封
す
る
経
溝
の
侵
越
性
を
説
き
し
は
、
資
本
主
義
褻
展
上
の
一
期
を
割
す
る
も
の
さ
し
て
、

注
目
す
ぺ
き
で
あ

59) A. Smitd, ibid, Vol. I. P. 356. Vol. II. !83, 184. 
60)拙稿、商業椴能學説の疲展。
61) A. Smith, ibid, Vol. II. P. 220. 



想
も
、
恰
も
征
が
堕
商
主
義
を
攻
漿
し
た
如
く
、
今

H
で
は
刺
烈
な
る
批
判
の
封
象
さ
な
っ
て
ゐ
る
こ
さ
は
我
等
の
周
姉

甫
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

8
 

は
屈
々
軍
商
主
義
に
飩
り
頂
殷
主
義
の
主
張
を
採
り
入
れ
、
或
は
債
値
を
榮
働
に
於
て
求
め
な
が
ら
も
投
下
努
働
ご
支
配

こ
れ
を
理
論
的
に
見
れ
ば
極
め
て
矛
盾
多
き
見
解
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

而
も
こ
の
理
論
的
矛
附
に
脳
ら
す
、
否
矛
眉
あ
る
が
故
に
、

な
反
薯
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
寅
際
的
要
求
は
理
論
的
一
貫
性
に
先
立
つ
。

に
謳
ら
れ
、

ス
ミ
ス
の
主
張
も
先
づ
寅
際
的
要
求
の
術
動

理
論
的
一
買
性
を
後
よ
り
基
礎
づ
け
様
さ
し
た
努
力
さ
へ
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
「
プ
ル
ヂ
ヨ
ア
の
國
家
観

た
他
方
に
お
い
て
は
、
ギ
ル
ド
的
封
鎖
的
手
工
業
の
特
樅
お
よ
び
獨
占
に
封
抗
し
て
、

ク
チ
ュ
ア
の
利
益
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
固
家
干
渉
へ
の
抗
手
が
な
さ
れ
う
る
た
め
に
は
、

生
活
に
さ
り
斯
か
る
國
家
立
法
の
不
要
か
つ
有
害
な
る
こ
ご
が
立
證
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

す
な
は
ち
國
家
の
法
律

ゅ

に
封
抗
し
て
、
経
済
の
自
律
性
ご
固
家
立
法
に
対
す
る
経
溝
の
優
越
性
ご
が
立
證
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。

、
、
。
。
、

の
11

取
も
佑
黙
的
地
位
に
立
つ
想
想
家
の
一

人
と
し
て
ス
ミ
ス
を
見
出
す
の
で

`
‘
~
、
、

ス
ミ
ス
も
軍
農
主
義
者
の
多
く
の
如
く
、
自
己
の
學
説
主
張
を
永
久
の
館
理
ご
信
じ
て
ゐ
セ
様
で
あ
る
。

然
し
彼
の
思

あ
る
。

我
等
は
こ
の
「
プ
ル
ヂ
ョ
ア
的
固
家
観
」

ま
す
経
惰

新
興
の
資
本
主
義
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ

褻
生
し
た
。
こ
の
刷
家
観
は
一
方
に
お
い
て
は
、

大
な
る
商
事
會
社
や
植
民
會
社
の
特
梱
お
よ
び
獨
占
に
到
抗
し
て
、
ま

しさ

マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
的
政
策
へ
の
抗
争
に
於
て
、
す
な
は
ち
中
央
集
椛
的
特
椛
賦
興
的
國
家
梢
力
ヘ
の
抗
争
に
於
て

彼
の
思
想
彼
の
主
張
は
賞
時
の
社
會
否
後
の
社
會
に
も
大
き

努
働
さ
セ
混
同
し
｀
債
値
ご
債
格
を
混
同
し

第

六

巻

七

七

第

四

琥

一
五
〇

62)拙梢、商業椴能楳設の疲展。
A. Smith, ibid, Vol. II. P. 173. 

63) R. Hilferding, a. a. 0. S. 376. 



マ
ル
ク
ス
學
説
に
至
っ
て
最
高
潮
に
逹
す
る
も
の
で
あ
る
。

る。 ら
う
か
。

に
典
へ
る
の
で
あ
る
。

壁
の
高
化
、

重
商
主
義
の
理
論
並
に
政
策
は
自
由
主
義
の
全
盛
時
代
を
通
じ
て
、
無
設
さ
れ
、
或
は
排
娘
さ
れ
て
来
た
所
で
あ
る
が

の
所
で
あ
る
。

四
、
重
商
主
義
の
國
内
商
業
統

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

の
現
段
陸
に
袷
け
る
意
義

第

六

巻

世
界
大
戦
後
再
び
重
商
主
義
の
再
桧
討
の
膝
が
一
部
よ
り
起
つ
て
来
た
こ
さ
は
栽
等
の
知
る
所
で
あ
る
。

同
際
間
の
プ
ロ
ッ
ク
経
渭
の
釘
立
、
闊
税
障

れ
ば
、
政
治
的
混
胤
・
富
の
恐
る
べ
ぎ
破
壊
・
泄
界
的
磯
飩
の
危
瞼
゜
努
力
原
料
の
不
足
等
々
を
考
へ
合
は
す
時
、
我
等

は
現
代
の
重
商
主
義
時
代
に
祐
彿
せ
る
こ
さ
を
感
｀
一
が
る
旨
述
ぺ
て
ゐ
る
が
、

金
手
奪
戦
、
固
内
に
於
け
る
統
制
純
滸
の
疲
展
等
は
或
意
味
で
は
軍
商
主
義
政
策
の
復
活
の
如
ぎ
観
を
我
等

然
ら
ば
か
か
る
軍
商
主
義
的
統
制
ご
今
H
の
統
制
経
洲

t
は
そ
の
本
質
を
等
し
う
す
る
も
の
で
あ

重
裔
主
義
的
統
制
は
現
代
に
封
し
て
如
何
な
る
意
義
を
持
つ
て
居
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

、、

"

o

o

。
、
、
0

、
o

.

一
部
の
論
者
は
重
商
主
義
は
全
個
的
原
理
に
基
礎
を
お
く
國
家
主
義
的
閤
形
で
あ
り
、

、
、
畜
ヽ
0

0

"

基
礎
を
お
く
個
人
主
義
的
個
系
で
あ
り
、

問
題
は
こ
こ
に
あ

ヽ

0
"
、、

重
農
主
義
は
個
閥
的
原
理
に

前
者
っ
こ
「

lE
」
「
反
」
の
闘
係
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
個
人
主
義
原
理
は

場
に
立
つ
て
自
己
の
開
系
を
打
立
て
ん
>
こ
し
た
が
、

そ
の
時
代
の
客
観
的
事
賓
に
支
配
さ
れ
て
、

我
等
は
思
想
や
政
策
の
相
封
性
に
つ
い
て
し
み
じ
み
さ
感
す
る
。

七
七
三

第

四

琥

一
五

ま
だ
之
れ
を
確
立
し
得

な
か
っ
た
が
、
既
に
そ
の
基
礎
の
確
立
せ
る
現
代
の
動
向
は
必
然
個
開
の
原
理
さ
全
閥
の
原
理
さ
を
箕
の
内
面
的
統
一
に

J

の
間
ス
ミ
ス
は
園
閥
的
原
理
、
個
人
的
原
理
の
止
揚
の
立

、
コ
ナ
ー
ル
に
依

1) Rene Gonnard, Histoire des Doctotines economiques. P. ・ 83, 84. 



q
註い）

に
野
す
る
個
骰
原
理
の
膀
利
さ
云
は
る
る
も
の
は

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

‘‘ク2
 

、
、
、
、

於
て
把
握
せ
る
國
民
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
さ
す
る
。

今
こ
の
説
の
賞
否
は
暫
く
お
き
、
私
は
別
の
見
地
よ
り
、
資
本
主
義
喪
展
過
程
に
浩
つ
て
、

統
制
へ
、
自
由
へ
、
向
ふ
ぺ
き
必
然
性
を
見
出
し
、

は
産
婆
役
こ
し
て
「
力
」
を
必
要
さ
す
る
わ
け
で
、

た
。
生
み
の
悩
へ
の
「
力
」
ざ
し
て
國
家
椛
力
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

、
・
、

．． 

ら
の
登
展
的
契
機
を
自
ら
の
中
に
も
つ
。
國
家
的
保
誰
干
渉
は
不
用
さ
な
る
。
こ
こ
に
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
的
國
家
観
マ

0

0

0

ヽ
奮
ヽ

ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
政
鍍
へ
の
抗
手
ご
な
っ
て
現
は
れ
、
立
法
に
刃
す
る
経
消
の
優
越
性
が
説
か
れ
、
獨
占
特
樅
に
釘
し
て

畜
。
、
~
、
、
奮
ヽ
、
．

経
清
的
自
由
が
高
唱
さ
れ
、
國
家
的
統
制
に
釘
し
て
佃
人
的
自
由
が
叫
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

的
抱
東
よ
り
咲
本
主
義
祉
合
を
解
放
し
、

表
本
の
蓄
積
、

一
五
二

、

生
在
物
の
商
品
化
、
賽
本
の
痰
展
の
促
進
等
そ
の
基
礎
を
確
立

し
た
。
自
由
主
義
は
、
経
涜
的
自
由
を
モ
ッ
ト
ー
ご
し
て
森
本
主
義
祉
會
を
育
て
、

内
容
を
完
賓
し
た
。
所
謂
関
閤
原
理

t
 

号
＂

か
か
る
査
本
主
義
痰
展
の
必
然
的
過
程
に
横
は
る
一
現
象
で
あ
る
。

自
由
主
義
と
統
制
主
義

に
到
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
時
期
を
通
じ
て
國
家
的
統
制
は
行
は
れ
て
ゐ
る
、
た
ゞ
そ
の
程
度
の
差
に
過
ぎ
ぬ

"
‘
、
、
、
、
、

0

畜
ヽ
ヽ
、
、
、
、
。
、
、
、
畜
ヽ
~

と
い
ふ
見
解
が
あ
る
。
作
田
荘
一
数
援
の
見
解
が
そ
れ
で
教
授
に
よ
れ
ば
「
自
由
七
義
は
個
人
の
自
由
行
動
を
許
容
す
る
所
の
國
家
的

畜
ヽ
、
、
~
、
、
富

統
制
の
主
義
で
あ
り
、
従
つ
て
自
然
の
事
賞
で
は
な
い
。
統
一
主
義
の
下
に
て
は
國
民
網
浣
の

H
的
賞
現
に
就
て
國
家
の
指
園
が
廣
(

細
（
行
は
れ
る
が
、
自
由
主
義
は
そ
の
指
閾
を
出
来
る
だ
け
茅
控
へ
る
。
か
く
國
家
の
指
岡
に
代
つ
て
見
え
ざ
る
手
の
指
闘
が
行
は
れ

マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
は
封
建

既
に
資
本
主
義
は
生
れ
た
。
資
本
主
義
は
自

こ
の
力
は
國
家
椛
力
或
は
専
制
君
主
制
の
形
式
を
採
つ
て
現
は
れ

義
は
封
建
制
度
の
桂
桔
を
否
定
し
て
立
っ
た
資
本
主
義
の
誕
生
で
あ
る
。

蓋
し
一
の
祉
會
制
度
よ
り
他
へ
の
轄
化
行
程
に

以
つ
て
現
在
の
統
制
経
清
の
本
質
を
把
握
し
た
い
さ
息
ふ
。
重
商
主

そ
の
褻
展
の
中
に
、
或
は

第

六

巻

七

七

四

第

四

就

2) 石川典二氏•市民主義•國家主義•國民主義（網済論叢•第三十七巻第四就）
3) K. Marx, Das Kapital, Bd. I, S. 650. 



思
ふ
。

る
。
し
か
し
こ
の
場
合
に
も
國
家
が
初
か
ら
指
図
し
得
な
い
や
う
に
社
會
か
ら
撃
退
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
且
統
一
主
義
に
よ
っ
て

某
礎
を
固
め
た
後
は
、
自
ら
一
々
指
湖
し
な
い
こ
と
が
國
民
飼
浣
の
進
歩
に
と
つ
て
得
策
で
あ
る
と
見
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
恰
も

自
然
の
疲
展
に
任
か
せ
よ
う
と
す
る
自
由
主
義
数
育

の
や
う
な
も

の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
自
由
主
義
も
亦
統
制
の

一
形
態
で
あ

り
、
こ
の
主
義
に
よ
っ
て
統
制
の
本
質
が
失
は
れ
た
の
で
は
な
い
」
と
。
自
由
主
義
に
も
或
意
味
で
國
家
的
統
制
が
行
は
れ
る
と
見
得

る
と
の
数
授
の
見
解
に
は
賛
成
出
末
る
と
思
ふ
°
ス
ミ
ス
さ
へ
自
由
放
任
を
主
張
し
つ
4

も
一
方
「
正
義
の

法
を
使
ざ
ざ
る
限
り
」
と

と
の
條
件
を
附
し
或
楊
合
は
國
家
に
干
渉
の
義
務
さ
へ
認
め
て
ゐ
る
こ
と
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
た
ゞ
い
づ
れ
が
支
配
的
で
あ
る
か

が
問
題
な
の
で
あ
る
。
自
由
主
義
に
も
國
家
は
存
在
し
、
そ
れ
特
有
の
國
家
践
は
あ
る
わ
け
で
あ
る
、
尤
も
國
家
の
質
如
何
は
今
問
題

と
せ
な
い
、
又
ス
ミ
ス
流
の
「
正
義
の

法
」
の
「
正
義
」
の
意
味
も
ー
勿
論
こ
れ
に
は
色
々
の
陪
繹
が
あ
る
が
ー
今
問
題
と
せ
な
い
。

か
く
て
資
本
主
義
は
そ
の
内
的
必
然
性
に
従
っ
て
痰
展
し
た
。
然
し
そ
の
発
展
が
一
定
段
階
に
逹
す
る
や
、

斐
化
が
起
る
。
自
由
競
争
の
止
拗
、
獨
占
の
支
配
が
こ
れ
で
あ
る
。
資
本
の
有
機
的
構
成
の
古
回
度
化
、
利
潤
率
低
下
、
流

通
期
間
の
延
長
に
件
ふ
販
賓

競

手

の

激
化
、
こ
れ
等
は
自
由
主
義
続
溝
維
持
の
困
難
を
訴
へ
る
。

｀ヽ
・

の
轄
換
期
で
あ
り
、

墓
場
で
あ
る
。
こ
＼
に
資
本
主
義
維
持
の
た
め
の
努
力
を
そ
の
焚
革
の
た
め
の
要
求
ご
が
生
れ
る
こ

さ

4
な
る
。
そ
し
て
附
方
面
か
ら
「
國
家
」
が
「
力
」
が
召
出
さ
れ
る
。

「
国
家
」
こ
の
「
力
」
は
二
つ
の
異
る
要
求
を
代
表
す
る
。

、
、
。
。
、
、

一
は
資
本
主
義
革
新
の
た
め
の
「
力
」

我
等
の
統
制
経
溝
の
現
段
階
は
こ
＼
に
あ
る
ご

重
商
主
義
の
否
定
が
自
由
主
義
で
あ
っ
た
に
釘
し
自
由
主
義
の
否
定
が
現
段
階
の
統
制
で
あ
る
。
こ
の
場
合
こ
の

`
‘
、
、
、
、

一
は
資
本
主
義
維
持
の
た
め
の
「
力
」

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

へ
の
要
求
で
あ
る
。

第

六

巻

七

七

五

第

四

跛

一
五

我
等
は
今
日
統
制
経
滑
の
本
質
を
見
る
さ
き
、
常
に
こ
の
附

へ
の
要
求
で
あ
り
、

獨
占
は
既
に
資
本
主
義

•• 一
の
質
的

4) 作田荘ー著畜自然網浣と意志籾浣• 113頁。
5)石川興二著薔細浣學の甚礎問題、 309頁。



第
二
従
っ
て
國
家
的
統
制
の
野
象
も
現
段
階
で
は
非
常
に
複
雅
化
し
て
ゐ
る
。

題
さ
せ
な
い
。

ト
ラ
ス
ト
の
如
き
の
統
制
部
面
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。

大
商
人
中
商
人
小
商
人

個
人

重
廂
主
義
の
場
合
の
様
に
同
じ
く
、

尤
も
脚
家
も
一
の
賽
本
獨
占
で
あ
る
さ
の
説
の
桧
討
は
こ
＼
で
は
問

て
個
人
的
活
動
が
拘
束
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第

甫
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

部
面
に
着
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
尤
も
こ
の
資
本
主
義
革
新
へ
の
國
家
的
樅
力
の
要
求
は
、
屈
々
こ
れ
を
本
質
的
に
見
れ
ば

贅
本
主
義
維
持
の
た
め
の
カ
ン
フ
ラ
ー
ジ
ュ
に
過
ぎ
ぬ
場
合
も
あ
ら
う
が
今
こ
の
桧
討
は
暫
く
お
く
。
兎
に
角
私
は
同
じ

く
「
力
」
「
國
家
」
が
召
出
さ
れ
な
が
ら
も
、
衰
本
主
義
夜
生
期
を
反
映
す
る
軍
商
、
モ
義
的
統
制
さ
資
本
主
義
韓
換
機
を
反

映
す
る
現
段
階
の
統
制
経
惰
さ
の
間
に
は
、
本
質
的
相
違
が
見
出
し
得
る
さ
思
ふ
。

が
動
苔
の
さ
れ
な
く
な
っ
て
生
れ
出
た
も
の
で
あ
る
。

義
〗(
j
u
n
g
K
a
p
i
t
a
l
i
s
m
u
s
)
 

~
る
重
商
主
義
の
そ
れ
さ
の
興
味
あ
る
野
象
を
な
し
得
ろ
さ
思
ふ

C
今
問
題
を
醗
給
組
織
の

分
野
に
限
り
、
類
似
黙
を
翠
げ
、
附
者
の
統
制
の
間
に
於
け
る
本
質
的
相
辿
を
明
に
し
た
い
ご
思
ふ
。

重
商
主
義
的
統
制
も
現
段
階
の
統
制
も
配
給
領
域
に
於
け
る
個
人
的
活
動
の
自
由
を
束
縛
す
る
。

。
、
。
、
、

合
に
於
て
は
統
制
の
主
開
は
、
少
く
も
形
式
的
に
は
國
家
で
あ
り
、
特
許
會
社
の
場
合
も
、

「
若
き
衰
本
、
王

現
代
の
配
給
統
制
の
主
閤
は
國
家
ご
共
に
資
本
統
制
の
場
合
で
は
カ
ル
テ
ル

「
商
人
製
造
業
」
の
た
め
の
統
制
部
面
で
も
、

現
段
階
で
は
上
述
の
夜
本
統
制
へ
の
國
家
統
制
の
部
而
も
あ
れ
ば
、

商
人
へ
の
統
制
の
部
面
も
あ
り
、
月
つ
商
人
フ
こ
雖
も
安
本
の
大
小
に
よ
り
多
く
の
段
階
が
あ
り
、 國

家
の
支
配
が
秤
後
に
あ
っ

然
し
前
の
場

J

の
客
観
的
事
賓
の
反
映
さ
し
て
眺
め
る
さ
き

今
日
の
統
制
続
溝
は
既
に
資
本
、
モ
義

第

六

怨

七

七

i

第

四

琥

一
五
四

6) R. Hilferding, Das Finanzkapital, S. 340. 



第
五

質
は
全
然
異
る
わ
け
で
あ
る
。

第

六

巻

七

七

七

第

四

琥

一
五
五

て
國
内
取
引
の
制
限
債
格
の
統
制
も
た
こ
へ
形
式
的
類
似
性
あ
り
、
同
じ
く
安
本
授
助
を
目
標
さ
し
な
が
ら
も
、
そ
の
性

い
て
は
資
本
主
義
生
産
痰
逹
の
促
進
が
問
題
で
あ
ろ
。

の
あ
る
は
重
商
主
義
時
代
ご
紡
彿
た
る
も
の
が
あ
る
。

は
な
い
。
今
H
外
國
市
場
開
拓
を
更
ん
じ
、
闊
税
を
高
く
し
、

第
四

に
は
見
ら
れ
得
ざ
る
現
象
で
あ
る
。

、
、
、
~

統
制
目
椋
の
複
雑
性
も
軍
商
主
義
時
代
の
統
制
さ
異
る
所
で
あ
る
。

束
セ
脱
し
咲
本
制
生
産
の
基
礎
確
立
が
國
家
的
統
制
の
目
標
で
あ
っ
た
現
代
に
於
て
も
査
本
促
進
の
為
の
國
家
統
制
も
あ

る
が
、
他
面
資
本
促
進
制
限
の
た
め
の
統
制
も
あ
り
得
る
。
固
内
取
引
や
債
格
を
制
限
し
て
海
外
市
場
を
開
拓
せ
ん
さ
す
る

は
前
者
の
場
合
で
あ
り
姿
本
獨
占
衰
本
統
制
へ
の
統
制
例
へ
ば
百
貨
店
法
案
商
店
法
案
の
如
ぎ
は
後
者
の
場
合
で
あ
る
。

の
打
開
策
さ
し
て
の
統
制
で
あ
る
。

菫
甜
主
義
の
國
内
詢
業
統
制

國
内
商
品
の
流
通
鎚
に
債
格
に
一
定
の
制
限
を
設
け
る
も

｀
ヽ
畜
•
、
‘
、
、
、
`
•
。
、
‘
`

然
し
軍
商
主
義
の
場
合
は
國
内
恋
業
の
育
成
貨
幣
財
産
の
蓄
積
延

然
る
に
現
代
に
於
て
は
安
本
主
義
は
既
に
或
程
度
高
度
化
し
、
國

内
に
於
け
る
利
潤
獲
得
の
餘
地
が
縮
少
さ
れ
、
必
然
こ
れ
を
廣
地
域
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
、

こ
は
閥
税
で
も
一
は
育
成
闘
税
一
は
カ
ル
テ
ル
闘
税
の
形
を
採
つ
て
現
は
れ
、
従
つ

重
商
主
義
も
穀
物
流
通
に
制
限
を
加
へ
た
。
現
在
で
も
穀
物
配
給
統
制
の
墜
は
喧
し
い
。

専
費
の
叫
さ
ヘ

一
部

第
へ
の
統
制
が
問
題
さ
な
り
得
る
。

中
小
商
人
へ
の
國
家
統
制
の
叫
の
如
き
は
、

現
段
階
特
有
の
も
の
で
資
本
主
義
黎
明
期

同
じ
資
本
援
助
の
為
の
國
家
的
統
制
の
部
面
を
眺
め
て
も
そ
の
本
質
は
必
す
し
も
軍
商
主
義
の
そ
れ
さ
同
じ
で

安
本
主
義
企
業
の
悩

煎
商
主
義
統
制
に
於
て
は
封
建
制
度
の
拘



必
需
品
で
あ
っ
て

れ
な
い
が

ゐ
る
。

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

J..,.,
に
現
代
の
不
安
が
あ
り
、
學
問
研
究
者
の
任
務
も

或
統

に
耳
に
す
る
。
然
し
煎
商
主
義
の
場
合
は
明
白
に
努
貨
引
下
、
商
品
債
格
引
下
、

現
段
階
に
於
て
も
勿
論
厳
密
に
分
析
す
れ
ば
究
極
は
商
品
ダ
ン
ピ
ン
グ
的
意
味
市
場
開
拓
的
意
味
も
あ
る
か
も
知

少
く
も
直
接
的
に
は
農
民
の
利
害
消
費
者
の
利
害
が
顧
慮
に
償
か
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
即
ち
穀
物
は
生
活

こ
れ
が
投
本
、
主
義
的
な
自
由
放
任
に
任
さ
れ
る
こ
さ
は
、
農
民
に
も
消
咲
者
に
も
危
陰
で
あ
る
。
こ

4
に
統
制
の
要
求
が
生
れ
、
國
家
の
手
が
延
び
る
こ
さ
し
な
る
。
さ
れ
ば
穀
物
の
債
格
が
低
苓
こ
さ
の
み
が
望
ま
れ
る
の

で
は
な
い
。
穀
物
債
格
が
餘
り
低
き
に
過
き
る
場
合
に
も
、
今
日
で
は
、
こ
れ
を
高
め
る
ぺ
く
統
制
の
手
が
延
び
る
。
こ

れ
は
一
方
的
に
國
内
陸
業
育
成
を

H
的
さ
し
穀
物
債
格
の
低
ぎ
を
よ
し

n

こ
し
た
軍
裔
主
義
の
そ
れ
さ
異
ろ
所
で
あ
る
。

は
資
本
主
義
の
鋏
黙
柚
正
の
た
め
生
れ
一
は
資
本
主
義
痰
生
促
進
の
た
め
生
れ
た
。

以
上
私
は
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
、
軍
商
主
義
の
配
給
統
制
ご
現
段
階
の
そ
れ
ご
の
類
似
黙
を
述
べ
、
そ
の
本
質
的

相
違
を
明
か
に
し
た
が
、
要
す
る
に
、
軍
滴
主
義
時
代
の
統
制
は
、
封
建
的
栢
桔
よ
り
脱
し
て
、
資
本
主
義
の
甚
礎
を
確

、、

立
し
よ
う
ご
の
、
極
め
て
一
義
的
目
椋
よ
り
、
国
家
椛
カ
セ
以
て
個
人
的
活
勁
が
拘
束
さ
れ
統
制
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

、
・
、
~
ヽ

現
段
階
に
於
て
は
資
本
主
義
轄
換
期
的
客
観
的
事
賞
を
反
映
し
て
、
極
め
て
種
々
相
を
呈
し
、
或
統
制
は
資
本
主
義
革
新

、
"
ヽ

．．
 
盲
奮
•
`
。
、
｀

.
0

、
盲
ヽ
ヽ

的
意
義
を
持
ち
補
正
的
意
義
を
も
ち
、
或
統
制
は
維
持
的
意
義
を
も
ち
、
叉
或
統
制
は
大
配
給
形
態
を
封
象
さ
し
、

、
。
、
、
、
、

制
は
中
小
配
給
形
態
を
到
象
こ
い
ふ
わ
け
で
、

義
的
に
そ
の
性
質
を
決
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

亦
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

勿
諭
こ
れ
は
資
本
、
E
義
焚
展
高
度
化
の
必
然
的
結
果
ご
は
い
へ
、
到
底
一

海
外
市
場
開
拓
の
意
味
が
前
面
に
出
て

第

六

巻

七

七

八

第

四

賊

一
五
六



誰
が
こ
の
時
代
の
特
徴
で
あ
る
。

へ
、
す
べ
て
の
政
策
は
國
家
的
統
制
政
策
の
形
を
採
つ
て
現
は
れ
た

C

第

六

巻

七

七

九

第

四

猿

一
五
七

國
家
的
統
制
の
も
さ
に
於
け
る
貿
易
促
進
産
業
保

家
椛
力
」

而
も
か
4

る
轄
換
期
の
學
説
だ
け
に
「
國

餘
剰
債
値
の
疲
生
を
流
迎
過
程
に
求
め

↓

1
0
 

f
 
以
上
述
べ
て
来
た
所
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

そ
の
形
式
的
知
似
性
さ
本
質
的
相
述
を
明
か
に
し

．
 

る
カ

如
何
な
る
黙
に
理
論
的
矛
盾
が
あ
り
且
つ
そ
の
理
論
的
矛
所
は
如
何
な
る
客
観
的
東
寅
に
支
配
さ
れ
て
生
じ
た
も
の
で
あ

こ
れ
に
封
す
る
批
判
は
如
何
に
痰
展
し
、
如
何
な
る
黙
が
問
題
さ
な
っ
た
か
に
就
い
て
考
察
し
、
蛉
後
に
現
段
階

に
於
け
る
配
給
統
制
ご
軍
商
主
義
時
代
の
そ
れ
さ
を
比
較
酎
照
し
て
、

（
一
）
重
商
主
義
は
、
資
本
が
流
通
過
程
に
の
み
成
立
し
ま
だ
生
産
過
程
に
及
ば
ざ
る
、

商
業
資
本
の
全
盛
時
代
ー
封

建
制
生
産
よ
り
資
本
制
生
産
へ
の
過
渡
期
を
地
盤
ご
し
て
生
れ
た
學
設
で
、
従
っ
て
、
一
方
こ
の
客
観
的
事
賓
セ
反
映
し
て

國
内
商
業
は
一
方
に
得
る
所
を
他
方
が
失
ふ
に
過
ぎ
す
、
こ
は
決
し
て
闘
富
を

培
す
も
の
に
非
す
さ
の
考
よ
り
外
國
貿
易
を
重
ん
じ
輸
出
工
業
を
軍
ん
じ
た
。

に
頼
る
所
非
常
に
大
で
、
國
家
は
國
富
を
増
し
、
ギ
匹
業
を
助
成
す
る
た
め
、
個
人
の
活
動
を
拘
束
す
べ
し
さ
考

(

-

l

)

然
し
璽
商
主
義
も
時
代
の
産
物
で
あ
り
、

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

如
何
に
彼
等
の
理
論
が
、
貿
易
の
尊
軍
、
國
内
産
業
の
軽
視
を
数
へ

以
上
私
は
重
荊
主
義
に
於
け
る
園
内
商
業
統
制
の
問
題
を
中
心
さ
し
て
、

五
、
結

論

」
れ
が
如
何
な
る
必
然
性
を
以
て
発
籐
し
、



け
で

て
も
、
國
内
商
業
疲
辰
は
資
本
制
生
産
醸
成
の
必
然
的
要
求
に
あ
り
、
理
論
の
如
何
に
闘
ら
す
｀

内
商
業
翻
親
を
許
さ
す
、
例
令
そ
の
目
的
が
直
接
的
に
せ
よ
闘
接
的
に
せ
よ
、

國
内
市
場
は
撰
張
さ
れ
、
従
来
の
カ
ト

n
ッ
ク
的
商
業
思
想
は
漸
次
靖
算
さ
れ
た
。

（
三
）
こ
れ
を
具
個
的
に
裳
時
の
政
策
に
照
し
合
は
す
に
こ
の
黙
は
明
白
で
、

税
・
通
行
税
の
為
全
國
的
商
品
流
通
の
如
き
は
殆
ん
ざ
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、

國
内
尚
業
の
彼
展
を
助
成
し
た
。
私
の
呼
ぶ
固
内
商
業
の
促
進
的
統
制
は
こ
れ
で
あ
る
。

他
の
商
品
に
就
て
は
自
由
を
高
唱
せ
る
も
の
も
多
く
は
穀
物
流
通
の
貼
に
な
る
ご
大
き
な
拘
束
を
設
け
た
。
こ

こ
れ
を
見
て
こ
は
甫
商
主
義
政
策
の
よ
ろ
し
苔
を
得
ざ
る
も
の
さ
し
て
、
軍
農
主

（
五
）
菫
商
主
義
は
資
本
主
義
痰
生
の
産
姿
役
こ
し
て
は
箕
に
意
義
深
ぎ
學
設
で
あ
り
政
策
で
あ
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
重
農
主
義
英
國
で
は
正
統
學
派
の
軍
商
主
義
批
判
こ
な
っ
た
。

生
産
が
成
立
し
た
後
は
そ
の
褻
展
の
為
の
一
の
邪
魔
物
ご
な
る
。

J

れ
等
い
學
説
は
先
づ
軍
商
主
義

こ
は
必
然
重
商
主
義
批
判
の
形
さ
な
っ
て
現
は
れ
る
わ

一
箪
資
本
制

義
正
統
學
派
の
座
説
が
起
つ
た
の
で
あ
る
。

を
も
た
ら
し
、
農
村
疲
弊
を
醸
成
し

こ
れ
私
の
制
限
的
統
制
ご
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
結
果
っ
こ
し
て
の
農
産
物
債
格
の
低
下
、
生
査
制
限
は
却
つ
て
磯
饉

れ
は
穀
物
の
安
債
は
努
賃
従
っ
て
製
品
の
低
廉
を
府
し
、

悔
外
市
場
開
拓
に
貢
献
す
る
も
の
さ
考
へ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

映
し
て
、

（
四
）
然
し
彼
等
も
一
面
で
は
矢
張
流
通
過
程
の
諸
現
象
に
眩
惑
さ
れ
｀
或
は
資
本
制
生
密
発
生
の
必
然
的
要
求
を
反

的
残
骸
破
壊
に
力
を
注
ぎ
、

頂
痢
主
義
的
政
治
家
逹
は
皆
々
こ
の
封
建

封
建
時
代
に
は
道
路
の
粗
悪
・
國
内
闘

商
業
は
助
長
さ
れ

謡
政
策
は
國
内
裔
業
援
助
に
向
ひ
、
國
内

賓
際
政
策
さ
し
て
は
國

重
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制
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0
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の
自
由
放
任
を
誂
＜
康
は
重
農
學
涙
ご
焚
り
は
な
い
が
、

第

六

巻

七

八

第

四

琥

一
五
九

後
者
の
如
く
自
然
的
秩
序
さ
い
ふ
様
な
形
而
上
的
な
も
の
を
基

）
の
躾
詭
に
於
て
も
個
人
的
経
清
活
動

こ
の
説
に
於
て
は
農
商
工
労
働
は
す
ぺ
て
生
発
的

そ
の
一
面
性
を
脱
れ
得
ざ
り
し
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

る
が
、
債
値
ご
使
用
債
値
セ
混
同
し

は
農
業
に
よ
り
養
は
れ
、

工
業
の
不
生
産
性
を
嗚
ら
し
て
、
商
工
業
偏
煎
を
排
す
。

こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
農
業
の
み
ひ
さ
り
生
産
的
で
、
商
工
業
者

J

れ
は
主
さ
し
て
、
自
然
的
秩
序
を
信
じ
、

制
排
除
が
主
張
さ
れ

立
法
に
封
す
る
経
清
の
優
越
性
が
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

で
あ
り

的
國
家
的
統
制
に
封
す
る
自
由
放
任
の
主
張
さ
し
て
あ
ら
は
れ
る

C

尤
も
軍
商
主
義
も
「
自
由
」
を
高
唱
す
る
が
、
軍
商

自
由
の
概
念
が
附
者
異
る
わ
け
で
あ
る
。

（
六
）
煎
農
學
派
は
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
て
起
つ
た
學
説
で
あ
る
が
、

人
為
的
な
煎
商
主
義
の
獨
占
特
植
の
附
典
、
穀
物
流
油
の
制
限
を
批
判
し
自
由
放
任
を
説
き
、

ご
考
へ
る
。

軍
農
學
派
や
正
統
學
派
の
そ
れ
は
個
人
的
活
動
の
自
由

か
く
て
こ
の
學
詑
に
よ
り
始
め
て
個
人
的
自
由
が
説
か
れ
國
家
的
統

そ
の
所
得
は
農
業
の
生
む
純
利
得
よ
り
の
一
控
除
で
あ
り
、
國
民
経
齊
的
に
は
一

牝費
用
で
あ
る

頂
農
主
義
が
重
商
主
義
の
皮
相
性
を
脱
し
餘
剌
債
値
の
登
生
を
生
産
過
程
に
求
め
た
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ

農
業
の
み
を
ひ
さ
り
生
産
的

e
し
、
こ
の
立
場
よ
り
順
商
主
義
を
批
判
せ
し
は
、

（七）

lE
統
學
派
は
ス
ミ
ス
を
中
心
っ
こ
し
て
英
國
に
誕
生
し
た
が
、

の
も
の
ご
考
へ
、
こ
の
立
場
よ
り
重
商
主
義
重
農
主
義
の
偏
面
性
を
攻
撃
す
る
。

調
さ
せ
す
、
利
己
心
を
基
調
ご
し
、
個
人
の
利
己
的
活
動
は
社
．
曾
的
利
盆
に
一
致
す
こ
し
、

頂
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

主
義
の
「
自
由
」
は
封
建
的
拘
束
よ
り
の
自
由
で
あ
る
に
劉
し
、

且
つ
農
業
の
生
南
性
、
商

こ
の
見
地
よ
り
軍
商
主
義
の



義
）
他
は
資
本
主
義
補
正
的
の
穀
物
商
業
統
制
で
あ
る
（
現
段
階
）

劉
象
は
資
本
の
大
小
に
よ
り
複
雑
性
を
呈
し
、
第
三
に
統
制
の
目
標
も
或
も
の
は
資
本
主
義
維
持
的
で
あ
り
、

初
期
に
初
け
る
統
制
と
、
既
に
高
度
化
し
た
現
段
階
の
そ
れ
さ
は
本
質
的
に
異
る
わ
け
で
あ
る
、

の
部
面
で
は
最
も
形
式
的
類
似
性
は
多
い
が
而
も
一
は
衰
本
主
義
疲
生
促
進
の
た
め
の
穀
物
荊
業
統
制
で
あ
り

a車
＿
商
主

第
五
に
穀
物
流
通
制
限

革
新
的
で
あ
り
、

或
も
の
は
資
本
促
進
の
た
め
、
或
も
の
は
資
本
促
進
制
限
の
た
め
行
は
る
＼
有
様
で
、
資
本
主
義
韓
換

期
的
事
賓
を
反
映
し
て
種
々
相
を
呈
す
、

第
四
に
詞
じ
資
本
按
助
的
の
も
の
で
も
賽
本
主
義
企
業
育
成
の
た
め
の
、

そ
の

或
も
の
は

第
一
統
制
主
儒
も
今
H
で
は
國
家
統
制
の
外
に
資
本
統
制
が
あ
り
、
第
二
に
國
家
統
制
を
問
題
さ
す
る
ご
し
て
も
そ
の

果
し
て
重
商
主
義
時
代
の
そ
れ
ご
、
形
式
的
類
似
性
の
如
く
、
本
質
も
等
し
い
も
の
で
あ
ら
う
か
。

私
は
否
さ
答
へ
る
。

（
八
）
今
日
は
璽
商
主
義
復
活
の
時
代
な
り
さ
云
は
れ
て
ゐ
る
。

然
ら
ば
今
B
の
統
制
続
清
は
一
部
論
者
の
云
ふ
如
く

た
こ
さ
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

軍
商
主
義
の
國
内
廊
業
統
制

獨
占
特
櫂
附
典
、
穀
物
流
通
の
制
限
、
都
市
偏
璽
、
規
則
づ
く
め
の
政
策
等
を
批
判
し
た
。

然
し
ス
ミ
ス
の
學
説
に
於
て
も
、
債
値
分
栃
の
不
十
分
よ
り
来
る
論
理
的
矛
肘
は
暫
く
お
き
、

本
主
義
が
十
分
自
己
の
姿
を
確
立
せ
ざ
り
し
だ
け
に
そ
の
見
透
し
も
皮
相
な
も
の
多
く
ー
例
へ
ば
都
市
農
村
の
利
害
の
調

和
性
の
主
張
細
民
ご
資
本
家
こ
の
闘
係
等
ー
ス
ミ
ス
の
信
じ
た
様
に
そ
の
求
め
た
原
理
も
永
久
不
愛
の
も
の
で
は
な
か
つ

そ
の
立
つ
地
盤
は
尚
資

尊
菫
に
封
し
國
内
商
業
の
煎
要
性
を
説
い
た
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

特
に
重
商
主
義
の
外
國
貿
易

第

六

巻

七

八

第

四

賊

一
六
〇



な
が
ら
、

煎
商
主
義
の
國
内
商
業
統
制

第

六

巻

蓋
し
こ
れ
等
の
形
式
的
類
似
性
に
拘
ら
す
本
質
的
相
異
の
由
来
す
る
所
は
、
同
じ
く
「
国
家
」
や
「
力
」
が
召
出
さ
れ

一
は
資
本
主
義
疲
生
期
の
現
象
で
あ
り
他
は
査
本
主
義
轄
換
期
の
現
象
で
あ
っ
て
、

よ
り
来
る
こ
さ
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
以
上
が
私
の
見
解
の
要
約
で
あ
る
。
敢
て
詣
賢
の
御
叱
正
を
お
願
す
る
次
第
で
あ
る
。

七
八
三

第

四

琥

一
六

J

の
客
観
的
事
寅
の
相
逮




